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１章　告白のオーヴァーチュア序曲





　ガクガクガクガク……。

　もういくつ寝るとお正月、というには気が早いが、そろそろ商店街の店先にクリスマスの飾かざりつけが並び始めた師走しわすのある日――。

　オレは雑ざつ居きよビルの薄暗い隙すき間まの中で体を震ふるわせていた。

　メチャ寒さむい。身も心も……。

　この時期、日陰の温度はかなり下がる。さっきから鼻はなの奥の方がグジュグジュする。かじかむ手をポケットから出して、鼻をかむ気にすらなれないほどだ。

　ほんの数メートル先のアスファルトの道路には午後の日ひ溜だまりができている。ホカホカとはいかなくてもじんわりと暖あたたかそうだ。

「なあ……」

　オレは隣となりにいる同どう志しに声をかける。

「なに？」

「寒くない？」

「ボ、ボクは朝あさ練れんやってるから平気だよ。朝はもっと寒いんだから」

「にしては、さっきから体が震えているような……」

「そ、そんなことないよ。これはほ、ほら、あれだよ。武む者しや震ぶるい？」

　お似に合あいの黒のダッフルコートに身を包んだ神楽かぐら結ゆ衣いは顔を小さく赤らめた。

「武む者しや震ぶるいって、強敵と戦うわけじゃないんだからさあ」

「いいえ、ある意味それに近い状じよう況きようだよ。ちとせ先せん輩ぱいにとっては、ね」

「そりゃそうかもしれないけど……」

　しかしそれは結衣が震ふるえる理由にはならないようなと思ったが、わざわざ口にするのも不毛なので言わないでおいた。

「提てい案あんなんだけど……、場所、移動しない？」

「だーめ」

「どうして？　結衣って実は狭せまい場所が好きとか？」

「違ちがうって。試し験けん官かんが目立つ場所にいたら、ちとせ先輩が安心しちゃうかもしれないもの。それじゃあ意味ないでしょう？」

「でもさ、もうちょっと日当たりのいい場所で目立たない場所もあったんじゃ……」

「ああもう、うるさいなあ。そんなに日当たりが好きだったら、日当たりさんちの子供になりなさい！」

「いや、意味分かんないし」

「しっ！　ほら、来たよ」

　結衣が双そう眼がん鏡きようを構えた。オレも妹に借りたオペラグラスを覗のぞく。

　道路の挟んで反対側の歩道をレモンイエローのコートを着た女の子・姫ひめ宮みやちとせ先輩の『中の人』が歩いていた。

　なんだか下を向いて不ふ安あん気げな様子。ツインテールから垂たれた薄緑色の長めのリボンがまるで水不足でしおれた朝顔のツルのようだ。

　目をキランと光らせた結衣がバインダーに挟んだ紙になにか書きこんだ。

「下を向いて歩くのは減点ね」

「ちょっ、それ厳しくないか？　だって試験はコンビニに入ってからだろう？」

「甘いなあ。試験は試験会場に入る前から始まってるのよ。ほら、星ほし野のくんも早く採点」

「へいへい」

　ポケットから折り畳たたまれたＡ３用紙を取り出す。一番上に並ぶ「卒業試験採点シート」と書かれた文字。凝こり性しようの結衣がわざわざパソコンで製作してきたものだ。

（ちとせ先輩、ガンバ）

　試験前の項目の欄らんに減点０と書きこむと、オレはコンビニエンスストアへ向かうちとせ先輩を見守った。



　――卒業試験が必要だよね。

　そんなことを結衣が言い出したのは、一週間ほど前、ちとせ先輩のマンションで定てい例れいの「対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう克こく服ふく」のトレーニングをしている時のことだった。

　文化祭後、トレーニングに加わるようになった結衣。その彼女が発案したインターネットのテレビ電話を利用した練習により、もともとかなりよくなっていたちとせ先せん輩ぱいの対たい人じん恐きよう怖ふ症しようはみるみる改かい善ぜんしていた。『中の人』の姿のまま一人で外出できるようになり、『外の人スーツ』なしでも日常生活には支し障しようのないレベルになっていたのだ。

　そこで卒業試験。その試験を合格すれば、「対人恐怖症」完全治ち癒ゆの認定を受けられ、晴れてトレーニングを終了する。熱血体育会系娘むすめの結ゆ衣いらしい発案だった。

「ちとせはイヤですよ」

　ちとせ先輩は当然のようにブーたれたが、結衣は聞く耳を持たず、区切りみたいなものはあった方がいいと思ったオレも賛成。しぶしぶちとせ先輩も受け入れた。

　で、今やっているのがその卒業試験、その名も「ちとせ・初めてのおつかい～ハプニング編～」だ。試験内容は以下の通り。

　まず、ちとせ先輩がコンビニに買い物に行き、事前に指定されたものをレジに持っていく。レジではおでんの厚あつ揚あげとゆで卵とがんもどきを注文。しかし、いざ勘定という時、財さい布ふのお金が足りない。仕方なくおでんの種と品物の一部を返却する旨むね、店員に伝える……。お店に迷惑だから良い子は真ま似ねしないように。

　普通の人にとっても罰ばつゲーム並みの内容で、難易度は極めて高い。ほんの少し前まで、生身の姿でコンビニに入ることさえできなかったちとせ先輩には酷こくと言えるだろう。

　それでもオレが結衣に口を出さなかったのは、ちとせ先輩の成長を信じているからこそ。今のちとせ先輩ならきっとできる。そんな期待感があったのだ。



　さて、ちとせ先輩（中）は試験会場であるコンビニの扉とびらの前まで来ていた。

　店の看板を見上げる。両手を広げて深呼吸すると、大おお股またで行進するような動きで店の中へ入っていった。足と手の出ている側が一緒だ。

「無ぶ事じ、試験会場入れたね。ちとせ先輩」

「当然だよ。でも難しいのはここからなんだから、フッフッフ」

　結衣が不敵に笑う。なんだか嬉うれしそうだ。

　窓ガラスの向こうでメモ用紙を持ったちとせ先輩が店内をグルグルと歩き回っている。コンビニに慣れていないせいか、どこに何があるか分かってないみたいだ。

「減点」

「えっ？　なんで」

「普通、物がどこにあるか分からなかったら店の人に聞くでしょう？」

「そ、そうか？」

「聞くよ。少なくともボクは」

　それは結衣がちょっとおばさん入っているからでは、と思ったが、口にすると怒られそうなので止やめておく。

　そうこうしているうちに指定されたものを全部買い物カゴに入れたちとせ先輩が、レジの前に立った。

　ここからだ。ちとせ先せん輩ぱいの成長が問われるのは。オレはグッと生なま唾つばを飲みこむ。

　ちとせ先輩がおでんを指差した。声が小さいのか店員が耳に手を当てている。

　ようやく理解してもらって、厚あつ揚あげとゆで卵とがんもどきが発泡スチロールのケースに入れられた。精算した店員さんが代金をちとせ先輩に告げる。

　結ゆ衣いが渡しておいたカエル色のガマグチ財さい布ふをちとせ先輩が開く。

　中身を見てギョッとしたように背伸びすると、首をキョロキョロさせた。

　実は財布に十分なお金が入っていないことを伝えていない。ちとせ先輩は今、初めてその事実を知ったのだ。この辺がハプニング編たる理由。未いまだかつてこれほどまでに極ごく悪あく非ひ道どうな“〝初めてのおつかい”〟があっただろうか（いやありはしない）。

　ちとせ先輩は財布をパカパカと叩たたいてお金を探そうとしている。

「ムダムダ！　なにをしたって、その財布からお金は出てこないんだから。さあ、どうする、ちとせ先輩！」

　横で結衣が拳こぶしを震ふるわせていた。なんだか熱血してるし。

「どの商品を戻すかとか、どういう基準で選べばいいわけ？」

「買い物リストの横に小さく優先順位が書いてあるから」

「それって初めてのおつかいにしては試し練れんが厳しすぎないか？」

「いいえ。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようの総合力を見極めるのに最適な試験よ」

「対人恐怖症の総合力ってなんだよ」

　レジの前ではちとせ先輩が困ったように固まっていた。店員さんもちとせ先輩と同じような顔。もう一人の店員さんが隣となりのレジに違ちがうお客さんを誘ゆう導どうしていた。

（ちとせ先輩、ガンバです）

　再び胸むねの中で応おう援えんする。この試練を乗り越えることができれば、もうどんな恥はずかしいことだってできるはずだ、たぶん。

　ちとせ先輩は買い物リストをじっと見つめる。どうやら買い物リストに書かれた優先順位に気がついたらしい。オペラグラス越しでもはっきりと分かる真まっ赤かな顔でレジ台の上のものを指差すと、店員さんに何か告げた。

　店員さんが迷惑そうな顔をしながらそれをレジの隅すみの方へ避けて、おでん容器から種を一つ鍋に戻す。他ほかの店員さんやお客さんたちは奇異な顔でちとせ先輩を見ている。

「ちとせ先輩、言えたみたいだね！」

「まだ正しく返品できたか分からないよ」

　双そう眼がん鏡きようを覗のぞきこみながら結衣は爪つめを噛かんだ。どうしてちとせ先輩のことになると、こうイジワルになるんだろう。

　ちとせ先輩はますます真っ赤になった顔で再精算されたお金を払うと、冷ややかな目の店員さんからビニール袋を受け取ってコンビニから出てくる。

　結衣がバインダーの採点シートにサラサラと書きこむ。

「ボクの方は採点終了。星ほし野のくんの方は？」

「こっちもいいよ」

「オッケー。じゃあ、予定通り公園でちとせ先せん輩ぱいを待とう」

「結ゆ衣いの採点の結果は？」

「秘ひ密みつ。公園で発表」

「そんな、試し験けん官かん同士でじらさなくても」

　もちろんオレの採点シートは減点０の満点だった。



　ちとせ先輩と待ち合わせの約束をしている公園に先回りして待っていると、公園の入口に元気のなさそうな顔のちとせ先輩が現れた。

　オレと結衣に気がつき、コンビニ袋を揺らしながらダッシュでこちらに走ってくる。

「おめでとう、ちとせちゃん。合格よ」

　結衣が立ち上がり、両手を大きく開いた。おちこぼれ生徒を散さん々ざんしごいてきた鬼おに教きよう師しが、卒業式で初めて見せるような慈じ愛あいに満ちた表情で。

　ちとせ先輩がそんな結衣の腕うでの中へまっすぐ走ってくる。

　鬼教師と生徒の間に芽生える友情――。

　走りながら、ちとせ先輩はスー○ーマンみたいに拳こぶしを結んだ腕を伸ばした。

　ボコ。拳はそのまま、結衣の腹はらにめりこんだ。

　ちとせ先輩はさらに正せい拳けん突きを結衣に何度も叩たたきこむ。でも、腕が短くて力がないので、殴なぐっているというよりポカポカとじゃれているみたいだ。

「ちょっと、ちとせちゃん、なにするのよ！」

「このイジワル！　悪魔！　お金が足りないなんて、一言も言ってなかったじゃないですかぁ」

「それも卒業試験のうちよ」

「酷ひどすぎです。このデーモン！」

　ちとせ先輩は結衣を殴り続ける。結衣の方は涼しい顔だ。

「純すみ人ともですよ！」

　ちとせ先輩は結衣を叩くのを止やめて、オレをジロリと睨にらみつけた。

「純人も知っていたですか？　お金が足りないこと」

「えっ？　ええっと、う―――ん」

「どっちですか？」

「もちろん知ってたよ。だって最初に発案したのは星ほし野のくんだから」

「ちょっ。まっ！」

「純人のうそつき！　もう口をききません」

　ちとせ先輩はツンとそっぽを向く。

「嘘うそ情報に騙だまされちゃ駄だ目めですよ！　試験の内容は結衣が全部決めたことですし、オレはギリギリまで内容を聞かされてなかったんです。情報漏ろうえいの恐れがあるからって。そうだよね、結ゆ衣い!?」

「そうだったっけ？」

「結衣――！」

「てへへ」

「いや、てへへじゃないよ、マジだよ？」

　結衣よ、ジャスティスの心は今どこに？

「まあまあ。ちとせちゃんもそう怒らずに。ちゃんと合格したんだからいいじゃない」

　結衣はブウと頬ほおを膨ふくらませたちとせ先せん輩ぱいの頭をナデナデした。

「ちとせは納得できません。だって、ものすごく恥はずかしかったんですよ？」

「でもちゃんと店員さんとコミュニケーション、できてたじゃない。以前までのちとせちゃんだったら、絶対途中で放ほうり投げていたでしょう？　最後までやり遂げられたのは、今までの訓練の賜たま物ものだよ、きっと」

「それはそうかもしれませんけど……」

「あんなことができるなら、きっともうこれからどんなことでもできるよ。だから……」

　結衣はちとせ先輩を自分の方に向かせ、まじめな目でちとせ先輩を見つめる。

「だから合格よ、ちとせちゃん。もう、あなたは対たい人じん恐きよう怖ふ症しようじゃない」

「対人恐怖症……じゃない？」

　ちとせ先輩が目を見開く。

「じゃあ、ちとせはもう……」

「そう。対人恐怖症からものすごくシャイな女の子に進化した感じ」

「なんだか微妙な進化だな」

「はい、そこ。口を挟まない」

　今度は結衣に睨にらまれた。

　ちとせ先輩はキョトンとしている。

「どうしたの？　対人恐怖症から卒業したのにあんまり嬉うれしくない感じ？」

「いや、急に卒業と言われても、なんだかピンとこないというか……」

「じゃあ胴どう上あげだね」

「「なぜ胴上げ!?」」

　オレとちとせ先輩の声が重なった。

「だって卒業といえば胴上げだよ？」

「だからってなぜここでやるのか、よく分からないんだけど……」

「ちとせちゃんに自分が卒業したって意識を、心に刻みこんでもらうためよ」

　結衣は自分の考えに微み塵じんの疑問もないみたいだ。

「いや、仮にそうだとしても、二人で胴上げなんでできないよな？」

「大丈夫。ミニちとせは軽量級なんだから。きっと枕まくら投げの要領でできるよ」

「そこまで軽くないだろ！　ってか、ちとせ先輩は胴上げしてもらいたいですか？」

「いや、ちとせはあんまし胴どう上あげとかそういう体育会系のノリは……」

　なんて答えてるちとせ先せん輩ぱいの後ろに結ゆ衣いが回って、脇わき下したからひょいと体を持ち上げた。

「やめてください。やめてください」

　ちとせ先輩は足を動かして抵抗する。

「ほら、ジタバタしない。星ほし野のくん、足を持って」

「いや、でも」

「いいから、早く」

「分かった、分かったから一人で投げようとしないで」

　オレはばたばた動くちとせ先輩のおみ足を持ち上げた。

「純すみ人と、後で酷ひどいですからね」

　ちとせ先輩に睨にらまれた。ごめんなさい。でも、文化祭以来、結衣も怖こわいんです。

「じゃあ、ちとせ先輩の卒業をお祝いして……そ――れ！」

　結衣の音頭に合わせて、ちとせ先輩の体が宙に舞った。

「ひえ―――――――――――――ん」

　冬空の下の公園に、ちとせ先輩の悲ひ鳴めいがどこまでも響き渡った。
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「でも、大変なのはこれからなんだよねえ」

　公園のブランコに座って、オレたちはちとせ先せん輩ぱいが買ってきたおでんを食べていた。

「そだね」

　厚あつ揚あげを噛かみ締めながらオレは頷うなずく。

　ちとせ先輩は対たい人じん恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくした。でもそれだけじゃ駄だ目めなんだ。まだ、ちとせ先輩が学校のみんなに自分の正体をカミングアウトするという試し練れんが残っている。

「『外の人スーツ』なしで生活を送れるようになったからといって、すぐにちとせちゃんが学校のみんなに正体を明かせるわけじゃないのよねえ」

「どういうことですかあ？」

「『外の人スーツ』を脱げるかどうかはちとせちゃん個人の問題じゃない。でも、ちとせちゃんの本当の姿を受け入れられるかどうかは学校のみんなの問題ってこと」

「ふみゅ？」

　ちとせ先輩はがんもどきを口に入れたまま首を傾かしげる。

「つまりですね。ちとせ先輩の本当の姿を知った学校のみんなが、怒りだしたりしないかなってことですよ。騙だまされたって」

　結ゆ衣いの代わりにオレが説明する。

「あっ……」

「絶対にそうなるとは限らないですけど、やっぱオレも不安ですよ」

　結衣だって早はや見みだって、裏切られたって言っていたわけだし。

「だから本当は三月の卒業式とか最後に明かす方がボクはいいと思うけど、それじゃ意味ないんだっけ？」

「できればクレマチス高校の最後の学期は『中の人』の姿で過ごしたいです……」

　ちとせ先輩が決意の篭こもった瞳ひとみで、ギュウって拳こぶしを握にぎり締めた。

「オレもちとせ先輩の希望は叶かなえたいかな」

　浦うら乃ののこともあるし……。

「そっかあ。でもそうなると、もう時間ないよね」

「うん。そうなんだよ」

　来週からは期末試験が始まるし。

「終業式ぐらいしかないんじゃない？」

「やっぱ、そうなるか……」

　冬休み開始前日のクリスマスイブにある終業式。ちとせ先輩が壇だん上じように立つ機会もあるから、その時にみんなの前で『外の人スーツ』から出る……。

　オレはちとせ先輩の顔を見つめた。

「ちとせ先輩の気持ち次し第だいですよ」

　ちとせ先輩は足元の砂場をじっと見つめる。

「二人は、ちとせにそれができると思うですか？」

「できる」

　間かん髪ぱつ入れずにオレは断言した。

「ボクも今のちとせちゃんならできると思うよ」

「二人ともそう思いますかあ……」

　ちとせ先せん輩ぱいはまだ下を向いたまま。

「ちとせ先輩は自信ないんですか？」

「よく分からないです。できるような気もするし、できっこないような気もするです」

「そうでしょうね……」

「でもう」

　顔を上げて、オレと結ゆ衣いの顔を交互に見た。

「二人に大丈夫だって言われて、ちょっと自信が出てきました」

　大きく見開かれた瞳ひとみには、小さな決意の光がたゆたっている。

「オッケー、じゃあ終業式でカミングアウトしちゃおう」

「お――」

　えいえいおーと、みんなで小さく拳こぶしを突き上げた。

「そういえば、冬休み前の終業式ってたしか……」

　結衣がこっちを見た。気がついちゃったか……。

「そう。新生徒会長のお披ひ露ろ目めもあるんだよ」

　文化祭で選ばれた新生徒会長、つまりオレも壇だん上じようでスピーチしないといけないのだ。

「そっか。ついにだね」

　結衣が自分のことのように嬉うれしそうな顔をする。オレは気が重いのに。

「でも、ちとせちゃんのカミングアウトの後かあ。事と次し第だいによっては星ほし野のくんのお披露目も大変なことになるかもしれない、かな？」

「うう。それを言わないでくれよお」

「事と次第ってどんな感じのことを言ってるですか？」

「え？　ああ、う――ん。いや、大丈夫だよ。大丈夫、大丈夫」

「うわっ、今、神楽かぐらからものすごくいい加減なオーラが出ていました」

「そんなこと、ないよ？　大丈夫大丈夫」

　結衣は誤ご魔ま化かすように、ちとせ先輩のツインテールを上げ下げした。

「むう、なんだかさっきの“〝できると思うよ”〟も怪あやしく感じてきましたです」

　ちとせ先輩がオレにまで不ふ審しんそうな目を向けてきた。

「とばっちりだぁ」

「どうかなあ。星野くんも時々、酷ひどく都合のいいこと言ってるからねえ」

「あ、神楽もそう思うですか？」

「ちょっ、なんでいつの間にかオレの弾だん劾がい裁判に？　しかもなぜかオレ一人悪者の構造？」

　オレの抗議は女の子たちの笑い声に掻かき消される。

　ふん、でもまあいい。とにかくやっとここまできた。ちとせ先せん輩ぱいが『外の人スーツ』を脱ぐ。ちとせ先輩と初めて会ったその日から、そのために今まで頑がん張ばってきたんだ。

　あと、もう少し。オレが高校に入って初めて見つけた目標に到達できる。





「星ほし野のくん、試験勉強進んでる？」

　ちとせ先輩をマンションに送った後、オレは結ゆ衣いと家に向かって歩いていた。

「うっ。いきなり核心をつかれた」

「核心？」

「要するに……ごめんなさい、全然やってません」

「いや、ボクが謝られても。でも、今の時点で全然やってませんはまずいんじゃない？」

「まずいかな？」

「次期生徒会長が赤点で補ほ習しゆう受けるのは格かつ好こうがつかないかも」

「ううっ……」

　あまりにみっともない点を取ったら、推すい薦せんしてくれたちとせ先輩に悪いし。

「大丈夫」

　ニッコリ笑った結衣がポンと胸むねを叩たたく。

「いざとなったら、アレがあるよ」

「アレ？」

「ほら、前に言ってた頭がよくなる健康ドリンク・あたまヨクナールくん」

「名前ついたんだ……」

「最近の実験であれは頭がよくなるわけじゃなくて、実は集中力があがることが分かった」

「なるほど集中力。確かにオレに欠けているものだな」

「今からうちに来たら、飲ましてあげるよ。作りたて」

「うっ。でも、また苦いんだよね？」

「今度のは苦くないよ」

「そうなんだ」

「うん。でもちょっと痛いかも……」

「痛い？　なんだよ痛いって」

「でもちょっとだけだよ。ちょっと、舌したの先がピリピリする」

「フグ毒かよ」

「今だったらもれなく試験対策のノートのコピーもつけちゃうけど……」

「うっ。そっちの方は普通に欲しいな」

「駄だ目め。あたまヨクナールくんを最低一本は飲まないとあげない」

「抱き合わせ販売!?」

　むしろシールで釣ってチョコを売る感じか？

「たぶん、母さんが弟を歯医者に連れていっているから勉強にはいいよ」

　結衣が緊きん張ちようした面持ちでこっちを見た。

　要するに今、結ゆ衣いのうちには誰だれもいないってことだ。

　ドキドキする。ともすれば忘れそうになるけど、オレは結衣に告白された状態なんだ。

「じゃ、じゃあ、勉強しにいこうかな」

「ホント？」

　結衣の顔がパッと明るくなった。

「そろそろ勉強しないといけないのはその通りだし」

「ノートとあたまヨクナールくん二本で手を打つよ」

「手を打つって、オレはもらうだけだけど。ってか、本数、増えてるし」

「いいからいいから」

　結衣はニッコリと笑った。

　うっ。ちょっと今の笑顔は可愛かわいかった。

　告白されてからというもの、どうも結衣を以前と同じように見られない。幼おさな馴な染じみではなく、一人の女の子として意識してる。

「もうちょっとだね――」

　夕焼け色に染まった道を歩いていると、結衣がポツリと呟つぶやいた。

　なんのことだか分かっていた。

　ちとせ先せん輩ぱいが『外の人スーツ』を脱いだら、オレは答えないといけない。自分の気持ちに整理をつけて、結衣の告白に答える。その時まで、もうちょっと。

「なあ、結衣」

「なに？」

「できればおまけでついてくるドリンクは痛くないやつがいいな」

「痛くないドリンクは取り扱っておりません」

　今のままの関係がずっと続いたらいいのに……。

　茜あかね色いろに染まった雲を見上げながら、オレはそんな風に思うのだった。



　　　☆



「……とまあ、そういうわけで、ようやく来ることができたわけだ」

　オレはリビングの冷たいフローリングの床に正せい座ざしていた。横ではちとせ先輩（外）が、落ち着かない様子でやはり正座している。

「なるほど……」

　目の前の低血圧な顔がコクリと頷うなずいた。

　浦うら乃の霞かすみ――。ここは彼女の住んでいるアパートだ。

（また少し伸びたかな。前まえ髪がみ）

　会った時ほどではないが、夏休みの一時に比べるとまた長くなっている。角度によっては深い色の瞳ひとみが完全に隠かくれるくらいだ。

「今すぐに脱げる？」

　浦うら乃のがちとせ先せん輩ぱいへ眠そうな目を向ける。

「う、うん。大丈夫。余裕よ」

「本当？」

「もちろん。そ、そのために来たんだから」

　ちとせ先輩（外）はやや緊きん張ちようした面持ちで前まえ髪がみをハラリとやった。

　明日から期末試験だというのに、オレがちとせ先輩と一緒にここにいる理由。それは浦乃にちとせ先輩の正体を見せるためだ。

　元々、浦乃はちとせ先輩の調査のために転校してきた。調査期限は今月のクリスマスだ。

　ちとせ先輩は終業式に正体をカミングアウトする予定。そして今年の終業式の日は丁度、クリスマスイブなのだ。たぶん、浦乃は調査終了にあたり報告書とかそんなものを作成するだろうから、彼女にだけは前倒しして説明しておくことにしたのだ。早はや見みの時の恩もあるし。

「待ってて」

　浦乃が急に立ち上がって私室へ消えると、大きな紙袋を持ってきた。

　例の真っ黒なヤツ。以前までは毎日学校に持ってきていたのに、二学期に入ってから見るのは初めてだ。

　浦乃は中からノートＰＣやら一眼レフのデジタルカメラやらメジャーやら次々と出してくる。相変わらず紙袋に色んなものが入っているな。

「じゃあ脱いで」

「分かったわ」

　ちとせ先輩が立ち上がる。なんとなくオレもつられて立った。

「なんだか緊張するなあ」

　ちとせ先輩がはにかむように唇くちびるをすぼめる。

「コンビニ行っておでん買えるんだから、ただ脱ぐくらい楽勝でしょう？」

「カメラを向けられるのは、またちょっと違ちがうのよ」

　言いつつ、両手を上げた。

　シュ――――。

　もはや聞き慣れた音と一緒に、『外の人スーツ』は開き始める。パックリ割れた上半身と下半身の間に、ちとせ先輩（中の人）が現れた。

　最近着るようになったクレマチス高校の制服姿。ツインテールのリボンはこげ茶色だ。

　浦乃がファインダーから離した目を瞬しばたたかせていた。表情に乏しい彼女にしては珍しく、驚きの表情が浮かんでいる。

　ちとせ先輩はよっせよっせといつものマイペースでスーツから抜け出そうとする。完全に出てくると、照れくさそうに浦うら乃のの顔を見上げた。

　カシャッ――。

　浦乃のデジカメからフラッシュの光が広がった。

「わわっ」

　ちとせ先せん輩ぱいが裾すそで半分ほど隠かくれた手で目を覆う。

「写す時は言ってくださいです」

「もう写さない」

　浦乃はデジカメを紙袋に収め、メジャーに持ち替えた。ちとせ先輩のかかとから頭のてっぺんまでメジャーの紐ひもを延ばす。

「１４２センチ」

　バインダーに何か書きこむ。いきなり体型を調べ始めたようだ。ヒョイッとちとせ先輩を持ち上げた。

「36キロ」

「本当かよ！」

　思わずつっこむと、浦乃に心外だという表情で見られた。

「本当です……」

　ちとせ先輩が恥はずかしそうに呟つぶやく。すごいな、エージェントって。

　浦乃が素早くちとせ先輩の背せ中なかに回った。

「両手をあげて」

「へ？　こうですか？」

　ちとせ先輩がバンザイすると、制服のブラウスを引っ張りあげた。

　スルスルー。

「ギャ―――」

　はしたない悲ひ鳴めいを上げるちとせ先輩。オレはすぐに横を向いたが、ほんの一いつ瞬しゆん、中身が見えた。見えないところからさらに布ぬの地じが擦こすれるような音がする。

「ちょっと、やめてください。ちとせが自分で脱ぎますからあ。ワ――――ホ、ホック外さないで――」

「……」

「どうしてこんなの測らないといけないですかあ。報告書に載せるですか？」

「載せない。趣味」

「なんですか、それはあ」

　ちとせ先輩が泣きそうな声で叫んでいる。

「純すみ人と、まだこっちを見ちゃ駄だ目めですよ。ちとせ、あられもない姿ですからあ」

「み、見ませんよ。そんなの全然興味ないですから」

「むう。全然興味ないってどうしてですか？　幼児体型なんてどうでもいい。色気のない縞しまパンなんて見たくもないってことですか？」

「そんなこと一言も言ってないじゃないですかあ」

「コチョコチョコチョコチョ」

　浦うら乃のが何やら囁ささやいていた。

「キャッ。ちょ、ちょっと待ってください。なんでくすぐるですか？　ひゃっ」

「くすぐり耐たい久きゆう力調査」

「なんですかそれは。それも報告書に載せるですか？」

「趣味」

「だから、なんなんですかあ、それはぁ。ひゃっ。ぎゃ――」

「脆ぜい弱じやくな耐久力、と」

「誰だれだって耐えられないですよお」

「並のエージェントなら耐えられる」

「エージェントの基準で人をくすぐらないでください―――」

　その後もしばらくちとせ先せん輩ぱいの悲ひ鳴めいは続いた。途中からは一体なにが行われているのかよく分からなかったが、ただ胸むねをドキドキさせながら横を向いていた。

「調査終了」

　ややあって、浦乃の声が聞こえた。

「ええっと、オレ、そっち向いても大丈夫？」

「問題ない」



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、浦うら乃のじゃなくてちとせ先せん輩ぱいは？」

「だ……い……じょうぶ……ですう」

　ちとせ先輩の妙みように弱々しい声が聞こえた。

　恐る恐る見ると、ちとせ先輩がなんだか精せい気きのない顔で座りこんでいた。長い睫まつげは涙に濡ぬれている。一体、オレの見えないところで何があったのか。

「こ、これで報告書の方は大丈夫なの？」

　浦乃は無言で頷うなずく。

「で、さあ。その報告書を提出する時期なんだけど……」

「分かってる。終業式の後」

「うん。よろしく。無む理り言ってゴメン」

「問題ない」

　浦乃はほんの少し赤く染まった頬ほおを隠かくすように、調査道具を紙袋に片付け始めた。

「そういえば、浦乃は……冬休みになったらすぐにいなくなるの？」

「終業式の翌日に引っ越す」

「そっか。じゃあクリスマスだね」

　調査期限と同時に引っ越しというわけか。

「あのさあ……、その、夏休みにオレが無理に引き止める感じで、学校に残ることになったんだけどさ」

「ん？」

「どうだった？　半年くらいの学校生活、楽しかった？」

「それは……」

　浦乃は一いつ瞬しゆん、戸と惑まどった表情をした後、薄桃色の唇くちびるを小さく開いた。

「――」

「純すみ人とぉぉ。力が入らないですうぅ。スーツに入れてください」

　返事はくだを巻く酔っ払いのような声に隠れた。ちとせ先輩が足元にすがりついていた。

「分かりましたから。ヨダレを足になすりつけないでください」

「ちとせはヨダレなんて出しません」

「はいはい」

　ちとせ先輩を抱っこして『外の人スーツ』に納める。その際、浦乃の方を向いて、片目を閉じる。

　でも、ちゃんと聞こえた。

　楽しかった、って――。

「ふう、やっと力でたあ」

　上半身を閉じて『外の人』になったちとせ先輩が、大きく伸びをする。しばらく、よくもやったわね、とでも言いたげな恨みがましい目で浦乃を見ていたけど、やがて長い後ろ髪がみをハラリと翻ひるがえした。

「あなたとは色々あったけど……最後は友達になれてよかったわ」

　ちとせ先せん輩ぱいが浦うら乃のに右手を差し伸べる。浦乃は、今度は迷わず握にぎり締めた。

「あと、もしできたら、でいいんだけど、いつか私の調査を依頼したのが誰だれか分かったら、こっそり教えてくれるかな」

「分かった。でも、たぶんあなたの方が先に分かると思う」

「え？　なにそれ、予言？」

「確信」

　ビシッて。ちとせ先輩を見つめる浦乃の瞳ひとみから音が聞こえたような気がした。

「よ、よく分からないけど、とにかく分かるってことね」

「――」

　どういう意味だろう。なんとなく、ちなつが使う思わせぶりな台詞せりふに似ていた。

「報告書は事前に見せる。チェックして」

　浦乃が紙袋を持ちあげる。

「了解」

「明後日あさつてにはできると思う」

「早いなあ。今から取りかかるの？」

「ん」

「そっか。じゃあ、用も済んだし、私たちはおいとましようか。期末試験もあるしね」

「そう……ですね」

　実はもうちょっと浦乃と話をしておきたかった。でも、まだお別れまでには時間があるからいいかな。

「ちとせ……」

　玄関で靴に履き替えていると、見送りにきてくれた浦乃がポツリと言った。

「うん？　なに？」

「初めて特殊スーツに入ったのがいつか覚えてる？」

「覚えてないのよ。たぶん幼稚園ぐらいだったと思うのだけど」

　その辺の事情ならオレも少しは知っている。ちとせ先輩の姉、姫ひめ宮みやちなつはアメリカの研究所にいて、『外の人スーツ』の開発に携たずさわっていたのだ。

「そう」

「どうして？」

　浦乃は黙って首を振るだけ。

「じゃあ、また明日、学校で」

　小さく手を上げて、浦乃のアパートを後にした。

　浦乃が何か言いたそうな顔をしていたのが少し気になった。



「最後の仕事も終わりましたね」

「そうね」

　浦うら乃ののアパートからの帰り、河か川せん敷じきの上の小道をオレとちとせ先せん輩ぱいは歩いていた。

「あとは私が終業式で『外の人スーツ』を脱ぐだけ」

「そうですね」

　他ほかになにか忘れていないだろうか。カミングアウトの前に、やっておかないこと……。

　ここ最近、時々、そんなことをよく考える。なにか見落としているんじゃないか、忘れてないかって脅きよう迫はく観かん念ねんに駆られて。

「ちょっと話していかない？」

　河川敷に下りる階段で、ちとせ先輩が立ち止まった。

「えっ？　いや、でもまだ期末試験の準備が……」

「大丈夫。今更勉強したところでもう手遅れなんだから」

「手遅れって、ちょっと、ちとせ先輩」

　情けない声を上げながら、結局、ちとせ先輩に引きずられるように階段を下りていく。途中で横の芝生のスロープにそれると、ちとせ先輩と並んで座った。

「……」

「……」

　二人とも河の水面を見つめたまま、無言の時間が過ぎる。

　ふいに、ちとせ先輩がプイッとこっちを向いた。

「純すみ人と――」

「は、はい。なんですか？」

　名前を呼ばれただけで妙みように緊きん張ちようする。ちとせ先輩もどこか張り詰めた顔をしていた。

「純人に会って、まだ一年も経たってないんだよね」

「そうですね」

「でも、気分的にはもっと前から知っている感じよ。ずっと昔にも、ここで一緒に座ったことがあるような気がするもの」

「あっ、それはオレもそうかもです。ちとせ先輩と出会ったのが、はるか昔のことのような気がしますね」

「ホント。生徒会長執務室で『中の人』を純人に見られたのが、何十年も前のことみたい」

「何十年って。ちとせ先輩、まだ生まれてもないですが」

「バカね。それぐらい懐なつかしい気持ちってことよ」

　たぶん――。たぶんオレにとってその理由は、ちとせ先輩と出会ってからの日々が、それまでに比べて充実していたからじゃないだろうか。

「あの時、私が言った通りだったでしょう。純人なら私を変えてくれるって」

　ちとせ先輩は誇らしげに言う。

「最後に頑がん張ばったのは、結ゆ衣いだったですけどね」

「でも神楽かぐらが手伝ってくれるようになったのは、純人がいたからこそじゃない」

「それはそうですけど」

「そういう意味でも、私の目に狂いはなかったのよ」

　ニッコリ微笑ほほえむちとせ先せん輩ぱいの顔をもろに見てしまい、思わず頬ほおが火ほ照てった。入学式の時、初めてちとせ先輩を見た時と同じように胸むねが高鳴る。

「も、もう少ししたら、今の格かつ好こうのちとせ先輩ともお別れですね」

「あら、今生の別れってことにはならないわよ。日によっては気分次し第だいでまた『外の人スーツ』で登校したりするわよ」

「ええっ、そんなノリなんですか？　てっきり二度と『外の人』にはならないのかと思ってました」

「そんなことないわよ。純すみ人とが会いたいって言えば、すぐに乗ってあげる。こっちの方がスタイルだっていいし、色っぽい下着が似に合あうものね」

「いや、それは別にどうでもいいですけど」

「アハハハハ」

　ちとせ先輩が歌うように笑う。この笑った顔がオレは大好きなんだ。

「今までありがとうね」

　急にちとせ先輩が神しん妙みような顔つきになった。

「それこそ今生の別れみたいじゃないですか？」

「そうよ。これは『外の人スーツ』を着た私から、純人へのお別れの言葉」

「え？」

「カミングアウトした後も、『外の人』の姿になることはあるわ。でも、それは『中の人』が被かぶり物をつけた状態。『外の人』が一つの人格として存在することはなくなる」

「ちとせ先輩……」

　そうなるかもしれない。『外の人スーツ』を脱いだちとせ先輩は、どんどん人に慣れて、自信もつけていく。たまに『外の人スーツ』を着ても、今のちとせ先輩（外）のような性格にならないかもしれない。

　ようやく気がついた。最近感じる何か見落としているような気持ちの正体。

　何か見落としていると、思いたいだけだって。そう思うことで、ちとせ先輩とのお別れに向かって何事もなく過ぎようとしている時間に逆らおうとしているのだと。

「カミングアウトしてからも、三ヶ月もすれば私はクレマチス高校を卒業するわ」

「そう……ですね」

「そっちの方のお別れは、今度は『中の人』の姿で言うことになるかな」

「……はい」

　そう。どっちにしても、あと数ヶ月もすれば、ちとせ先輩は学校を去ってしまう。

「卒業しても……ちとせ先輩は今のマンションに住んでいますよね？」

「どうかなあ。クレマチスの付ふ属ぞくの大学に通うにしても、ここからだと遠いし」

「じゃあ引っ越しですか？」

「そうなるかもね」

　そんなことになったら、本当にお別れだ。

「大丈夫よ。純すみ人とが呼んでくれたら、三回に一回ぐらいは来てあげるわ」

「三回に一回なんですか!?」

「だって『外の人スーツ』を脱いで学校も卒業しちゃったら、もう私と純人に接点なんてないじゃない」

「いや、そんなことないですよ」

「例えば？」

「いや、例えばというか、そういう問題じゃなくてですね……」

「じゃあどういう問題？」

　ちとせ先せん輩ぱいはジッとオレを見つめた。その瞳ひとみは何か訴うつたえかけようとしている。

　オレは小さく息を吸いこんだ。

「卒業しても、オレがちとせ先輩に会いたいからです」

　はっきりとそう言った。ちとせ先輩の目を見つめたまま。

　ちとせ先輩はちょっと驚いた顔をして、それからクスッと口元を綻ほころばせた。

「それは友達として……でいいのかな」

「いや、ええっと……その……。一緒に病気を戦った戦友として……」

「戦友かあ。――フフ。今のところはそれで許してあげる」

　ちとせ先輩はオレの額ひたいを人差し指でこづいて立ち上がった。

「じゃあ、帰ろうか。純人が期末試験で赤点とらないように」

「さっきはもう手遅れって言ってたくせに」

　オレも立ち上がりながら、唇くちびるを尖とがらせた。

「どうしても駄だ目めそうなら、私が勉強をみてあげようか？」

「いや、もうみてもらうとか、そういう段階ではないんです」

　とにかくあとは明日の朝まで、詰めこむだけ詰めこむのみだ。

　階段に戻ろうとした時、

「す―――みと」

　背せ中なかから妙みように間延びした声で呼ばれた。

「なんです……」

　振りかえったところを襲われた。

　チュッ――。

　頬ほおにあの桃色の唇を当てられた。オレは呆ぼう然ぜんと頬を押さえていた。

「『外の人スーツ』から最後のキスよ」

　微笑ほほえみながら、ちとせ先輩はオレの横をすり抜けていった。

　いや、ちとせ先輩――。

　最後とかそういう話以前に、ちとせ先輩（外）からキスをもらったのは初めてです。



    

  
    
      



    

  
    
      
２章破滅のインテルメッツォ間奏曲





　期末試験の答案の返却日。くつ箱の横の掲示板に成績優秀者の点数が張り出されたりする午後、オレは校舎四階に繋つながる階段を重い足で上っていた。

　結論を言うと試験は惨ざん敗ぱいだ。

　いや、赤点が一つもなかったことは自分的には快挙なのだが、一般的には決して褒められるべき成績ではない。歴代生徒会長の成績中、一番悪い点だったとしても驚かない。

「遅いじゃない！」

　四階の踊り場から怒声が飛んできた。ちとせ先せん輩ぱいが腕うでを組んで立っていた。

「す、すみません……。ちょっと先生に呼び止められちゃって」

「どうしたの？　もしかしてテストの点が悪かった？」

「いや、もしかしなくても、点は悪かったです」

「駄だ目めじゃない。生徒会長になろうかという生徒が補ほ習しゆうを受けたりしてたら、生徒会の面目まるつぶれでしょう？」

「あ、補習は大丈夫でした」

「えっ？」

　ちとせ先輩は一いつ瞬しゆん、驚いた表情になると、残念そうに首を振った。

「言ったでしょう。どんなに見こみがなくてもズルだけはするなって」

「いや、カンニングなんてしてませんよ。というか、ちとせ先せん輩ぱい、そんなこと言ってないじゃないですか。どんな汚い手を使ってでも赤点だけはとるな、とは聞きましたけど」

「またそうやって人のせいにする」

「分かりました。悪いのは全部オレでいいです」

　肩をすくめて階段を上りきる。踊り場を横切って、生徒会会議室と書かれたプレートの扉とびらの前に立った。

「みんなもう集まっています？」

「もちろんよ。みんな時間に厳しいから」

「さすが生徒会ですね」

「今日のところは単なる顔見せなんだから、そんなに緊きん張ちようすることはないのよ」

　終業式で新生徒会長就任の挨あい拶さつをする前に、生徒会メンバーに紹介しておくのがクレマチス高校でのしきたりらしい。

「じゃあ、入るわよ」

「ちょっと待ってください。まだ心の準備……って」

　言い終わらぬうちに、ちとせ先輩は扉を開いた。

　扉の向こうから沢たく山さんの視線が一いつ斉せいに飛んできた。コの字に配置された机に座った生徒会のメンバー全員が集まっている。その中には副会長の早はや見みや真田さなださんもいた。

「生徒会長、遅ち刻こくですよ」

　三年生らしき執行委員の一人が言う。

「まだ五分あるから大丈夫よ」

「会議開かい催さいの五分前集合厳守って言ったの生徒会長じゃないですか」

「私はいいのよ。生徒会長だから」

　生徒会会議室が笑いに包まれる。

　すぐに、ちとせ先輩の後ろにいるオレに注目が集まる。

「今日は次期生徒会長の星ほし野のくんに来てもらったわ。今日のところはただの見学だから、空気のように思ってくれて構わないわ」

　また笑いが起きる。

「どうも。星野です」

　愛あい想そ笑わらいを浮かべながら、ちとせ先輩について中に入っていく。自意識過剰と思いつつも、値踏みされるような気分になった。

（みんな、残念に思っていないかなあ）

　ちとせ先輩に指名されたオレをどう思っているか、ちょっと気になる。

　ちとせ先輩が一番前の席に座ると、オレは壁かべ際ぎわのパイプ椅い子すに腰掛けた。

「じゃあ、生徒会を始めます」

　ちとせ先輩の言葉で、みんな一斉にノートを開いた。和なごんだ雰ふん囲い気きが一気に緊張する。

「今日の議題は、明後日あさつて学校に来る、テレビ局への対応について」

　テレビ局？　そういえばローカルの地域情報番組の取材があるって、ちとせ先せん輩ぱいが言ってたっけ。ちとせ先輩が学校の案内をする内容とか。

「前回の結論はテレビ局側に録画放送にできるか打診することだったわよね、井いの上うえさん」

　担当者らしい上級生の女の子の方に、ちとせ先輩が目をやる。ヘアピンで留めた前まえ髪がみをアップにした、存在感のあるおでこが可愛かわいい女の子だ。

「先日確認したところ、ライブが売りの番組なので原則生放送にしてほしいとのことでした」

「そう」

「生放送だとなにかあった時に色々と問題になりますが」

「でもリスクがあるのはテレビ局側で、私たちが悩むことはないんじゃありませんか？」

「それはそうですが、もし、学校の名めい誉よを汚すような事故が発生した場合、困ったことになると思います」

「確かにそれはそうですね」

　生徒会メンバーから次々と意見が出てくる。

　こんなことまで考えないといけないなんて、やっぱり生徒会は大変だ。

「まっ、いいんじゃないかしら。生放送で」

　議論が盛り上がったところでちとせ先輩が言った。

「要はなにかトラブルが起きないようにすればいいんでしょう？」

「ええ、そりゃまあそうですが」

「うちの生徒は基本、まじめな生徒ばかりだから、問題なんて起きないんじゃないかなあ」

「ほとんどの生徒はそうだと思いますが、中にははねっかえりだっていると思いますよ。もし、そんな一人の生徒がカメラの前で問題を起こして放送されれば、その生徒がクレマチス高校の生徒全体のイメージになりますからね」

「問題って、例えば？」

「カメラの前でふんどし一枚になるとか」

　大まじめな顔で言う井上さんに、クスクスと失しつ笑しようが漏れる。ちとせ先輩も口に手を当てて笑いをかみ殺していた。

「そういうことが起きる確率が０じゃないということです！」

　井上さんは少し赤くなった頬ほおを膨ふくらませる。

「確かに一理あるかもしれないわ。生放送だと、もしもの時、学校の恥を晒さらすことになるかもしれない。だから、できるだけハプニングが起きる可能性を減らすようにしましょう」

　ちとせ先輩はみんなを見渡した。

「学校のみんなには取材の具体的な日時や場所を事前に知らせないようにして、テレビ局の人にも裏の駐車場から目立たないように入ってもらいましょう。それで取材の時間を短くすれば、ハプニングが起きる危険はグッと減るんじゃないかな？」

「それがいいかもしれませんね」

「それでも、ふんどしになる生徒がいるのなら、天晴あつぱれな感じで。その代わり、後でそれなりのペナルティは受けてもらいますけど」

「そうですね」

「私も賛成です」

　生徒会のメンバーは口々に賛成を表明していく。

「じゃあ、今の方法でいきましょう。テレビ取材の時間は公表しない。取材の時間はできるだけ短くする。何か異議はありますか？」

　異議なしの声が方々から上がる。

「じゃあそれでいきましょう。では次の議題にいきたいと思います……」

　一人が挙きよ手しゆした。

　二年生の男子生徒。爽さわやかなスポーツマン系の一見ナイスガイ。早はや見みだった。

「その前に一つ、質問があります、生徒会長」

「なに？」

「やはりここで次期生徒会長である星ほし野のくんの話を聞きたいです」

「それは、さっきも言った通り、来週の生徒会総会の時でいいんじゃない？」

「いやあ、せっかく来てくれているわけだから、自己紹介ぐらい聞かせてくださいよ」

「う――ん、まあ、それもそうかな。じゃあ、星野くん、簡単でいいからなんか喋しやべって」

　ちとせ先せん輩ぱいがこっちを向いて、促うながすように顎あごをしゃくった。

「ええっ？　今日は何にもないって話だったのでは？」

「就任の挨あい拶さつの練習だと思えばいいでしょう？　ぐずぐず言ってないで、スタンダップ！」

「は、はあっ」

　ちとせ先輩の勢いに押されて立ち上がった。

「えっと、一年Ｃ組の星野純すみ人とといいます」

　ペコリと会え釈しやく。

　顔を上げて、生徒会全体を見渡す。ああ。視線が痛い。みんな興味しんしんという表情でオレを見ている。その中で早見だけがニヤニヤ。真田さなださんは無表情だ。

　イカン。考える時間がなかったから、何を言えばいいのやら……。

「それだけ？　なんか趣味とか言いなさいよ」

　ちとせ先輩に睨にらまれた。あんまり恥をかかせるなって、目が言っている。

「ええっと趣味は……。ええっと、その……」

　言うべきかちょっと悩む。

「……お城です」

「お城？」

「ええ、日本のお城を巡めぐったり、調べたりするのが好きです」

　今明かされるオレの密ひそかな趣味！　生徒会のメンバーのリアクションは「ふ――ん」な感じ。ちとせ先輩もピンとこないような顔をしていた。

「なにぶん慣れないことが多いですから、ご苦労をおかけすることもあるかもしれません。その時はよろしくお願いいたします」

　再び頭を下げて、椅い子すにつこうとすると、

　サッと挙きよ手しゆする生徒あり。

「質問いいですか？」

　また早はや見みだ。

「いい……ですけど」

「生徒会長と星ほし野のくんはどういう関係なんですか？」

　ゴホッゴホッ。思いっきりむせた。

「どういう関係といいますと？」

「いや、生徒会長は星野くんと妙みように親しそうだし、次期生徒会長に指名したほどだし。どんな間あいだ柄がらなのか興味があって」

　おのれヌケヌケと。

「ええっと」

　正直に答えることなんてできないし、適当に答えるとちとせ先せん輩ぱいの不興をかいそうだし。

「その辺については、みなさんのご想像にお任せします」

　爽さわやかに笑って答えると、もう質問は受けつけませんと言わんばかりにパイプ椅子に座る。一部からブーイングが聞こえたが無視だ無視。

「はい、続きはまた来週、生徒会総会で純すみ人との生徒会長就任の挨あい拶さつ……」

「純人？　おやっ、今、生徒会長、純人と言いましたか？　駄だ目めですよ。せめて生徒会の中では星野くん、または星野さんと呼んでください。公私混同です」

　早見がわざとらしく両手を広げた。

「ぐぐう。早見くん。あとで覚えてなさい」

　ちとせ先輩が怖こわい顔をすると、生徒会はまた笑いの渦に飲みこまれる。

　そんな様子を呆ぼう然ぜんと見守りながら、オレはなんとなく思う。

　クレマチス高校生徒会。思ったより居心地、いいかもしれない、と。





　すべての今日の議題が終わり、生徒会会議室にはオレとちとせ先輩の二人だけになっていた。早見が『邪じや魔ま者はさっさと退散して、あとは若い人だけで』とお見合いの仲人さんみたいなことを言って生徒会のメンバーを全員連れていったからだ。

「早見め――――」

　ちとせ先輩は座ったまま、握にぎり締めた拳こぶしをプルプル震ふるわせていた。その横でオレはアハハと笑っている。

「――で、どうだった？　初めての生徒会は」

　気を取り直したちとせ先輩がオレの顔を覗のぞきこんだ。

「いや、なんていうか……」

「なんていうか？」

「想像していたより楽しそう、かな」

「ほ、ほう」

　ちとせ先せん輩ぱいは意外そうな、というより、ちょっと嬉うれしそうな顔をした。

「でも、オレは早はや見みにいいようにやられそうですね。あの感じだと」

　オレは傀かい儡らい、実質上の最高権力者はヤツ。ありそうな話だ。

「駄だ目めよ。あの男の好きにさせちゃあ。みんなが楽しめる学校づくりをするんでしょう？」

「ええ、まあ」

「大丈夫よ。どうしても駄目そうなら、卒業した後も生徒会に戻ってくるから」

「マジっすか？」

「もちろん。だって、私には純すみ人とを指名した責任があるもの」

　言いながら、ちとせ先輩は隣となりの生徒会長執務室へ移動する。オレもその後を追いかけた。

「こことも、もうしばらくしたらお別れね」

　ちとせ先輩が机に触れながら目を細めた。

　見ていると、オレまで少し寂さびしい気持ちになる。ちとせ先輩と初めて出会えたこの部屋。この部屋とちとせ先輩はセットのような気がする。でも、あと、数ヶ月もすれば、オレはこの場所で、ちとせ先輩なしで執務をしなければいけなくなるんだ……。

　ふと、曇らせた顔を窓の方へ向けた。

「あっ」

　ベランダの手すりの上に、黒い猫が歩いていた。

　たしか名前はしゅれじんが、またはクロ。世界初、『外の人スーツ』に入って、運転した猫だ（たぶん）。

「ちとせ先輩、ほら、しゅれじんがですよ！」

　しかし、ちとせ先輩は無関心な様子でツーンと横を向いていた。

「どうしたんですか？　あの猫に餌えさをやりたいって言ってませんでしたっけ？」

「もういいのよ。しゅれじんがは私にとって過去の猫なの」

「なんですかそれ」

　オレはいそいそとベランダへ行って扉とびらを開けた。ところが、以前、堂々と部屋の中に入ってきたあの黒猫が、入ってこようとしない。ただ、警戒するように中を窺うかがう。

「おいおい、どうしたんだよ」

　しゃがんで来い来いをすると、ようやく入ってきた。

「ほら、ちとせ先輩。しゅれじんがが入ってきましたよ」

「ふ――ん」

「どうしたんですか？　抱っこしようとしないんですか？」

　オレがキャビネットから猫缶を持ってきても、ちとせ先輩はそっぽを向いたままだ。まさか押して駄だ目めなら引いてみろ作戦とか？

「私としゅれちゃんはもう友達じゃないのよ」

「今までだって友達だったことはないのでは？」

「うるさいなあ。友達でなくても、よいライバルだったの。でも、今は冷えきっているの」

「ええっと、具体的に何がどう変わったわけですか？」

「あの事件以来、しゅれちゃんを抱っこどころか近づくこともできなくなったのよ」

　あの事件というのは、ちとせ先せん輩ぱいの『外の人スーツ』の中にしゅれじんがが入りこみ、あまつさえ動かしてしまったアレのことだろう。

「すっかり私のことを警戒しちゃって、もう前みたいに一緒に遊べなくなったのよ」

「前も遊んでいるようには見えま……」

「うるさいっ！　分かったわよ。実証して見せればいいんでしょう!?」

　ちとせ先輩はイラッと叫ぶと、しゅれじんがの方をジロリと向いた。

　ビクッと。猫缶をあさっていたしゅれじんがが反応した。以前はちとせ先輩に後ろに回られても余裕しゃくしゃくだったのに。

　さらにちとせ先輩が近づくと、しゅれじんがは一目散にベランダへ駆けぬけていった。

「ほらね」

　ちとせ先輩がやれやれと両手を広げる。

「私の言ってる意味、分かったでしょう？」

「ええ、なんとなく」

　しゅれじんがは確かにちとせ先輩、というか『外の人スーツ』を警戒している。それぐらい怖こわい経験だったのかもしれない。

「仲直りしたいのだけど、取り付くしまもないのよね」

　もともと仲直りするほども仲良くなかった気もするが……。

「そうそう……」

　ベランダの扉とびらを閉めていたちとせ先輩が、思い出したようにオレを見た。

「今度あるテレビの取材だけど、純すみ人とにも手伝ってもらうわよ」

「えっ？」

「なに、その嫌いやそうな顔は」

「いや、別に嫌ってわけじゃないですけど、どうしてかなあと思って」

「もし、インタビューで来年の生徒会のことがふられたら、純人のことをアピールしておこうかなあと思って」

「別にアピールの必要はないと思いますけど、それにいいんですか……？」

「なにが？」

「オレ、ふんどしでカメラの前に立つかもしれませんよ」

　鼻はなで笑い飛ばされた。

「恥はずかしさでいえば、お城が趣味だって打ち明けられるのとそんなに変わらないわ！」



　　　☆



「いやあ、さすがに名門高校の生徒会長ともなると、お美しいですねえ」

　ちとせ先せん輩ぱいが正体をカミングアウトする終業式まであと二日、と迫った日の夕刻。木枯らしの吹くクレマチス高校の裏口の駐車場に停めた中継車から現れたメタボリック気味の眼鏡めがねのディレクターは、開かい口こう一番そう言った。

「はじめまして、クレマチス高校生徒会長、姫ひめ宮みやちとせと申します」

　ちとせ先輩はニッコリ微笑ほほえんだ。歯はが浮くようなおべんちゃらにもしっかり、営業スマイル。さすがだ。

　カメラマンやディレクターの人たちも次々と車から出てくる。小型のカメラで撮影したものを中継車まで飛ばして、そこからさらに放送局の方へ送る形式らしい。

「会長さん、最終確認です。放送時間は十分間、校舎の正面玄関から職員室、生徒会会議室の順に案内していって、最後に会長にインタビューでいいですね」

「問題ありません」

「オッケー。じゃあ、移動しちゃいましょうか」

　テレビ局側のスタッフはディレクターと女性アナウンサー、そしてカメラマンと助手。その四名をちとせ先輩とオレが校舎の方へ誘ゆう導どうしていく。

「一応、生徒には事前に撮影の邪じや魔まにならないように言ってあるのですが、もしかしたら人垣ができてしまうかもしれません」

「人垣ウェルカム。学校らしくて、いいじゃないですか。ハッハッハ」

　ノリのいいディレクターは豪ごう快かいに笑った。

　正面玄関の前の前庭まで移動して、ここで井いの上うえさんたち生徒会のメンバーと合流する。

「あ、あれテレビじゃない？」

「そういえば来るっていってたよね」

　できるだけ目立たないルートで来たが、さすがにこの時間は下校途中の生徒が多い。すぐに見つかると、磁石に集まる砂鉄のように遠巻きに集まってきた。生徒会のメンバーが撮影の邪魔にならないように、カメラの周りに壁かべをつくった。

「そろそろ時間です」

　モニターに向かっていたアシスタントの人が告げると、インカムをつけた女性アナウンサーにカメラが向けられた。

「カメラはいりまーす」

　アシスタントの合図で中継は始まった。

「はい、今日は私立クレマチス高校へ来ています」

　女性アナウンサーがカメラに向かって眩まぶしい笑顔をつくり、勢いよく喋しやべり始めた。

「今日の案内役はクレマチス高校生徒会の生徒会長、姫宮ちとせさんです」

「姫ひめ宮みやちとせです」

　さっきと同じ営業スマイルを浮かべたちとせ先せん輩ぱいが、テレビの前で会え釈しやくした。

「スタジオから綺き麗れいな人だって言われていますよ」

「ありがとうございます」

　ちとせ先輩が少しはにかむように微笑ほほえんだ。

　簡単にクレマチス高校についての説明をした後、カメラマン、アナウンサー、ちとせ先輩は正門玄関から校舎の中へと入っていく。その後ろをオレや取り巻きも移動していった。

「君のところの生徒会長さんねえ」

　階段を歩いていると、ディレクターがオレに話しかけてきた。

「ものすごく綺麗だよねえ。人気あるでしょう？」

「ええ、それはもう」

「美人だしスタイルもすごいよねえ」

「そうですねえ」

「ちなみに君はなに？　彼女の書記さんかなにかかい？」

「ええっと。まあ、そんなところです」

　二階の職員室の前まで移動して、ちとせ先輩による学校の歴史の軽い紹介が始まる。

　練習していたのか、流れるように説明が口から出ていた。さすがちとせ先輩だ。

　説明が終わると、大した質問もなく次の生徒会会議室へ移動していく。

　生徒会会議室の紹介も軽く流して終了する。前の階段の踊り場まで戻って、ちとせ先輩へのインタビューが始まった。

（やけに進行が早いな……）

　放送時間はまだ五分以上残っているのに。

「生徒会長さんは恋人とかおられるんですか？」

　ズッコケそうになる。事前の話では、インタビューの内容はクレマチス高校のことや生徒会長の職務に関する質問だったはずだ。それなのに一問目から思いっきりちとせ先輩のプライベートかよ。

　さらに好きな食べ物はなにかとか、得意な科目はとか、そんな質問が続く。

　アナウンサーの話しぶりからするに、どうも元々うちの学校に美人の生徒会長がいるという投稿が番組に届いたのが学校訪問のきっかけらしい。要するに、最初からちとせ先輩の方が目当てで、学校の紹介は取材の大義名分だったんだ。

「たぶん、この番組が終わったら、問い合わせが殺到するよ。生徒会長さんあてに」

　横で禁煙パイポをくわえていたディレクターが、ちとせ先輩を見つめながら言った。

「へ？」

「彼女は学校のスターで終わる器じゃない。全国区のアイドルになれる。そう思わない？」

　そんな野望を持っていたのか、このおっさん。この番組発でカリスマ現役女子高生アイドル誕生を狙ねらう感じだろうか。

　でも、あいにく、ちとせ先せん輩ぱいが今の姿でいるのは期間限定だ。というか、予定ではあと二日もすればちとせ先輩は『外の人スーツ』を脱ぎ捨てる。ディレクターには悪いが、カリスマ現役女子高生アイドル誕生は諦あきらめてもらうしかない。

　インタビューはスタジオからの質問に切り替わっていた。そろそろ終わりの時間が近い。

　――と。

　踊り場に面した窓から、黒猫が一匹、中へ入ってきた。しゅれじんがだった。賑にぎやかなので様子を見にきたのかもしれない。

「あの猫はなんですか？」

　アナウンサーに気がつかれた。

　ちとせ先輩の笑顔がほんの少しひきつる。

「ええっと、学校に住み着いている猫です」

「わぁ、可愛かわいいですね。学校に猫が住んでいるなんて素敵じゃないですか。もしかして、会長さんが面倒をみてたんですか？」

「はい……一応……餌えさぐらいは」

「じゃあ、会長さん。お別れにあの猫を抱っこしてくれませんか？」

　アナウンサーが突然、いいことを思いついたような顔で言った。

「えっ？　いや、ええっと。あの猫、ものすごく抱かれるのいやがるんですので……」

「ちょこっとだけならきっと大丈夫ですよ」

「ちょこっとも無む理りかもしれません」

「そこをなんとか。お願いしますよお」

　アナウンサーの女性は無む邪じや気きに勧める。ハプニングを期待しているような様子だ。

「分かりました。じゃあ、ちょっとだけ」

　ちとせ先輩は観念したように頷うなずき、オレに目配せする。手伝えって、ことらしい。

　先日のようにすぐ逃げられたくないので、ちとせ先輩はしゅれじんがに顔を背けたまま近づいていく。オレも退路を絶つように、さりげなくしゅれじんがの背後へ移動する。

　フ―――。

　二人の怪あやしい動きに気がついたしゅれじんがが、毛を逆立てる。

「１、２の３でいくわよ」

　ちとせ先輩がカメラに聞こえないような小さな声で囁ささやく。

「なんだかものすごくデジャブですが……了解です」

「じゃあ、１、２、３！」

　ちとせ先輩が一気にしゅれじんがに接近して、抱きあげようとした。

　伸ばした手が艶つややかな黒い毛に触れるかどうかというタイミング。

　フギャアと叫び目を大きく見開いたしゅれじんがが、ちとせ先輩の腕うでを駆け上りジャンプした。反対側の窓の桟さんに飛び移ろうと、階段の手すりを越えようとする。

　しゅれじんがの進行方向で、女の子が目をパチクリとさせていた。

　井いの上うえさんだ。

　しゅれじんがはあろうことか井上さんのあのおでこに貼はりつくと、頭の上を駆け上ってさらにジャンプしようとする。それを反射的に捕まえようとした井上さんが、グラッとバランスを崩し――。

　慌あわてて伸ばしたオレの手の向こうを、井上さんの体が頭から後方に倒れていく。

「キャアッ」

　ギャラリーから上がる悲ひ鳴めい。

　井上さんとしゅれじんがが、階段の隙すき間まに吸いこまれようとする。

　刹せつ那な――。

　ビュンと、耳の横を風が通りすぎた。

　跳躍したちとせ先せん輩ぱいが手すりを乗り越えていた。重力を受けて、まさに落下しようとしていた井上さんとしゅれじんを、胸むねにキャッチ――。

　キャッチしたまま――、ちとせ先輩が階段の隙間に落下していった。

「ちとせせんぱっ」

　オレが叫び終わるよりも先に、地鳴りのような音が階下から上がった。クレマチス高校の校舎全体がグラリと揺れた気がした。

　その場にいた誰だれもが凍りつく。

　四階から落ちた。ちとせ先輩が！



    

  
    
      



    

  
    
      　最初に我に返ったオレが、手すりから下を覗のぞきこむ。

　一階の階段の踊り場。隕いん石せきが落下した大地のように、クレーターができた床の中心に、ちとせ先せん輩ぱいがしゃがみこんでいた。

「ちとせ先輩!!」

　階段を転げる落ちるように一階まで下りる。

　ちとせ先輩は四方に割れたタイルの床の上に、尻しり餅もちをつくように座っていた。井いの上うえさんは意識を失ったらしくちとせ先輩の膝ひざ枕まくらで横たわり、しゅれじんがは腕うでの中で大人おとなしくしていた。幸い、誰だれかを巻きこむようなことはなかったみたいだ。

「ち、ちとせ先輩！　大丈夫ですか？」

　駆け寄りながら叫ぶ。

「……」

　ピクリともしない。目が閉じられたままだ。まさか『外の人スーツ』が壊れた？

「ち、ちとせ先輩!?」

　オレが狼ろう狽ばいの声を上げた時、硬直していたちとせ先輩の頬ほおが緩んだ。

「ジャ――ン」

　よく分からない効果音と共にパッチリと瞳ひとみが開かれた。

「ちとせ先輩！　だ、大丈夫なんですか？」

「大丈夫に決まっているでしょう。この程度の高さで」

「この程度って……」

　上を見上げた。三階のさらに上の階からの落下だ。二十メートル以上はある。

「でもおかげで、やっと抱くことできた」

　ちとせ先輩は大切そうに抱えこんだ腕を見せる。

　しゅれじんがだった。腰を抜かしているのか、未いまだにキョトンとした面持ちで腕の中に納まっていた。

「生徒会長！」

　階段からテレビ局の人たちや、ギャラリーの生徒が集まってくる。すでにカメラは回してないみたいだ。

「だ、大丈夫ですか？」

　アナウンサーの女性は顔を青くしていた。

「大丈夫です。私、頑丈にできていますから」

「嘘うそ、この高さですよ？」

　アナウンサーが呆あきれた声を出している横で、ちとせ先輩に膝枕されていた井上さんの顔がピクピクと動いた。すぐに目が開く。

「気がついた？」

　ちとせ先輩が優しく微笑ほほえむ。井上さんは上体を起こして、キョロキョロと辺りを見た。それからようやく状じよう況きように気がついたように、慌あわてて立ち上がった。

「わ、わ、私、階段から落ちて……。も、もしかして、生徒会長が助けてくれたんですか？」

　ちとせ先せん輩ぱいの足元の小さなクレーターを見て、井いの上うえさんの目が大きく見開く。

「せ、生徒会長に、お怪け我がは？」

「私なら大丈夫よ。誰だれか井上さんを保健室に運んであげて。大丈夫だと思うけど一応ね」

「い、いえ私も大丈夫ですから」

「だーめ。あなたは生身の体なんだから」

「へっ？」

「いいから、一応、診てもらいなさい。これは生徒会長命令よ」

「は、はいっ」

　生徒会の女子メンバーと一緒に頬ほおとおでこを紅こう潮ちようさせた井上さんが連れられていくと、ちとせ先輩は立ち上がり、抱っこしたしゅれじんをアナウンサーの方に見せる。

「それより、猫、抱っこしましたけど、どうしますか？」

「え？　あ、どうしましょう？」

　アナウンサーがディレクターへ尋たずねる。

「時間があるなら、チラッと」

「はい」

　アナウンサーがインカムでスタジオとやり取りする。

　すぐにカメラを構えている人に目配せした。

「じゃあ、ＣＭ前のアイキャッチに入れたいと思います。他ほかの生徒さんも一緒に。合図をしたら手を振ってください」

　生徒会メンバーに誘ゆう導どうされて、前庭からずっとついてきていた生徒たちもまとめて、ちとせ先輩の後ろに並ぶ。オレもその真ん中に加わった。

「じゃあ、いきますよお」

　アシスタントの人が指を立てて、カウントダウンする。

　プシュプシュ――。

　前のちとせ先輩の背せ中なかの辺りから、嫌いやな音がした気がした。

　プッシュシュウウ――。

　今度ははっきりと聞こえたし、それに見えた。

　ちとせ先輩の背中から湯気があがっていた。

「まずい！」

　アナウンサーがみんなに合図を飛ばし、カメラが回り始める。

　オレは必死でちとせ先輩に手を伸ばした。

　遅い！

　パカッ。

　軽快な音がして開く。ちとせ先輩の『外の人スーツ』の上半身が。完全に。

　上を向いたちとせ先輩の腕うでの中から、ようやく意識を取り戻したしゅれじんがが飛び出して一目散に階段を上っていく。

　ディレクターさんがハプニングを知らせるように、両手でばってんマークをつくっていた。

　開かれた『外の人スーツ』の中のちとせ先せん輩ぱいがゆっくりと、こちらを向いた。壊れたブリキの機械のようにギギギ――と音がした気がした。

　ちとせ先輩の目は点、口はポカンと開いていた。

　ちとせ先輩だけじゃない。アナウンサーの女性も、カメラマンも、アシスタントも生徒会のメンバーもギャラリーも、みんな同じような顔をしていた。

　なぜかディレクターだけは遠い目をして、突然、胸むねポケットから出した禁煙パイポをカッコつけて吸い始めた。

「オレも、一本もらえますか？」

　とか言ってパイポで一服やりたいような気分だったが、代わりにアチャーと顔を手で押さえた。

　心の中で叫ぶ。

（やっちまった―――――――――――――――――――）



　この日――。

　姫ひめ宮みやちとせ先輩の正体はクレマチス高校全体に知れ渡った。



    

  
    
      
３章悲しみのカノン追復曲





「見た見た？」

「見たよ。すげえよな」

「なにあれ。ロボット？」

「いや、ああいうのはサイボーグっていうらしいぜ」

　翌朝のクレマチス高校の一年Ｃ組はもうその話でもちきりだった。たぶん、同じ会話が学校中でなされているに違ちがいない。

　オレは登校直後からずっと机に突っ伏して、できるだけ聞かないようにしていた。

　リアルタイムであの番組を見ていた生徒はそれほどいない。ほとんどの人は今朝、校門で配られていたクレマチス高校新聞部発行の号外で知ったのだ。

『暴あばかれた学園のアイドルの正体』と、なかなかセンセーショナルな見出し文字が躍った号外新聞には、昨日、あの番組を録画していた生徒のビデオの取りこみ画像がデカデカと載っていた。即すなわち、『外の人スーツ』がパックリ開いて、ちとせ先輩の本当の姿が晒さらされたあの瞬間の画像だ。そして新聞には、ちとせ先輩がそのスーツを使うことで学校の生徒を救ったことは一言も触れられていなかった。

　あの時の生徒会長だけが偽物で今までの生徒会長は生身の人間、と主張することもできたが、『中の人』の姿で生活していくことを希望するちとせ先輩を考えると、それは無む意い味みだ。

「星ほし野のくんはこのこと知ってたの？」

　近くで誰だれかの声が聞こえた。

　オレはうつ伏せのまま、画用紙で作った三角プレートを背せ中なかの上に置く。「コメントは差し控えさせていただきます」と、書かれたものだ。

　号外にはちとせ先せん輩ぱいのことだけでなく、オレのことも書かれてあった。生徒会長に推すい薦せんされたのは、オレがちとせ先輩の弱みを握にぎっていたからだとか、実は恋人だとか……。

　そのお陰で朝から次々と現れては事実関係を聞いてくる野次馬共に、いちいち答えるのが面倒なので紙で答えることにしていた。

「星野殿」

　またか……。三角プレートを出そうとして、途中でやめた。

　顔を上げる。

　見なれた眼鏡めがねの顔があった。オレの友人ということになっている男……要よう垣が内うち。

　要垣内はいつになく神しん妙みよう、というより、心ここにあらずのような顔をしていた。

「そうだな……。少なくともお前には事情を話さないといけないな」

　立ち上がり、親指で教室の扉とびらを指す。

「あ、ボクも行くよ」

　隣となりの席の結ゆ衣いが頷うなずいて手を上げた。

　心の中で感かん謝しや。今、タイマンで要垣内に釈明する勇気は持ち合わせていない。





「正直すまんかった」

　校舎裏の目立たない場所まで来ると、オレは頭を下げた。

　要垣内はちとせ先輩の『中の人』のことを以前から知っている。それどころか告白までした。号外の写真を見た要垣内はすべてを理解したはずだ。

「顔を上げてくれい」

　憮ぶ然ぜんとした声が聞こえた。緊きん張ちようしながら顔を上げる。

　真剣な顔がそこにあった。三年以上のつきあいで初めて見る、マジな要垣内だった。

「つまり、姫ひめ宮みやちひろ殿と生徒会長は同一人物、ということでござるな？」

「そうだ」

　要垣内が手を上げた。殴なぐられると思って反射的に歯はを食いしばる。

　でも、その手は振り下ろされることはなかった。自分の頭に持っていくと天パーの髪かみをポリポリと掻かき始めた。

「やっぱり、そうであったか」

　うんうんと頷く。

「やっぱりって……要垣内くん、知ってたの？」

　結ゆ衣いが意外そうな声を出す。

「確信はなかったが、そんな気はしていたのじゃよ。ほら、以前、みんなでデパートに買い物に行ったとき、星ほし野の殿の携帯電話に知らない女子おなごから電話があった」

　更衣室で『外の人スーツ』が動かなくなったちとせ先せん輩ぱいからのヘルプの電話だった。

「あの時の声と姫ひめ宮みやちひろ殿の声が、よく似ているなあと思っていた。だからもしやと」

　そういえば、要よう垣が内うちはあの時、犬並みの聴力を発揮して、電話の先の声を聞きとっていた。さらにはちとせ先輩の喋しやべり方に似ているとまで言っていたのだ。

「しかし一つ疑問がある。拙せつはちとせ殿とちひろ殿が同時にいる現場に何度も居合わせたんじゃが、あれはどういうからくりなのだ？」

「それはだな」

　オレは自律型『外の人スーツ』について説明した。

「なるほど。ＡＩか」

　感心したように手を打つ要垣内に、オレはもう一度頭を下げる。

「すまん。本当にすまん。お前にだけは本当のことを話すべきだった」

「いや、別にそれはいいんじゃよ。こういう事情があったのなら、拙にも話せないのは仕方がないニャ。むしろ知らずに暴走して迷惑をかけたでござる」

　うう……。要垣内のあのオタクルックが後ご光こうの差した菩ぼ薩さつのように見えた。一生こいつには頭が上がらない。意味不明なオタトークにもつきあってもいい。

「友情だね」

　結衣もちょっぴり瞳ひとみに涙を浮かべていた。

「それよりも……。拙はいいんじゃが、ちひろ……いや、生徒会長の『中の人』は、大丈夫なのか？　こんな騒動になって」

「それは……」

　昨日、あの事件の後――。

　ちとせ先輩はすぐに『外の人スーツ』を閉めると、逃げるように学校を去ったのだ。もちろんオレも付き添った。

　その時のちとせ先輩は、少なくとも表面上はパニックになっていなかった。どうせあと数日で明かすはずの秘ひ密みつ。それが二日ほど早まっただけだと――。

　だからマンションまで送ってはいったが、部屋に上がって慰めるなんてことはなかった。夜、電話した時も別段、取り乱した感じはなかったし。

「大丈夫だとは思うのだけど、まさか号外が出て学校中で話題になっているとは思ってなかったかもしれない」

「生徒会長は今日、来られているのか？」

「電話では登校するって言っていたけど……」

「来てるよ」

　結衣が頷うなずいた。

「今朝、学級日誌を取りにいった時、職員室の応接室に入るのを見かけた」

　職員室？　呼び出しをくらったのだろうか。そりゃ、教師たちだってあの号外は読んで驚いているだろうからな。

「どうだった、ちとせ先せん輩ぱい、元気ない感じだった？」

「そんなことないよ。いつも通り、肩で風を切ってる感じだった」

「そっか」

　ホッとする。以前、早はや見みに写真を撮られた時の落ちこみのようなことはなさそうだ。

「でも、その時はまだ号外を見てなかったのかもしれないよ。ボクが同じ立場であれを読んだら、たぶん、早引きしてる」

「同感だな」

　オレは二人を交互に見た。

「二人に頼める立場じゃないんだけど……、今日の放課後、午後一、生徒会長執務室に来てくれない？　ちとせ先輩もいれば一緒に、これからのことを相談させてほしいんだ」

「拙せつは構わないが」

「ボクもオッケーだよ」

「……ありがとう」

　胸むねにカッと熱いものがこみ上げる。直球で嬉うれしかった。

　すぐにちとせ先輩の携帯電話にメールをする。午後一、みんなで執務室へ行きます、と書いて。

　すぐに返事が来た。

〈オッケ♪〉

　文面から伝わるちとせ先輩の妙みようなハイテンションが、逆にオレの不安を駆り立てた。
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「とまあ、大体こんな感じなんだ」

　午前中で授業が終わった放課後の生徒会長執務室に、オレとちとせ先輩、結ゆ衣い、要よう垣が内うち、それに浦うら乃のを加えた五人が集まっていた。

　みんなに今までの経緯をすべて説明した。ちとせ先輩との出会いから今までを。事前に了承を得た浦乃の話も含めて全部、あらいざらい話した。

「なるほど。そういうことかあ」

　結衣が合点のいった様子で頷うなずいていた。以前オレがちとせ先輩のカミングアウトする期限をクリスマスに切った理由が分かったのだろう。

「霞かすみちゃん的には、この時期での発覚はどうなるの？」

「特に問題ない。期限も近いし、そのまま報告書をまとめる」

「そっか」

　時間だけを見れば、たった二日。自分から明かしたのと、事故で明らかになってしまったのの違ちがいだ。

「秘ひ密みつにしていてゴメン」

　ちとせ先せん輩ぱいが要よう垣が内うちに向かって頭を下げた。

「いや、お気になさらずに。大丈夫ですから」

　要垣内はパタパタと手を振る。

　ちとせ先輩が目を細めた。きっと、朝のオレと同じ気持ちだろう。

「でも、驚いたな。生徒会長が意外に平気そうで」

　結ゆ衣いが感心するように言う。

「そう？」

「だってあんな新聞が出回っているんですよ？」

「もともと明日、公表するつもりだったし。もうこの体にそれほど未練ないし」

　そう答えるちとせ先輩の顔を、オレはジッと見つめる。

　本当に平気なのだろうか？　確かに発覚の時期が早まっただけだけど、自分の意図と関係なく秘密が明らかになって、冷静でいられるか？

　でも確かにちとせ先輩の『外の人スーツ』の顔からは、いつもの自信たっぷりな表情以外、見てとれない。

「で、この集まりの目的はなに？」



    

  
    
      



    

  
    
      　ちとせ先せん輩ぱいが長い髪かみをハラリとやった。

「これからどうすべきか、みんなの意見を聞きたいなって思っているのですけど」

「方針は決まってるわ。予定通り、明日の終業式でみんなに正体を明かして事情を説明する。ただそれだけよ」

「自分から言うのとばれるのとでは全然印象が違ちがいます。それに加えて学校新聞のこのバッシングです」

　オレは朝から次々と配られた、号外新聞をソファーテーブルの上に並べていく。どれもこれもちとせ先輩に批判的な記事ばかりだ。

　むう、と、ちとせ先輩が唇くちびるを尖とがらせた。

「号外へのみんなの反応も激しいです。それも、あんまりポジティブでない方向に。ちとせ先輩も同じクラスの人になにか言われませんでした？」

「別に。遠巻きに私の方を見てコソコソ言われてはいたみたいけど」

「うわ、それも、やだな」

　直接ちとせ先輩に言えないのは、やっぱりまだちとせ先輩の外見からくる圧倒的なカリスマ性に抗あらがえないからかな。

「結ゆ衣い、一年生の女子の反応はどんな感じなの？　同情的な意見とかは？」

「全然駄だ目め。今まで完かん璧ぺきだったからねたみが入る余地もなかった分、逆にこういうことになると反発も強いのよ。とにかく女の子受けは最悪」

「やっぱり……」

「男子はどうなの？」

「まあ、みんな今のところはショックが大きくて、ちとせファンだった人はみんな死んだ魚のような目をしています」

「なによっ！　そんなにみんな、私が機械の体に入っていたのがショックなわけ？」

　ちとせ先輩は不満そうに頬ほおを膨ふくらませた。

「いや、自然な反応だと思いますよ。なんというか、好きだったアイドルが、年下のモデルと同どう棲せいしていることが判明、とかそんな感じですよ」

「純すみ人とのその例え、よく分からない！」

「いや、とにかく衝撃的だってことです」

　オレだってちとせ先輩の正体を初めて知った時はショック以外の言葉は見つからなかった。

「ショックは怒りの苗なえ床どこ」

　ボソッと浦うら乃のが呟つぶやく。

　部屋の中がシンとなる。

　やはりそうなんだろうか。冷静になったみんなは、ショックを怒りに変えて、それをちとせ先輩に向けるようになるのだろうか？　裏切られたって気持ちになるのだろうか？　結衣や早はや見みのように。

「ただ明日で学校は終わりだから、それが暴発することはないじゃろうが……」

「ただマスコミ関係の連中は冬休み中もどんどん号外を発行して、冬休み明けまで話題を繋つなげようとすると思うけど」

　要よう垣が内うちと結ゆ衣いも険しい顔になる。

「生徒会長としてサークルに働きかけとかできないですか？　どんなに生徒会長が終業式で事情を説明しても、マスコミのバッシングがあるといいイメージは持たれないよ」

　結衣の提てい案あんに、ちとせ先せん輩ぱいは諦あきらめ気味に首を振った。

「報道の自由は許されてるし、指導するにしても生徒会の同意が必要だわ」

「たぶん、また明日も号外を出して、あることないこと書き立てるよ。そうなったら……」

　結衣が不安そうに唇くちびるを噛かんだ。

「いや、終業式できちんと事情を説明すればみんな分かってくれると思うよ」

　重い雰ふん囲い気きを吹き飛ばすように、オレは言った。

「結衣も要垣内も分かってくれているわけだし、きっと学校のみんなだってさ」

　結衣と要垣内は少し考えるような表情をした後、それから頷うなずいた。

「それは……そうかもね」

「たしかに、事情を分かってもらえれば、理解してもらえそうにゃ」

　二人とも、今、ちとせ先輩を許せている自分を振りかえって、そう思ったのだろう。

「うん。だからさ、どうやってみんなに分かってもらうかじゃないかな。明日の終業式のちとせ先輩のお話プラス、他ほかのルートで釈明というか説明できないかな？　マスコミに対抗してポジティブキャンペーンをはるとか」

「いいと思うけど、ボクたちだけじゃ無む理りだよ。ボクたちみんな一年生で、同じクラスだし。誰だれかに協力してもらわないと」

「それはたしかに……」

　特にオレなんて共犯者のような書かれ方をされているから説得力がない。結衣たちまでバッシングの対象になるのは避けたいし。

「オレたちが駄だ目めなら、生徒会に協力してもらうのはどうかな？」

「生徒会？」

　ちとせ先輩が怪訝な顔をする。

「生徒会のメンバーなら、ちとせ先輩の事情説明を聞いてくれて、味方になってくれますよ。生徒会が味方についてくれたら、それぞれのクラスで誤解を解けるように説明してくれると思うし、号外の生徒会誌を出すことだってできるんじゃないですか？」

「それはそうだけど……」

　ちとせ先輩は気が乗らない様子で唇をすぼませた。

「じゃあ、やりましょうよ。まず生徒会に説明しましょうよ」

「う―――ん」

「無条件に賛成できないのは理由があるんですか？　味方になってくれないかも、とか？」

「そんなことないわよ！」

　ちとせ先せん輩ぱいはムキになって言い返した。

「生徒会と私は強い信頼関係で結ばれているのよ。二年間、いろんなトラブルにぶつかった時も一緒に協力して解決してきたもの。今回だって、きちんと説明したら分かってくれるのは間ま違ちがいないの」

　その目には自信が溢あふれている。生徒会が味方してくれることを確信しているんだ。

「でも、だからこそ、こんな彼らの立場が悪くなるようなお願いはしたくないのよ。できれば私一人で解決したいわ」

　気持ちはなんとなく分かる。

　でも――。

「……お願いはしなくてもいいんです」

　オレはジッとちとせ先輩を見つめる。

「えっ？」

「もし、ちとせ先輩が説明して本当に分かってくれたら、たぶん、ちとせ先輩が何も言わなくたって、学校のみんなの誤解を解いてくれるように動いてくれますよ。だって、ここにいるオレたちだってそうですから」

　頷うなずく結ゆ衣いに要よう垣が内うち。無表情の浦うら乃のだって同じ気持ちだから、ここにいると思う。

「それに信頼関係があるのなら、なおのこと全校生徒へとは別に生徒会に説明しないといけないんじゃないですか？」

「そ、それは……」

　ちとせ先輩が言葉を詰まらせた。

　結衣がオレにこっそり片目を閉じる。巧うまいこと言って、な感じだ。まあ、だてに口の達者なちとせ先輩の近くに半年以上いたわけじゃない。

「分かったわよ」

　ちとせ先輩は渋々といった風に頷いた。

「明日、終業式前に今年最後の生徒会総会があるわ。生徒会や各委員として純すみ人とを生徒会長として承認する会議よ。生徒会メンバーだけじゃなくて、クラス委員や部代表も集まるからその時にみんなに説明して、さらに各クラスに展開してもらうように頼んでみるわ」

「お願いします」

　終業式でカミングアウトする前に生徒会が味方になってくれれば心強い。

「それって、ボクも出席していいですか？」

　結衣が小さく手を上げた。

「どうして？」

「証人として説明します。ちとせちゃんがどうしようもないくらいの対たい人じん恐きよう怖ふ症しようで、被かぶり物をしないと学校に行くこともできなかったって。ちとせちゃんや星ほし野のくんの説明だけじゃ、納得してもらえないかもしれないですから」

「じゃあ拙せつ者しやも」

「……」

　要よう垣が内うちと浦うら乃のも手を上げる。

　ちとせ先せん輩ぱいは目が大きく見開かれた。

「なんていうか、……ありがとう」

　横を向きながらボソリと。ちょっと気き恥はずかしそうにちとせ先輩は頭を下げた。

「じゃあ、キャンペーンとか終業式での説明のやり方は、生徒会の方針に従いましょうか」

「そうね」

　終業式中に生徒会として今回の騒動への説明をしてくれた後にちとせ先輩が出れば、ずっと話しやすくなるはず。要は生徒会のお墨付きが欲しいのだ。

「じゃあ、そんな感じで……」

「今日のところは解散しますか」

　話が決まれば長居は無用。いつ、新聞部の連中に嗅かぎつけられるか分からない。

　みんなが立ち上がって生徒会会議室へ向かおうとする。

「みんな集まってくれて……ありがとう」

　後ろからちとせ先輩の声が聞こえた。

　振りかえると、ちとせ先輩が顔を真まっ赤かにして立っていた。

「さっきから平気な顔をしていたけど、本当は今日一日中、ずっと胸むねが張り裂けそうだったのよ。号外の新聞を見た時だって気が気じゃなかった」

　プシュ――。『外の人スーツ』が開いて、制服姿のちとせ先輩（中）が現れる。

　スーツの中に入ったまま、ちとせ先輩（中）は大きな瞳ひとみを今にも泣き出しそうなくらい潤ませていた。

「みんながここに来て、味方してくれると言ってくれて嬉うれしいです。ありがとうです」

　ペコリと頭を下げた。

　一緒に涙の雫しずくが飛び散る。

　オレはちとせ先輩に近づき、優しく『外の人スーツ』を閉めた。ちとせ先輩（外）の瞳に光が戻ると、オレは耳元で囁ささやいた。

「あともう少し、もう少しですから、それまで、学校ではこの姿でいてください」

「そう……ね」

　ちとせ先輩はニッコリ笑うと、制服の裾すそで顔を拭ぬぐう。

『中の人』の涙も作り物の瞳からこぼれた作り物の涙も、どちらも同じ、ちとせ先輩の感かん謝しやの涙だった。
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「ちとせ先輩。いけそうですよ」

　前方の結ゆ衣いが手招きの合図をするのが見えたので、オレはさらに後方のちとせ先せん輩ぱいに合図を送っていた。

　裏門近くの林の中。オレとちとせ先輩はマスコミ部の包囲網を突破して、クレマチス高校脱出を試みていた。結衣に誘ゆう導どうしてもらいながら、一人一人こっそり出ていく作戦だ。

「なんで生徒会長の私がこんな、コソコソしないといけないわけ？」

　不満気なちとせ先輩を、「まあまあ」となだめる。ここでまたマスコミに見つかろうものなら、取り囲まれてまた一騒動起きるだろう。だからちとせ先輩のマンションまで結衣と二人で護送することになったのだ。

　ちとせ先輩と二人で腰をかがめながら、小走りで裏門を突破する。まるでコソ泥だ。

「ここまで来れば、まあ大丈夫でしょう」

　そのまま三人で近くの交差点まで駆けぬけて、ようやく走るのを止める。

「ふう」

　額ひたいの汗を拭ぬぐう。あと心配なのはマンションに新聞部が張りこんでいる可能性か。連中ならやりかねない。

　ちとせ先輩を隠かくすようにオレと結衣の間に挟んで一列に並んで歩く。

「ハァ……」

　突然、結衣がため息いきをついた。

「今更ですけど、生徒会長、意外にドジですねえ」

「誰だれがドジですって？」

　ちとせ先輩の眉まゆ毛げがピクッて上がった。

「だって、あと、二日でお披ひ露ろ目めというタイミングでばれちゃうなんて。ハァ」

　結衣は心底疲れたように、再びため息をつく。

「仕方がないでしょう。猫が落ちちゃったんだから。誰だって、助けようとしちゃうわよ。昔の偉い人も言っているじゃない。性善説よ」

「仕方ないのは分かりますけど……、今まで明日のために段取りしてきたのにそれが無む駄だになっちゃったなあ、と思って」

「ちょっ、結衣。アクシデントでばれたからって、今までのトレーニングが無駄になったわけじゃないよ。対たい人じん恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくしていなかったら、ばれても『外の人スーツ』を脱げなかったわけだし」

「まあ、それはね」

　それでも結衣はちょっと納得がいっていない感じだ。確かに終業式で華々しく正体を明かす目もく論ろ見みからは大きく変わってしまった。

「そんなことよりも！」

　ちとせ先輩が自分の鞄かばんから今日の午後、新たに出た号外新聞を取り出した。

『明かされた学園のマドンナの真実』

　なかなかセンセーショナルなタイトルが見だしで躍っている。

「私が気に入らないのは、どの新聞も、『中の人』のことに全然注目してない点よ。生徒会長の正体見たり！　みたいな内容ばっかり」

「『中の人』に注目って、例えばどんな感じですか？」

「明かされた美人生徒会長の正体。でも、中から出てきた女の子も同じくらい可愛かわいい、って点に注目してほしいってことよ」

「いや、それは……」

「……無む理りかと」

　オレと結ゆ衣いは口々にツッコミをいれた。

「なによ二人揃そろって。そんなに『中の人』には魅力がないっていうの？」

「魅力ないってことはないですけど……」

「その容姿で姫ひめ宮みやちとせを騙かたっておいて、『中の人』が出てきたらがっかりというか、羊よう頭とう狗く肉にくというか……」

　なかなか結衣は容赦がない。

「そうかしら？　系統がちょっと違ちがうだけだと思うけどな。可愛い系と美人系？　たぶん、『中の人』もあと数年もすればこれぐらいにはなるはずよ」

「いや、それは成長というより進化？　エボリューションだとボクは思うなあ」

「ちょっと、そこまで言うわけ」

　ちとせ先せん輩ぱいはすねてみせたが、すぐに気を取りなおして、

「でもいいわ。人間、大事なのは中身なんだから」

「そんな『外の人スーツ』の存在自体を消すようなことを……」

　思わずオレもツッコミをいれてしまった。

「いいも――ん。私はもういつだって、『外の人スーツ』を脱げるんだから」

「まあ、力強いお言葉。ほんの数ヶ月前まで、怖こわいですう、とか言っていたのと同じ人とは思えません」

「神楽かぐら、あなた私のことを馬ば鹿かにしているでしょう？」

「とんでもございません」

　そんな馬鹿話をしながら、三人揃ってちとせ先輩のマンションの近くまで来る。

　遠くからマンションの玄関を注意して見る。

　クレマチス高校の生徒らしい姿はない。その代わり、妙みような雰ふん囲い気きの男が立っていた。

　全身真っ黒なスーツに白いシャツ。線の細い顔。七三に綺き麗れいに櫛くしの入った黒くろ髪かみに、神経質そうな糸目。一見、普通のサラリーマンのようだが、妙な緊きん張ちよう感のようなものを体の周りに纏まとっている気がする。

「マスコミサークルの人はいなさそうね」

「ですけど、あの黒い人……ちとせ先輩のお知り合いですか？」

「違うけど、なんで？」

「いや、なんとなく……」

　怪あやしいとオレが言いかけた時、まさにその男がスタスタとこちらへ近づいてきた。

　それはものすごくゆっくりとした、自然な動作のように見えた。が、現実には瞬またたく間に距離をつめられた。

　ちとせ先せん輩ぱいの前でピタリッと直立不動になる。

　青白い肌に冷たそうな目つき。口元には張りついたような冷笑が浮かんでいる。身長は高くはない。『外の人スーツ』を着たちとせ先輩と同じか、ちょっと低いぐらいだ。

「な、なんですか？」

　答えの代わりに、男は跪ひざまずいてうやうやしく頭を下げた。

「お嬢さま。お迎えにあがりました」

　周りの空気が凍りついた。オレもちとせ先輩も結ゆ衣いも、キョトンと目を開いて、この人は何を言い出したんだ、って顔をしていた。

「私は佐さ々さ木きと申します。以後お見知りおきを」

　男は顔を上げ、また張りついたような微び笑しようを口元に浮かべた。

「いや、いきなり名乗られても困るんだけど……」

　ちとせ先輩が不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せる。

「お嬢さまなのは誰だれ？　私のこと？」

「そうです」

「たぶん、人違ちがいだと思うけど……」

「そのようなことはございません。あなた様は栗くり林ばやし家の次期当主、栗林ちひろさまです」

「栗林!?」

　思わず大きな声を上げたのはオレだった。

「純すみ人と、あんた何か知ってるの？」

「いや、その、あの……」

「どっちなの。はっきりしなさい」

「いや、知っているというか……。ちなつ、じゃなくて、姫ひめ宮みや先生がいたアメリカの研究所に栗林って名前の人がいたというだけで……」

「どこからそんな情報を仕入れたのよ」

「早はや見みに渡された『外の人スーツ』のカタログに載っていて……」

　その後、ちなつ本人に確認もしている。古い友人だと言っていた。

「彼が言っている栗林様は、あなた様のお母様、栗林ちとせ様です」

「ちとせは私のことだし、母はもう死んでいるわ」

「それは姫宮ちなつの嘘うその情報です。この方が栗林ちとせさまです」

　佐々木はスーツのポケットから一枚の写真を取り出した。

　純白のドレスに身を包んだ女性が立っている。

　似てる。ちとせ先輩の『中の人』に。

「進化……」

　結ゆ衣いがポツッと呟つぶやいた。

　その通りだ。写真の女性は、ちとせ先せん輩ぱい（中）が成長した姿に見える。

「あなた様は栗くり林ばやし家の血を引く人間です。我々はずっとお捜しあげていたのですが、姫ひめ宮みやちなつの作ったその被かぶり物のせいで今日までかかってしましました」

　佐さ々さ木きはさらに、違ちがう紙を取り出した。

　号外の新聞の拡大。上半身がオープンした『外の人スーツ』の中に納まった、ちとせ先輩（中）に、黒いマジックペンでグリグリと印がつけられている。

「お嬢様の行方不明に関かかわっていると思われる姫宮ちなつには、ずっと調査を入れていました。お嬢様と同じ名前を持つ妹が通い、自らも物理教師として勤めるクレマチス高校もその対象でした。そして、昨日、調査機関の一つから送られてきたのがこの新聞です」

「調査！」

　もしや、浦うら乃ののいた教会に調査を依頼したのもこの男か。

「現当主、栗林竜りゆう太た郎ろう様は、あなた様を栗林家の次期当主として迎え入れることを考えられています。栗林家に仕える者一同は、あなた様のお帰りをお待ちしております。私と一緒に来ていただけませんか？」

　佐々木は立ち上がり、ちとせ先輩に手を伸ばした。その態度はちとせ先輩の意思を尋たずねているようで、その実、有う無むを言わせぬものがあった。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

　ちとせ先輩が露ろ骨こつに不快な顔をした。

「そんな風に色んな衝撃の事実を並べ立てて、ついてこいって言われても困るんだけど」

「困る、とはどういうことでしょう？」

「要するに、あなたの話をすぐに信じられないってこと」

　佐々木を指差した。

「なるほど。では、まず、とりあえず栗林家に来て、竜太郎様にお会いされませんか？　そうすればお信じになられると思いますが」

「いやよ、そんなの」

「大丈夫。私を信じてください」

　佐々木はちとせ先輩に差し出した手をグッとさらに伸ばした。

　その瞬間、佐々木にえもいえぬ危険なオーラを感じた。

「ちとせ先輩。とりあえず今日は一度戻って、ちなつに本当のことを聞いてみるのはどうですか？　行くかどうかはその後、決めれば……」

　佐々木が初めてオレの方を向いた。

　ミシッ――。空気がそんな風に軋きしんだような気がした。それぐらい重圧感のある視線。魂たましいを掴つかまれたように時間が止まった気がする。

　殺される、とマジで思った。

　しかし、その直後、佐々木は元の表情に戻る。

「そうですね。確かに性急すぎたかもしれません」

　顎あごに手を当てて小さく頷うなずく。

（へっ？）

　突然、それも相手の方から引き下がったので妙みような気がした。

「準備などもございましょうから、では、また明日、改めて来させていただきます」

　ちとせ先せん輩ぱいの方を向き直ると、もう一度うやうやしく頭を垂たれる。回れ右して例の、速いのか遅いのかよく分からないスタスタ歩きで去っていく。路駐していた黒塗りの車に吸いこまれると、音もなく走り去った。

（なんでいきなり、諦あきらめたんだ？）

　ハッと振りかえって、その理由が分かる。

　長身の白衣の女性――、姫ひめ宮みやちなつが直立不動で走り去った車に腕うでを構えていた。

　オレは知っている。ちなつの腕が漫画にも出てきそうなロケットパンチになっていることを。佐さ々さ木きもここでちなつとやりあう気がなかったということだろう。

「姉……ピョン」

　ちとせ先輩が強こわ張ばった顔で、ちなつへ近づいていく。

　もし佐々木の話が本当なら、ちなつはちとせ先輩の姉ではなくなってしまう。

　絶対に嘘うそだ――、と言いきれるほど、ちなつとちとせ先輩（中の人）は似てはいない。顔立ちも、性格も、雰ふん囲い気きも。むしろ血が繋つながっていないという方がしっくりくる。

「詳くわしい話は中でする」

　ちなつは白衣を翻ひるがえすと、ちとせ先輩とマンションに向かって歩き出す。

　オレたちも行っていいのか？　結ゆ衣いと顔を見合わせていると、ちなつの声が飛んできた。

「お前たちも来い。ここまできたらみんな関係者だ」



　　　☆



　重い空気が張り詰めていた。

　ちとせ先輩のマンションのリビング。『外の人スーツ』を脱いだちとせ先輩とオレと結衣は中央のソファーに腰掛け、一人立ったままのちなつに視線を投げつけていた。

　ちとせ先輩がちなつと血が繋がっていない。母親の実家がちとせ先輩を迎えようとしている……。もしそれが本当なら重い、重すぎる事実だ。

「結論から言う」

　長い沈黙の後、ちなつは口を開いた。

「佐々木の言ったことは正しい。ちとせ。お前は私の実の妹ではない」

　はっきりと告げた。瞳ひとみはジッと、ちとせ先輩を見据えている。その表情には悪びれた様子も、開き直った雰囲気もない。ただ、淡々と事実のみを追及する科学者の顔があった。

　思わずちとせ先輩の方を見てしまう。少し青ざめていた。

「お前の本当の母親、栗くり林ばやしちとせとはアメリカの研究所の同僚で親友。日本でも有数の名家・栗林家の出身で現当主の孫娘むすめだ」

　カタログに載っていた写真でちなつの隣となりにいた女性、栗林ちとせ。やっぱりちとせ先せん輩ぱいと無関係ではなかったんだ。

「研究所時代、栗林ちとせはある失敗をした。バカな男とバカな恋に落ちてしまったのだ」

「バカな男？」

「いや、同じ研究所の研究員だ」

「それってバカなのか？」

　白人のちょっとワイルド系なプレイボーイをイメージした。

「バカだ。開発テスト中の女性型の『外の人スーツ』試作機に乗っている間に、女に目覚め、スーツに乗ったまま行方不明になったくらいだからな」

　それは確かにバカなのかもしれない。

「しかし、私の反対を無視して栗林ちとせはその男と恋に落ちて、子供を身ごもった。しかも運の悪いことに子供を生んですぐにちとせは病びよう魔まに冒されてしまい、さらに旦だん那なは出奔。一人の女の子が残されてしまった。それがちとせ（二世）だ」

　ちとせ先輩。母親と同じ名を持つ女の子。ちなつがちとせ先輩を育てることになったのは、そういう理由だったのか。

「ちとせは病の淵ふちで私に言った。栗林家には子供のことは隠かくしてほしいと。栗林家に行くときっと不幸になると」

「どうしてですか？」

　結ゆ衣いが小首を傾かしげる。

「さあな。ただ、名家の人間にはそれなりの不幸があるのだろうさ」

　古いしきたりとか、閉鎖的な考えとか、そんなところか。

「彼女の意思を受け継ぎ、私はちとせを新たに赴任した日本の研究所に連れて帰ると、戸こ籍せきを改ざんして妹の姫ひめ宮みやちとせとして育てることにした。栗林にばれないようにだ」

　戸籍の改ざんなんてどうやってやるんだ？

「しかし、ちとせは成長するうちに、どんどん母親に近づいていく。当時、栗林家の血を引くちとせを捜すため、やつらは私の周辺を嗅かぎまわっていた。研究所内に匿かくまって育てていても、このままではばれてしまう。そこで、私は母親とは似ても似つかぬ新しい体を用意した。それがちとせの『外の人スーツ』だ」

　ちなつはリビングに脱がれていたちとせ先輩の『外の人スーツ』の肩に手を置いた。

「ちとせ先輩に小さい時から『外の人スーツ』を強制的に着せていた理由は、それかよ！」

「そうだ」

　奇妙な教育方針だと思っていたが、そういうことだったのか。

「さらに、ちとせが『外の人スーツ』から出ようとしないよう、生身の体で生活することは怖こわいと信じこませた」

「じゃあ、ちとせ先せん輩ぱいの対たい人じん恐きよう怖ふ症しようはアンタが意図的に植えつけたのか!?」

「そうしたからこそ、ちとせの外見的アイデンティティは『外の人スーツ』と同一視された。だから栗くり林ばやしの人間には怪あやしまれながらも、決定的な証拠を押さえられず、高校まで何事もなく進学できたのだ」

　それはそうかもしれんが……。

「しかし栗林家は去年くらいから、調査機関を使ったちとせの身辺調査の動きを強化した。運の悪いことに、同じ頃ころ、一人の少年に『外の人スーツ』の正体がばれてしまう」

　オレのことだ。

「さらにちとせは、少年に『外の人スーツ』を脱ぐための協力を頼んだ。私はちとせを退学させようとしたが、ちとせの意思は固い。そこで仕方なく、私は教師として高校に赴任し、陰ながらちとせを守ろうとした。が……、結局、こういうことになった」

　ちなつは例の学生新聞の号外をソファーテーブルの上に広げた。バッチリ写った『外の人スーツ』から出てきたちとせ先輩の姿。佐さ々さ木きがちとせ先輩が栗林家の血を引くと確信するのに十分なくらい、母親によく似ている。

「オレがちとせ先輩の対人恐怖症を治療するのに反対していたのはそういうわけか……」

　オレはちなつの警告を無視した。そして、直接ではないが、栗林にちとせ先輩の正体がばれた理由の一つはオレ……。

「いや、これは少年のせいだけではない」

　ちなつがオレの考えを読んだように目を伏せた。

「ちとせが『外の人スーツ』を脱ごうという意思を持った時から、いつかはばれる宿命だった。それに、私はちなつが二十歳になった時に、本当のことを明かし、選せん択たくしてもらうつもりだった。それが早まっただけだ」

　こそばゆいような、妙みような気分になる。あのちなつからフォローされるなんて。

「オレの家に来た時、あんたは言ったよな。もし、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱いだら、ちとせ先輩は不幸になるって。それは栗林家にばれるという意味だったのか？」

「そうだ」

「だけどさあ、そんなに栗林家に行くのが不幸なのか？　そりゃ、ちとせ先輩のお母さんにとってはあまり境遇がよくなかったかもしれないけどよ」

「栗林家は今、次代当主がいない」

「？」

「現当主・栗林竜りゆう太た郎ろうが何人か勘当したりだとか、交通事故で死んだりとか、そういうトラブルが続いたため、跡取りがいない状じよう況きようなのだ。竜太郎はちとせの母親を気に入っていたらしくて、その子供を捜し出して次期当主にしたいと考えている」

「ああ、なるほどな」

　さっき言っていた、急に調査が活発になった理由はそういうことか。

「でも、当主になるのってそんなに不幸なの？」

　と結ゆ衣い。オレもそう思った。

「不幸だ。不幸に決まっている。栗くり林ばやし家は千年以上続く家だ。直系、傍系の一族の数も半端じゃない。隙すきあらば権力や財ざい産さんを奪おうとする陰いん謀ぼうが溢あふれている。それらを束ねることが、どんなに大変なことか……」

「ってか、やけに詳くわしいな」

「そ、それは、よくちとせ（母）から話を聞かされたからな」

　ちなつは少し動揺しているように答える。

「ちとせよ。黙ってきたことを詫びようとは思わない。私は自分のやり方が正しかったと思っているし、こういうことにならなければ、今でも姫ひめ宮みやちなつの妹として育てていた」

「……」

　ちとせ先せん輩ぱいは答えない。魂たましいを抜かれたような顔をしていた。

　当然だよな。今まで、たった一人の肉親だと思っていた人物がそうではなくて、本当の母親の家の人間が自分を呼び戻そうとしている。それも当主として。そんな事実をいきなり聞かされて頭の中がパンクしないはずがない。

「その上で決めてほしい。栗林家に行くか、それとも姫宮ちとせとして生きていくか」

　全員の視線がちとせ先輩に集中する。

「ちとせは……」

　困ったように俯うつむいた。

「ちとせはまだ、考えがまとまりません。いきなりそんなことを言われても」

「そうだよね」

　結衣が同情するようにため息いきをつく。

「しかし、佐さ々さ木きはお前の考えがまとまるのを待ってくれはしない」

　ちなつはやや突き放すような言い方をした。

「待たずに、どうすんだ？」

「あいつはしたたかで頭もきれ、行動も速い男だ。ちとせの正体が明らかになった以上、躊ちゆう躇ちよはしないだろう。強引な手段を使ってでも、ちとせを確保しようとする」

「強引な手段って……」

「拉ら致ちだ」

「拉致って、誘拐するってことか？」

　そこまでするか？　いや、あの男の雰ふん囲い気きだとあながち嘘うそとも思えない。

「そう言われても、やっぱりちとせは……すぐには決められません。もうちょっと考えさせてください」

　ちとせ先輩は下を向いたまま唇くちびるを噛かむ。

「分かった、だったら、私はお前が考える時間を持てるように最大限努力するとしよう。お前がどっちを選せん択たくしてもよいように準備を進める」

　ちなつはソファーから立ち上がった。

「お、おいっ。準備ってなんの準備だ？」

　ちなつは振りかえらずに答えた。

「戦う準備だ」

「戦うってどうやって!?　おいっ！」

　ちなつは無言のままリビングから出ていった。すぐに玄関の扉とびらが開閉する音が聞こえてきた。どうするつもりなのか、教えてくれてもいいのに。相変わらず秘ひ密みつ主義なヤツ。

　再びリビングは沈黙に包まれる。

　ちとせ先せん輩ぱいは唇くちびるをキュッと噛かんだまま、ジッと俯うつむいている。何か勇気づけるような言葉をかけないと。しかし、辛つらそうな顔を見ていると、話しかけられなかった。

（ちなつめ。戦う準備の前に、ちとせ先輩に何かアドバイスとかしてやれよ）

　仮にも姉妹として十何年も生きてきたのだし……。

　しかしもしかすると、だからこそ、ちとせ先輩の選せん択たくに当事者である自分の考えが入らないようにしているのかもしれない。

　ふいに、結ゆ衣いが立ち上がった。

「あ。じゃあ、ボクも準備のために帰るね」

「ちょっ。準備って結衣がなんの準備するんだよ」

　立ち上がろうとしたオレの脛すねを蹴けって、俯いたままのちとせ先輩へ目線を向ける。

（相談に乗ってあげなさい）

　目がそう言っていた。

（結衣も一緒に乗ってくれよ）

　という顔をしたつもりだったが、結衣は「じゃあ、また明日」と、手を上げて、さっさとリビングを出ていってしまった。

（薄はく情じようもの！）

　恨みがましい目で結衣の背せ中なかを見送る。一人で相談に乗るには、重すぎる内容だ。

　ソファーに座りなおしたオレは、再びちとせ先輩を見る。

　さっきからずっと同じ格かつ好こう。両りよう膝ひざに握にぎりこぶしを置いて、ジッと下を見ている。表情は硬く青白い。

　やっぱり声、かけづらい。こんな状態の女の子になんて言えばいいのか。

「ちと――」

　勇気を出して口を開いたのと、ちとせ先輩が顔を上げたのが同時だった。

「純すみ人とはどう思う……ですか？」

「どう思うか、というのは……栗くり林ばやし家に行くか、それとも姫ひめ宮みやちとせのままでいるのと、どっちがいいかって意味ですか？」

「……はい」

「オレは――」

　なんて答える？　もし栗林家に入ったら、ちとせ先輩はどうなるか？

　ちなつによると、ちとせ先せん輩ぱいは栗くり林ばやし家の当主になり、ものすごい不幸になるという。

　でもそれって本当なのか？　名家の当主になることイクオール不幸って間ま違ちがいないのか？　案外、ちとせ先輩が当主の座を気に入っちゃうことだってありえるじゃないか。

　ただ――。

「ちとせ先輩が栗林家に行っちゃったら、クレマチス高校には来られないんですかね？」

　栗林の家がどこにあるか知らないが、今まで通りの高校生活を送らせてくれるだろうか。

「それは……どうなんでしょう」

「もしそうなら、オレは反対かも……」

「でも、どっちにしても、ちとせ、あと数ヶ月したら卒業しないといけないですよ？」

「そ、それはそうですけど、今まで頑がん張ばってきたのは、その最後の三ヶ月のためじゃないですか。今、栗林家に入ったら、もうその時間もなくなっちゃうんですよ」

「それは……そうですね」

「いや、だからってそれで決めるのもおかしいですけど……」

　この選せん択たくにはちとせ先輩の一生がかかっているのだから。

「ちとせ先輩は……栗林家に行くことに、やっぱり興味はあるんですか？」

　コクリと頷うなずく。

「当主とかそういうのには興味ないですけど、おじいちゃんには会ってみたいような気がするです。どんな人かなあって」

「……」

「今まで家族といっても姉ピョン一人で、それも『外の人スーツ』越しでしたから。なんとなく、純すみ人との家族を見て羨うらやましいなって気持ちはあったんですし……」

「……ちなつとは血が繋つながっていなかったことが、やっぱりショックだったんですね」

　当然か……。当然だよな。

「育ててくれたちなつよりも、血の繋がっている栗林家の方が興味あるんですか？」

「分からないです……。分からないから、困ってるです」

　ちとせ先輩は両手を目に添えて、ヒックヒックと嗚お咽えつを漏らす。

　久しぶりに手でエムの字をつくって泣くちとせ先輩。初めて『外の人スーツ』の秘ひ密みつを知った時も、ちとせ先輩はこんな風に泣き出したんだ。

　ソファーの上をちとせ先輩の横に移動して、頭に手をのせていい子いい子する。あの時と同じように、泣き声はゆっくりと収束していって、そのうち泣き止やむ。ちとせ先輩はグスングスンと鼻はなをすすりながら、頬ほおを赤らめて気持ちよさそうな顔をしていた。

「ありがとです。やっぱり、純人に頭をなでられると落ち着くですよ」

　微笑ほほえんでこっちを見る。その顔がどうしようもなく可愛かわいく見えて、胸むねが小さく高鳴る。

「ちとせ先輩のお母さんって……どんな人だったんですかね」

　赤くなった顔を隠かくすように、小さく顔を上へ向けながらオレは言った。

「どうでしょうねえ」

「さっきの写真は、ちとせ先せん輩ぱいに似てましたね。ちとせ先輩の正常進化って感じでした」

「ほらあ。やっぱり、ちとせはまだ進化途中なのですよ？」

「それはお母さんがいつ、進化を始めたのか知る必要があるんじゃないですか？」

「きっと十八からですよ。十八から進化が始まります。エボリューション！」

「それ、思いっきりちとせ先輩にとって都合のよい解釈ですね」

　二人でアハハと笑いあった。

「純すみ人とはどっちが好きなのですか？」

「どっちといいますと？」

「だから。進化前と進化後ですよ」

「ポケ○ンの話なら、ライチューよりピカピカッの方が好きですね」

「ちとせの話です」

　ポカポカ殴なぐられた。

「いや、正直どっちもいいと思います。うん、どっちも可愛かわいいです」

「またそういう投げやりで、玉虫色な返事をするう」

「いやだって本当ですから」

「やっぱり純人は適当であります」

「いや、そんなことないっすよ」

「そうかなあ。ちとせのことを偽にせ者ものと言ってたのに、いつの間にか、ちとせ先輩は『中の人』しかいない、とか言い出したり」

「そのことを持ち出しますか。そろそろ忘れてくださいよお」

「ちとせは根に持つタイプなんですよお」

「ええ――」

　目を白黒とさせるオレを見て、ちとせ先輩が小さく笑った。でもすぐに、元のふさいだ表情に戻る。

「ちとせ……、どうすればいいんでしょう」

「栗くり林ばやし家に行くかどうかについては、まだ考える時間はあります。それよりも今は、明日をどう乗りきるか考えましょうよ」

「明日？　って何かありましたっけ？」

「終業式でみんなにちとせ先輩の秘ひ密みつを話すじゃないですか」

「あああ。そっちもありましたあ」

　ちとせ先輩は頭を抱えこんだ。

「あああって……大丈夫ですか？　ちとせ先輩」

「あまり大丈夫じゃないかもです。色んなことが立て続けに起きちゃって」

　気持ちは分かる。ちとせ先輩は、たった二日の間に、学校のみんなに『外の人スーツ』のことがバレ、さらに出生の秘密まで明らかになったのだ。

「オレは……」

　ちとせ先せん輩ぱいの顔をジッと見つめた。

「すんません、オレにはちとせ先輩が栗くり林ばやし家に行くべきかどうか、よく分かりません。でも、ただ一つ言えることがあります」

「純すみ人と……」

「ちとせ先輩にはクレマチス高校に残ってほしいです。残って、『中の人』として暮らしてほしいと思います。あと三ヶ月ですけど」

「それはちとせだって同じです。でも、だけど、ちとせは……」

　ちとせ先輩は悲しい顔のまま、何も言わなくなった。

　それがオレにはメチャクチャ悲しかった。





「どうだった……ちとせちゃん」

　マンションを出ると、結ゆ衣いが待っていてくれていた。オレは無言で首を振る。

「そうだよね。そんなに簡単な話じゃないもんね」

　二人並んで歩き始める。

　鞄かばんを背せ中なかに背負って小さく顔を上げる。妙みように肌はだ寒ざむいなと思えば、さっきまでじんわり地上を照らしていた太陽が、鉛色の雲の後ろに隠かくれていた。

「明日、雨だって」

　結衣が手に白い息を吹きかけて擦こすっていた。

「午後からは雪に変わるかも、って」

「そっかあ」

　色んな意味で波乱の終業式になるのかもしれない。

「栗林……家だっけ？　そこに行っても、クレマチス高校に通えるってことはできるんじゃないのかな？」

　結衣はこっちをチラッと見ながら言う。オレを気遣ってくれているかな。

「どうだろう。でもさ、あのさっきの佐さ々さ木きって人の雰ふん囲い気きからすると、一度、ちとせ先輩を確保したら、もう手放さないって感じがした」

「それはボクも同感」

「本当は、残りの三ヶ月、クレマチス高校に通えるかどうかは、あまり重要ではないかもしれない。要は栗林家に行って、ちとせ先輩は幸せになれるかどうか、か」

「でも、あんな雰囲気の悪い人を雇っているところに行っても、幸せにはなれないかも」

「まあね。だって、ちとせ先輩のママが栗林家に預けるのをやめて、よりにもよって、あのちなつに大切な子供を託したんだから、よっぽどなんだと思う。あのちなつにだよ」

「学校の教師を捕まえてその言い方もどうかと思うけど、複雑な事情はありそうだよね」

「うん、たぶん」

　そのお母さんの意思を、ちとせ先輩は受け継いだ方がいいんじゃ……、いや、そう考えてしまうのはオレが栗くり林ばやし家に行ってほしくないと思っているからかもしれない。

「でも、一度も栗林家を知らずに判断するのもどうなのかな？　ちなつ先生とお母さんの考えが偏っているって可能性だってあるし」

　結ゆ衣いが人差し指を立てた。

「それは確かに」

「事前に、見学とかさせてほしいよね。一日体験とか」

「就職活動かよ。でも、そういうのは確かにあった方がいいよなあ」

「事前見学が駄だ目めでも、もし入って駄目そうだったら脱出させるとか。星ほし野のくんが以前、ちなつ先生からちとせ先せん輩ぱいを奪い返したみたいに」

「あの佐さ々さ木きって人を出し抜ける気はしないけどな」

　でも、もし本当にそういうことになって、ちとせ先輩からヘルプがあったら、オレはたぶん栗林家に突入するだろうな。

「星野くんは……、ちとせちゃんに栗林家へ行かないことを選せん択たくしてほしいんだ」

　ふいに、結衣が立ち止まってオレの顔を覗のぞきこむ。

「そ、そうだよ。ちとせ先輩には栗林家に行ってほしくない。オレは先輩に、姫ひめ宮みやちとせの『中の人』として学校に通ってもらいたいから。せめて残りの三ヶ月だけは」

「理由は……それだけ？」

「うん……たぶん」

「星野くん」

　結衣はオレの顔をまじめな表情で覗きこんでいた。顔がかなり近くて、ドキドキする。

「は、はい」

「こんな時にあれなんだけど……、あの答えってどうなっちゃうのかな」

「グハァッ！」

　息が詰まった。実はいつ聞かれるかと、内心ビクビクしていたんだ。

「星野くんは、ちとせちゃんがカミングアウトしたら答えを出すって言っていたけど……今の感じだと延期かな？」

「いや……そんなことはないよ。きちんと答えは出す」

　オレはブンブンと首を振った。

「ほんとに？　いつ？」

「それは……ええっと。まだちょっと分からないかな」

「な――んだ。結局、延長ってことじゃない」

　結衣は肩をすくめると、また前を向いて歩き出す。その顔には、どこかホッとしたような表情が見えた気がした。

　ホッとしているのはオレも同じ。

　ちとせ先輩がカミングアウトしていたとしても、答えを見つけられていたかどうか……。自分でも本当に情けない。でも、まだ決められそうにないデス。

（ゴメン、結ゆ衣い）

　オレは結衣の背せ中なかに向かって心の中で謝っていた。



    

  
    
      
４章勇気のカウンターメロディ対旋律





　十二月二十四日、クリスマスイブ。

　今日の授業は午前のみ。昼食、年越しのための大掃除をした後、クレマチス高校における今年最後のイベント、終業式が行われる。

　廊下と階段の掃除を終えたオレはキョロキョロと周囲を気にしながら、下駄箱のあるホールに急いでいた。

　薄うす暗くら闇やみに包まれた窓の外では、朝から雨がシトシトと降り続いている。温度も下がっているし、予報通りなら夜には雪に変わるだろう。

「二人とも、来てるかなあ……」

　終業式直前に行われる生徒会総会で、ちとせ先せん輩ぱいは今までのいきさつを生徒会のメンバーに話し、誤解を解く協力をお願いする。結衣と要よう垣が内うちとオレは、一緒にその援護をする予定なのだ。教室から直接行くと目立つので、ホールに三人で一度集合して、それから行くつもりだった。

「星ほし野のくん、遅ち刻こく！」

　下駄箱の角を曲がると、いきなり結衣に人差し指をつきつけられた。要垣内の姿もある。

「ゴメン。思ったより抜け出すのに時間かかった」

「早く行かないと、始まっちゃうよ」

　すぐに生徒会会議室への移動を開始する。

「新聞部のパパラッチはどうだった？　ついにボクにもインタビューしにくるようになったよ。勘弁してって感じなんだけど」

「号外合戦、すごいからね」

　既すでに昨日から、各マスコミサークルから四回ほど号外がでている。各誌この機を狙ねらって、自分の新聞の部数を伸ばそうと、特とくダネの確保に躍起だ。

「オレは今朝、門に入った直後に囲まれたよ」

「いいじゃない。一躍有名人」

「人の気も知らないで」

　結ゆ衣いはケタケタと笑う。

「でも、来年、生徒会長になったらそんなことも増えるんだから、今のうちに練習練習」

「それもどうなるか分からない……ぞよ」

　要よう垣が内うちが暗い顔で言う。

「え？」

「生徒会長殿のバッシングがこのまま続いたら、星ほし野の殿のリコールは避けられないにゃ」

「リコール？」

「そうなんだよ。全校生徒の過半数がリコールに賛成して、三分の二が不支持を選んだら、オレは生徒会長職のお役ゴメンだぜ」

「そっか。今のままじゃ……ない話じゃないか」

「オレも。ちとせ先せん輩ぱいが卒業しちゃったら、生徒会長を続ける意味、ないんだけど……」

　ちとせ先輩がカミングアウトして、もしバッシングされるようなことがあったら、新生徒会長としてちとせ先輩の盾になるつもりだった。でも、生徒会長就任前になし崩し的にばれちゃったから、今更どうやって盾になるんだって感じだ。

「大丈夫だよ。そこまで悲惨な状じよう況きようにはたぶんならないって。生徒会が味方になってくれれたら、バッシングもきっとなくなるって」

「そうだといいけど……」

　生徒会が全員、力になってくれるとは限らない。それに生徒会が味方になってくれたところで、全校生徒をあげてのバッシングを抑えられるかどうか……。

　警戒しながら生徒会会議室に繋つながる階段を上る。幸い、パパラッチたちの姿はない。

　生徒会会議室の扉とびらの前に立った結衣が、不ふ審しんそうな顔で振りかえる。

「なんか人の気配がしないんだけど。もう少しで予定の時間だよ」

「たしかに……」

　全学年二十名の生徒会他ほか、各委員が集まる総会だ。もうちょっと騒そう然ぜんとしていてもいい。

「失礼しまーす」

　ノックをして扉を開ける。

　…………。

　寒風が吹き抜けた気がした。

　ガランとした生徒会会議室。大きくコの字の形に配置されたテーブルの周りに、ポツポツと知った顔が四つ。

　一年Ｃ組のクラス委員の高たか山やまと副委員長の早はや見み、真田さなださん。そして一番、前の席にちとせ先せん輩ぱい。ホント、それだけしかいない。

「ええっと……、時間、変わったとか？」

　高山が疲れた様子で首を振った。

「これで全部よ！」

　ふてぶてしく頬ほおを膨ふくらませたちとせ先輩が立ち上がる。バンとテーブルを叩たたいた。

「どうして総会に誰だれも来ないのよ！！！」

　大きな怒声が空むなしく会議室の中を響き渡る。

「執行委員はなにをしているの？　植うえ田ださんは？　伊い藤とうくんは？」

「二人とも欠席する旨むね、連絡を受けました」

　早見が冷静な顔を横に振った。

「会計は？　書記は？　部活総括は？」

「……」

「来ないならいいわよ。三人だけで始めるから」

「生徒会総会は参加資格者の三分の二の出席がないと、開かい催さいが認められないんですわ」

　高山は言いづらそうに言う。

「どういうつもり？　今年を締めくくる大事な会議なのよ。新生徒会長の承認だってあるのに――」

「恐らく、これは生徒会による生徒会長に対する不信任かと」

　早見が真剣な眼まな差ざしでちとせ先輩を見る。

「不信任？」

「生徒会長として認められない、ということだと思います」

「認められないですって？　本当にそうなら一人一人私の前に立たせて、不信任の理由を話させてやるわ！」

　ちとせ先輩が立ち上がって、教室を出ていこうとする。

　オレはちとせ先輩の腕うでを掴つかんだ。

「やめましょうよ」

　キッと睨にらまれた。

「なんでやめるのよ！」

「みんなバッシングを受けるのが、怖こわいんですよ」

「そうなの？」

　ちとせ先輩が早見たちの方を見る。

　早見が手のひらを上へ向けてゆっくり頷うなずいた。

　これほど集まらないとは思わなかった。そして、きっと井いの上うえさんは、ちとせ先せん輩ぱいに救われた井上さんはきっと来ると……。胸むねの中にカラッカラの荒こう涼りよう感が広がった。

「むう」

　ちとせ先輩は頬ほおを風船のように膨ふくらませて、再び元の席に座る。

　机に両りよう肘ひじをつき、手の上に顎あごをのせて早はや見み、高たか山やまへ白い目を向ける。

「二人はどうなの？　二人とも不信任？」

「いえ、わたくしは、生徒会長の正体がどうであろうと、生徒会長は生徒会長だと思いますから、最後までついていきます」

「僕は以前から知っていましたから、今更不信任なんてしませんよ。バッシングも怖こわくないですし。むしろ、この状じよう況きようから生徒会長がどう行動するかの方が興味ありますしね」

　ちょっぴり顔を上気させている高山に、前まえ髪がみをかきあげる早見。

「……ありがとう」

　ちとせ先輩は弱々しく微笑ほほえんだ。

「じゃあ、もっと実務的な話に戻しましょう。高山さん、こういう状況だと純すみ人との生徒会総会の承認は無む理りなのよね」

「そうですね。総会が開けなければ生徒会の同意も得られませんから」

　高山がペラペラと分厚い生徒会運営のしおりを開く。

「じゃあ、いつまでも純人は生徒会長になれないの？」

「いえ、それはまた違ちがいまして、生徒の投とう票ひようで選ばれた生徒会長は絶対ですから。来年、星ほし野のくんが新たな生徒会総会を組織して、そちらから信任を受ければよいかと思います。今の生徒会総会の承認は受けられなかった。というだけの話ですから」

「じゃあ、今日の就業式の時、純人の就任演説はやってもいいわけね」

「や、やられるおつもりですか？」

　高山の顔が青くなった。

「もちろん。私もやるわよ」

「勇気ありますねえ、生徒会長」

　早見が呆あきれた顔をする。

「今の状況で生徒会長が壇だん上じように立ったら、講堂は大パニックになりますよ」

「やるわよ。私は絶対、純人を終業式で生徒会長に任命するし、あと、私自身の正体を、きちんとみんなに見せるわ」

「本気ですか!?」

　早見の声が裏返った。

「本気よ。みんなの前でもう一度、『外の人スーツ』を脱ぐ。たぶん、みんな、生で見たいと思ってるんでしょうから。その願いを叶かなえてあげるわ。これは挑戦よ」

　ちとせ先輩が決意の篭こもった目で会議室を見渡す。

　早見と高山が立ち上がる。

「そういうことなら、その勇気に免じて僕は生徒会長に協力しましょう」

「わたくしも、全面的にバックアップしますわ」

　ちとせ先せん輩ぱいも立ち上がると嬉うれしそうに頷うなずいて、もう一度あの言葉を口にした。

「ありがとう」



　　　☆



　静かになった生徒会会議室に、オレとちとせ先輩、結ゆ衣い、要よう垣が内うちの四人が残っていた。

「よかったですね。あの二人が味方になってくれて」

　終業式後、ちとせ先輩の名めい誉よ回復のための打ち合わせを約束して、早はや見みと高たか山やまは教室に帰っていった。行動力のある二人だから心強い。

「ちっともよくないわよ」

　ちとせ先輩は憮ぶ然ぜんとした表情で、コの字型に並べられた机の中に入っていく。

「え？　どうしてですか？」

「最初は生徒会の援助を取りつける予定だったでしょう!?」

　怖こわい顔で睨にらまれた。

「それはそうですけど……ああいう状じよう況きようなのだから仕方がないのでは？」

「そうですよ。二人でも味方が増えて御おんの字じです」

　結衣がウンウンと頷く。

「御の字じゃないっ！」

　ちとせ先輩が拳こぶしをつくった両手を振り下げた。

「だって、ちょっと前まで一緒に、生徒会をやってきたのよ。みんな。みんな私と一緒に、学校を運営していこうって言ってたのよ？　それがなに？　私が機械の体に入っていたら、いきなり無視なの？　そんなのってあり？」

　湯気が出てきそうなくらい顔が真まっ赤かだった。それぐらい怒っていた。

「無む理りもないですよ。誰だれだってこのバッシングの中、ちとせ先輩を応おう援えんしにくくなりますよ。きっと気持ちは、早見たちと同じで応援していますよ」

「そんなの認めないわ」

　床に向かって吐き捨てるように言った。

「認めないったら認めないんだから。だって、ついこの前まで一緒に生徒会を開いて、一緒に色々決めてたんだから。だから絶対に認め……」

　――グスン。

　鼻はなを鳴らす音。

「ちとせ先輩？」

　ビックリしてちとせ先輩の顔をうかがった。

　ちとせ先輩は体を震ふるわせながら下を向いていた。

　ポタポタ――。大きな瞳ひとみから涙がこぼれ落ちた。

「絶対に認めない……んだから」

「ちとせ先せん輩ぱい」

　慌あわてて駆け寄った。

　ちとせ先輩はポロポロと大粒の涙を流していた。本泣きだ。ちとせ先輩が『外の人スーツ』でこんなに泣くのを見るのは初めてだ。

「この体じゃ……あんまり泣きたくないのに」

　震ふるえる声。オレはうろたえるだけだった。ちとせ先輩がこの姿で大泣きすることが、オレにとっては衝撃的すぎて、何もできなくなったのだ。これが『中の人』なら、すぐに慰められるのに、相手が『外の人』だと体が凍りついた。

　オレの後ろにいた結ゆ衣いがさっとハンカチを差し出して、ちとせ先輩の背せ中なかをさする。こういう時の女の子同士のフォローってものすごいよな。

　ちとせ先輩は渡されたハンカチで涙を拭ふいた。

「ありがと」

「大丈夫？」

「うん」

　ちとせ先輩は顔を上げると、部屋の真ん中からぐるりと会議室を見渡した。

「人と人との関係って、簡単に消えちゃうのね。思ったより希薄なのかな」



    

  
    
      



    

  
    
      「ちとせ先せん輩ぱい……」

「私が被かぶり物をつけて生活していた。それだけでそれまでの繋つながりなんて切れちゃうんだ」

「そんなことないですよ。オレだって結ゆ衣いだって要よう垣が内うちだってそれにあの二人だって、ちとせ先輩を受け入れたじゃないですか」

「でも、純すみ人とも神楽かぐらも、一度は私を裏切ったじゃない」

「そ、そのことは言わないでくださいよ……」

「もっと強い結びつきが欲しいな。ちょっとやそっとじゃビクともしない、強い結びつき」

　ちとせ先輩は目を糸のように細めた。

　嫌いやな予感がする――。

「行っちゃおうかな。…………栗くり林ばやし家」

　ポツリと。

「ほ、本気ですか？　ちとせ先輩」

「栗林家に行けば、私の家族がいるじゃない。お母さんはいないかもしれないけど、おじいちゃんがいる。家族ならどんな時だって私の味方でしょう」

　ちとせ先輩は遠い目をしたまま続ける。

「そうしたら、もう何にも出なくていいわけだし。気持ちだってスッキリ。なんというか、新しい門出みたいな感じ？　結けつ構こう、いいかも」

「ち、ちとせ先輩？」

「もう終業式だって出なくていいわ。あの佐さ々さ木きって人のところに行って、それから――」

　パチ――ン――。

　乾いた音が響き渡った耳がキーンとした。

　頬ほおを押さえるとちとせ先輩。それを結衣が睨にらみつけていた。

「よくそんなことを星ほし野のくんに言えるわね。今まで生徒会長が『外の人スーツ』から出るためにどれだけ頑がん張ばってきたか知ってるんでしょう？　それを関係が希薄とか！」

「……」

　ちとせ先輩は言い返さない。赤い頬を押さえたまま、弱々しい目で結衣を見ている。

「それを今更、投げ出すって、それって無責任じゃない？　もともとあなたが星野くんに出させてほしいって言ったんじゃない」

「……神楽には今の私の気持ち、分からないわ」

「うん、分からない。でもあなたが理不尽なことを言ってるのは誰だれにだって分かるよ。今日の終業式のために今まで頑張ってきたんじゃない。それを全部投げ出して、逃げるなんて、そんなのおかしいよ」

「……」

　オレはちとせ先輩と結衣を交互に見ながら、慌あわてるだけだった。女の子同士の友情は美しいが喧けん嘩かは怖こわい。要垣内も結衣の後ろでハラハラした表情をしている。

　結衣が急に笑みを浮かべる。なんだか悪女のような不敵な笑いだ。

「まあ、でも、生徒会長がどうしても栗くり林ばやし家だかなんだかに行くというなら、ボクは止めません。でもその代わり、星ほし野のくんはボクがもらいます」

　そう言って、ギュッとオレに腕うでを絡ませてきた。

　はっ？

「そんなことは許さないわ」

　弱々しかったちとせ先せん輩ぱいの瞳ひとみに、急に火が灯ともった。

「許さないって言われても、生徒会長はどこかに行っちゃうんでしょう？　だったらもう関係ない人じゃない。だったら星野くんはボクのもの」

「むむっ」

「もうあなたにどうこう言われる、筋合いなんてないんだから」

　腕を絡ませる力が強くなる。肘ひじが結ゆ衣いの胸むねにかすかに当たって幸せ、いや、けしからん。

「とにかく、その腕を離しなさい」

「いやです。関係者でもない人に、とやかく言われる筋合いはありません」

「じゃあ強制的に離させます」

　ちとせ先輩が反対側の腕を持って引っ張ろうとする。先に離した方がオレの真の母、じゃない！　なんだこの展開は。

「スト――――ップ!!」

　オレは悲ひ鳴めいのような声を上げた。

「「なによ、ストップって!!」」

「あ――あ――、オレの言うことを聞いてください。二人とも手を離して」

　二人はお互いを牽けん制せいするように注意深く手を離す。

「ちとせ先輩。さっきの話ですけど……、確かにオレは一度はちとせ先輩を裏切りましたよ。結けつ構こう、酷ひどいこと、言いましたし」

「別にそのことはもういいんだけど」

「結衣もちとせ先輩の敵をやってた時もありましたよ。でも、オレも結衣だって今は、ちとせ先輩のことを認めています」

「べ、別に、ボクはまだ認めたわけじゃあ」

　オレは結構、真剣な目で結衣を見る。

「はいはい。ボクも生徒会長のことを認めてます。というかむしろ好き。萌もえ。愛してる」

「なにもそこまで言わなくても……。まあつまり要するに、そりゃ最初は、誰だれだって混乱して、心の整理だってつきませんよ」

「混乱？」

「ええ。そりゃ混乱しますよ。生徒会長だって思っていた人が機械の体で、その中から違ちがう女の子が出てきたら」

「違う女の子じゃなくて、本物のちとせよ」

「ええ、それはよく分かってますって。でも最初は混乱しますよ。ちょっと怒っちゃう人だって、たぶんいます。生徒会長との繋つながりが強ければ強いほど、そうなりますよ」

「そう……かな？」

「そうですよ。だから、人との関係が希薄とかそういうんじゃなくて、その逆ですよ。でも、みんなオレや結ゆ衣いと同じように、ちとせ先せん輩ぱいの『中の人』のことを知れば、ちとせ先輩のことを認めるようになるはずです。これは絶対です」

「絶対？　本当に？」

「本当ですよ。だって、ちとせ先輩『中の人』はいい子ですし、可愛かわいいですし」

「いい子で可愛いかあ」

　ちとせ先輩は顔をホクホクさせた。オレは結衣に足をギュッて踏まれたが。

「終業式に出て、『外の人スーツ』を脱いで、学校のみんなに『中の人』の姿を見せつけましょう。その時、オレも一緒に壇だん上じように上がりますから」

「えっ？」

　ちとせ先輩が驚いたように目を大きくする。

「いや、だって、どうせ新生徒会長の就任の挨あい拶さつもするんでしょう？　だったら一緒に上がって、説明した方がいいじゃないですか」

「それはそうかもしれないけど……」

「今まで『外の人スーツ』を着ていて、それで結果的に騙だましてしまったことを謝りましょう。きっと分かってくれる人だっていますし、すぐに分かってくれなくても、いつかは理解してくれます。栗くり林ばやし家に行くかどうかは、その後、決めてもいいんじゃないですか？」

「う――ん」

　ちとせ先輩はチラッと結衣を見た。

「そっちの二人は……どう思う？」

「えっ？　ボク？」

　結衣は意表をつかれたように、自分の顔を指差した。

「……ボ、ボクだって、ここ二ヶ月ぐらい、生徒会長のカミングアウトのために頑がん張ばってきたんだから、今更、やめるのは、いやかな」

　結衣は顔を背けて、口をモゴモゴさせるように言った。

「拙せつ者しやも学校でちひろ殿、いや、生徒会長の『中の人』の姿を見てみたいですぞ」

　要よう垣が内うちもここぞとばかりに手を上げた。

「そう」

　ちとせ先輩はしばらく考えこむような顔をした後、コクリと頷うなずいた。

「分かったわ。予定通り、この後の終業式で、私は『外の人スーツ』を脱ぐ。それに卒業式までの数ヶ月を『中の人』の姿で過ごしてみるわ。その間に純すみ人とが言うようにみんなが『中の人』を受け入れてくれるかどうか……。それを見て栗林に行くかどうか、ゆっくり考えることにする」

「それでこそ、ちとせ先輩ですよっ！」

　オレは力強くかぶりを振った。

　最終的にちとせ先せん輩ぱいがどういう結論をつけるか、それは分からない。ちとせ先輩の人生に関かかわることで、オレがとやかく言えることじゃない。ただその選せん択たくに、オレや結ゆ衣い、クレマチス高校のみんなの選択が関われるのは嬉うれしいことだ。

「生徒会長がカミングアウトする時、星ほし野のくんと一緒にボクも壇だん上じように上がろうかなあ」

　結衣がなんだか興奮気味に言った。すぐに、ちとせ先輩が両手でバッテンをつくった。

「それは駄だ目め」

「ぶう。どうしてですか？」

「だって、今日は私と純すみ人との二人のステージなんだから」

「なんですか、それ。そう言われると、ますますボクも上がりたくなってくるな」

「いいわよ。上がっても。その代わり私が話している間は、端の方に体操座りしていてね」

「むっ。数分前までメソメソしてたのに、もうそんな憎まれ口が叩たたけるほど回復ですか？」

「ホホホ」

　口に手を当てて笑うちとせ先輩。結衣の言葉通り、もう大丈夫そうだ。

「じゃあそろそろオレたちも講堂に移動しますか」

「うん、そうだね」

「じゃあ、がんばりましょう」

　四人で「エイエイオ――！」って声を揃そろえる。――と、

「盛り上がっているところ、悪いんだが――」

　ガランと生徒会会議室の扉とびらが開いた。

　ちなつだった。白衣を翻ひるがえし長い黒くろ髪かみを揺らしながら入ってくる。

「あんた今まで何してたんだ」

　ちなつはオレをガン無視して机を軽やかに乗り越えると、ちとせ先輩の前に立った。

「ちとせ」

「は、はい」

「大体の話は聞かせてもらった。が、もう一度、お前の意思を聞こう。今すぐ栗くり林ばやし家に行く気はあるかどうか？」

　一切の無む駄だを省いた一直線の質問だった。ちとせ先輩が怯ひるんだように生なま唾つばを飲みこむ。

「分かりません。でも、少なくとも今は行く気はありません。少なくとも三月までは」

「そうか……。それは困った」

　ちなつは顎あごに手を当てて、考えこんだ。

「な、なんだよ。なにか問題でも発生したのかよ？」

「どうやって三月までちなつを栗林に取られないか、それを考えているだけだ。もっと言うと、今日、終業式の後、どうやってちとせを無ぶ事じに学校から脱出させるか」

「無事に脱出させる？　どういう意味だ？」

「気がつかなかったのか？　午後からここを佐さ々さ木き以下、特殊部隊が取り囲んでいる」

「気がつくかよ！」

　窓から小雨が降りしきる外に目をやる。しかし、それらしいものは確認できない。

「特殊部隊ってなんだよ。どのくらいの規模なんだ？」

「五十から百。一個小隊規模だな。正式名称は栗くり林ばやし親衛隊。まあガードマンに毛が生えたぐらいの連中だが、それなりに訓練は受けているはずだ」

「まさか学校に襲撃をかけるつもりか？」

「こんなに人が多い学校に突入してくる度胸は、さすがのあの男にもないだろうさ。しかし、外に出れば周囲に誰だれがいようと取り囲んで拉ら致ちする。それは確実だ」

「どうすんだよ」

　普通、そこまでするか？　栗林家の話をちとせ先せん輩ぱいが知ったのは昨日の話だぞ。

「外に出て捕まるのなら、学校の中にいればいい。栗林なら国家権力を味方につけることだってできる。警察を導入されたら逃げ場がない。だから、ここでちとせを守る」

　ちなつは親指を下に向けた。

「学校に篭ろう城じようする気か？」

「佐さ々さ木きは夜になって学校から生徒が帰宅したら、部隊を学校内へ侵入させる。それを迎げい撃げきし、虚をついてちとせを脱出させる。その後は、私の研究所でもどこでも、ちとせを隠かくしておいて、冬休みの間に栗林家と交渉する」

「いや迎撃って、誰が、どうやって」

「もちろん、お前たちだ」

　ちなつはオレたちを見渡した。

「え？　ボク？」

「拙せつ者しやも？」

　キョトンとするみんな。おいっ、ちょっと待て。

「この面子メンツでどうやって特殊部隊に対抗すんだよ。できるわけないだろ！」

「もちろん、通常ならばそうだろう。そこで『外の人スーツ』を使う」

「スーツ？　って『外の人スーツ』？」

　ちとせ先輩のように『外の人スーツ』に入って、佐々木たちに対抗するってことか。

「この日のために私は準備をしてきたのだ。講堂の倉庫に何体も『外の人スーツ』を隠している。あと、ちとせが隠れるためのセーフルームも造っておいた」

「なに学校の教室を勝手に改造してるんだよ！」

「どうしてこんな学校の物理教師をやってきたと思ってたんだ？　ちとせが『外の人スーツ』から出ると言った時から、学校が戦場になることはある程度予測していた。もちろん、ちとせを『外の人スーツ』から出すことに協力した二人は戦ってくれるよな？」

　ジロリと狩りをする猛もう禽きん類るいのような目で見られた。

「いやオレはともかく、結ゆ衣いは女の子だし……」

「『外の人スーツ』に乗ってしまえば、男も女も関係ない。身体能力はスーツに依存する。それに、第一、お前はこの娘こより体力ないんじゃないか？」

「うっ」

「やってくれるな」

　有う無むを言わせぬ感じに、オレと結ゆ衣いは肩を掴つかまれた。

「分かりました。戦います」

　先に結衣が頷うなずいた。

「い、いいのかよ。そんな安請け合いして」

「一度、着てみたかったんだよねえ。『外の人スーツ』」

「そんなノリかよ」

「拙せつ者しやも戦うにゃ」

　ここぞとばかりに要よう垣が内うちが存在感をアピールする。

「あとは少年だけだが？」

　ちなつが嫌いや味みな顔を向けてきた。

「当然、やるに決まってるだろう」

　憮ぶ然ぜんと言ってやる。ちなつはニヤリと笑った。

「オッケー、これで三人。しかし、まだ全然手が足りない。だからもっと仲間を集めてほしい。いくら私のスーツが優秀でも、数で押されたら押しきられるぞ」

「あと四人くらい、協力してくれそうなヤツは知ってるが……」

　浦うら乃のに高たか山やまや早はや見み、あと真田さなださんが手を貸してくれるかもしれない。

「それで全部で七人か……。できればその三倍は欲しいが」

「分かった。募ってみる」

　と言っても、あては今のところないが……。

　五時間目の授業が終わる予鈴が聞こえてくる。そろそろ終業式参加のために、学生が講堂に集まり始める時間だ。

「時間だわ。姉ピョンは終業式には？」

「迎げい撃げき準備で、出席している余裕はないな」

「終業式が終わったら、オレたちはどうすればいい？」

「迎撃部隊は十八時に校舎の中央玄関前に集合だ」

「了解」

　オレたちは顔を見合わせると、緊きん張ちようした面持ちで頷きあった。





　講堂の雰ふん囲い気きは意外なほど普通だった。一学期の終業式、二学期の始業式の時と同じで、式前のほどよい喧けん騒そうに包まれている。オレたちはちとせ先せん輩ぱいと別れて、一年Ｃ組の集合場所へ向かう。

　パイプ椅い子すに座って、耳をそばだてる。

　ここもいつもと違ちがう感じはしない。隣となりと他愛のない話題で盛りあがるクラスメイト。それもいつもと同じ。

　でも、なにか。なにか違う。周りのみんな、一年Ｃ組だけじゃなくて講堂中の雰ふん囲い気きが、どこかソワソワしている。終業式で何かが起こると、みんな思っている。

　号外に書いていなくても、なんとなくみんなそれに気がついているのだ。生徒会長の話の時に何かあるって……。いや。もしかするとオレが浮き足だって、勘違いしているだけかもしれない。

　時間が来る。

　進行の声で講堂の中は静まりかえり、普通通りに終業式は始まった。

　壇だん上じように上っていく理事長先生――。

　もう数分したら、自分もあそこに上がらないといけない。膝ひざの上に置いた握にぎり拳こぶしが自然と汗ばむ。

　何事もなく式次し第だいは進んでいく。

　今期の優秀生徒の表ひよう彰しよう、部活動で活躍した部への表彰。各委員からの伝達事項。

　すべてスムーズに。

　そして――。

「で、では、続きまして生徒会からの伝達です。生徒会長・姫ひめ宮みやちとせさん」

　進行の声が、少し震ふるえていた。

「はい」

　凜りんとした声と、パイプ椅い子すから立ち上がる音。

　カツカツカツ、威風堂々と歩く足音。

　ふんわりと揺れる髪かみ。いい匂においが鼻び腔こうの中を漂う。

　入学式の時のことを思い出す。そう、あの時、オレは初めてちとせ先せん輩ぱいに出会ったんだ。

　あの時は、ちとせ先輩はオレの横を通り抜けただけだった。

　でも、今回は違う。

　オレの横でピタリと立ち止まる。

　オレも立ち上がった。それから二人並んで歩き始める。

　ザワメキが起きる。当然だな。お騒がせ中の二人が、壇上に向かっていくのだから。

「ブ――ブ――」

　どこかでブーイングが上がった。

　それに続くように、講堂のいたるところからブーイングが起きた。たちまち、ブーイングの大合唱になる。

　ちとせ先輩の顔を横からうかがう。

　少し上気した顔で、これから向かう壇上をジッと見つめたまま歩を進めている。

　きっと我慢してる。本当はこの場から逃げ出したい。逃げ出して、学校を取り囲んでいる佐さ々さ木きのところに行けば、今のこの試し練れんから解放される。そっちの方がずっと楽だ。

　でも、ちとせ先せん輩ぱいは敢あえて、茨いばらの道を進もうとしている。だったらオレはその気持ちをアシストしないと。

　オレはちとせ先輩の手をとった。ギュッて握にぎり締めた。

　ちとせ先輩がちょっと驚いたように目を開いてオレを見る。その後、オレよりも強い力でオレの手を握り締めた。

　手を取り合ったまま、オレたちは壇だん上じようへ登っていく。

　さらに強くなるブーイング。その中に、オレとちとせ先輩の周囲だけにひっそりとした、異次元の小さな空間が広がっている気がした。

　壇上に立つ。

　オレとちとせ先輩は並んで立って、講堂を見渡した。

　足がすくむ。クレマチス高校の全生徒の目がこっちに集中していた。そのほとんどが悪意の篭こもった目。以前やった演説の時とは明らかに違ちがう。

　マジで怖こわい。人の集まりがこんなに怖く感じたのは初めてだ。

　ちとせ先輩はオレの手を離すと、講演台へ一歩歩み寄った。

「こんにちは。姫ひめ宮みやちとせです」

　小さく会え釈しやくして、平然と言い放った。

　ブーイングがやむ。ちとせ先輩の自信に満ちた態度に怯ひるんだのだ。

「今日はみなさんにお話ししないといけないことがあります。既すでに一部の報道などを通じてご存知かもしれませんが、私のこの体は本物の体ではありません。機械でできています」

　講堂はシン、と静まりかえった。

「私がこの体の中に入ったのには理由があります。それは私、いえ、この体の中に入っている本当の私が、人に顔や体を見られるのが嫌いだったからです。いわゆる対たい人じん恐きよう怖ふ症しようという症状です。だから、私はずっと、もうずっと小学校に入学する前から、この作り物の体の中で生活してきました」

　みんな、どう思っているだろう。

　ただの言い訳だって思っているだろうか？　それともそれなら仕方がないと受け取ってくれるか――。

　たぶん、どちらでもない。みんな、状じよう況きようを飲みこめていないのだ。ちとせ先輩が対人恐怖症だなんて、すぐには受け入れられないから。半年ほど前のオレと同じように。

「言葉で言ってもよく分からないと思いますので、脱ぎます」

　ゴクリ――。

　クレマチス高校の全校生徒が生なま唾つばを飲んだような、そんな気がした。

「純すみ人と……いくわよ」

　ちとせ先輩がこっちを見た。オレはガクガク震ふるえながら頷うなずいた。

「純人ったら、緊きん張ちようしすぎ。脱ぐのはアンタじゃなくて、私なんだから」

　ちとせ先輩が笑う。もしかしたらちとせ先輩がこの姿で微笑ほほえむのはこれで最後かも、そんなことを思う。

「じゃあ、いくわよ」

　ちとせ先せん輩ぱいがスラッと両手を上げた。

　プッシュ――。

　背せ中なかから蒸気が周りに噴き出し、ちとせ先輩の上半身がゆっくりと後ろに倒れていく。

　循環液が止まり、ちとせ先輩の肌から急速に温あたたかみが消えていく。

　クレマチス高校の全校生徒に曝さらけ出だすように、ちとせ先輩の『外の人スーツ』の上半身は開かれた。

　そして中から……。中からちとせ先輩の『中の人』が現れる。

　クレマチス高校の制服に身を包んだ四し肢し、濃緑のリボンで結ばれたツインテール。初めて見る、化粧したちとせ先輩（中）だった。

　オレはちとせ先輩を脇わきから抱っこして、『外の人スーツ』から下ろした。空になった『外の人スーツ』は横に移動させる。

　ちとせ先輩（中）は踏み台に乗って、講堂中を見渡した。

　強い。しかしどこか不安げな眼まな差ざし。

　小さくザワメキが起こる。文化祭の劇を見た人が思い出したのかもしれない。

「これが本当の姫ひめ宮みやちとせです」

　ペコリと頭を下げた。

「ちとせは、つい最近まで、この姿を沢たく山さんの人に見せることができませんでした。こうやってスーツを脱ぐことができたのは、ここにいる星ほし野のくんの協力のお陰です。私がこの姿で最後の学校生活を送りたいという希望を聞いてくれました」

　講堂中の視線がオレに向けられた。

　その時、群ぐん集しゆうの中で誰だれかが立ち上がった。結ゆ衣いだ。

「星野くんだけじゃないです。ボクも生徒会長の正体は知っていました」

　訴うつたえるように胸むねを押さえていた。

「最初はものすごく驚いて、腹はらも立ちました。でも、本当に生徒会長が対たい人じん恐きよう怖ふ症しようだってことが分かると、生徒会長が“〝被かぶり物”〟を脱ぐのを協力したくなった。小さい方のちとせ先輩が本物だと頭を切り替えることができたから。だからみんなも。それに……今まで生徒会長は学校のみんなのために色々とやってきてくれた。体育祭や文化祭を成功させるために、生徒会長が頑がん張ばったこと、みんな知っていると思います。“〝被り物”〟をつけていたから、そのことが無価値になることはないし、むしろ“〝被り物”〟をつけていたからこそ、学校やみんながしてもらったこと、きっとあると思う。だから――」

　それだけ言って、結衣は席につく。

　ガタッ――。二年生の女子の席で音がした。

　立ち上がろうとする井いの上うえさんがいた。が、オレと目があうと、また座ってしまった。

　ちとせ先輩はもう一度、講堂を見渡す。

「ちとせは今まで、皆さんに嘘うそをついていました。嘘をついてきた自覚もあります。ゴメンなさい。本当にゴメンなさい――。でも、もう、嘘をつきません。卒業するまで、『中の人』の姿で生活します。だからどうか、それを受け入れてくださいです」

　静まり返った講堂の中。

　ブーイングもない。

　拍手もない。

　ただ静せい寂じやくだけが包みこんでいる。

「ちとせの生徒会長としての責務は、この伝達で終わりです。明日からは星ほし野の純すみ人とが生徒会長になります。ちとせが来年の生徒会長に星野純人くんを推すい薦せんしたのは、ちとせが『外の人スーツ』を脱ぐために、純人が一生懸命頑がん張ばってくれたからです。純人ならこの学校をいい方向に向けてくれるって、思ったからです」

　ちとせ先せん輩ぱいがマイクをオレに向けた。

「ええっと……」

　メチャクチャ、喋しやべりづらい。みんながどう思っているのか、分からないし。

「ちとせ先輩の説明の通りで、オレがつけくわえることはないんですけど。オレがちとせ先輩の秘ひ密みつを知ったのは、本当に偶然です。その時の気持ちは、たぶん今度のことでちとせ先輩の秘密を知ったみなさんと同じだと思います」

　こんなんでいいんだよな？

　振り向くとちとせ先輩が頷うなずいていたから、そのまま続けた。

「その時は、とにかくショックでした。それ以外に言葉がないくらいに。でも、すぐに気がついて。なんていうか、中と外がいるけど、結局は同じ姫ひめ宮みやちとせだって。だから、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱ぐことに協力しようって思いました。それは、さっきの、結ゆ衣い、いえ神楽かぐらさんと同じ気持ちだと思います」

　結衣が頷いているのが見えた。

「ただ、それと、オレが生徒会長に選ばれたのはたぶんあまり関係なくて、学校のみんなに選ばれた理由は、ちとせ先輩が公認してくれたからだと思います。“〝被かぶり物”〟を被ったちとせ先輩が、です。もし、それを騙だましたと思われるのでしたら、来年、リコールでもう一度信任を問う選挙を行ってくださっても結けつ構こうです」

　ちとせ先輩を見る。怒っているかと思ったけど、そんなことはなかった。じっと、オレの話を聞いてくれていた。

「あと、最後に。ちとせ先輩は、今、ちょっとピンチな状態にあります。詳くわしく話すと混乱が予想されるので言えませんが、このままだとちとせ先輩はどこかに連れていかれます。もし、ちとせ先輩とオレの話を聞いて、ちとせ先輩が卒業式まで『中の人』の姿でクレマチス高校にいられるよう協力してくれる人は、夜、正門玄関の前に集まってください。みんなの助けが必要なんです。以上――」

　ちとせ先輩にマイクを戻す。

　ちとせ先せん輩ぱいももう喋しやべることはない、という風にマイクをスタンドに戻した。

　上がった時と同じように、『外の人スーツ』を再び着たちとせ先輩と一緒に、壇だん上じようから下りていく。また手を繋つないで。

　ちとせ先輩もオレも、そして結ゆ衣いも。十分にやった。これ以上、言うことはない。

　その気持ちがみんなに伝わったかどうか……。

　相変わらずブーイングも喝かつ采さいもない講堂。みんなの顔を見ても、なんだか呆ぼう然ぜんとしていて、怒っているのか、感動しているのか判断のつかない表情をしていた。不安になりながら、オレは講堂の中を進んでいき、ちとせ先輩と別れてもといた場所に戻る。

　進行役のナレーションが入り、終業式は再び式次し第だい通りの進行に戻る。生徒会からの伝達に引き続き、運動部、文化部代表からの伝達……。

　ちとせ先輩とオレが壇上でやったスピーチが夢かなにかだったかのように式は進み、そして、何事もなく終わった。



    

  
    
      
５章降こう誕たん祭さいのファンファーレ大勝利





　冬とう至じを越えて若干、日が長くなってきているはずなのだけど、二日やそこらではそれを実感できるわけもなく、夕刻を過ぎるとすぐに空は真っ黒な墨色に覆い隠かくされる。

　雨は未いまだにしとしと降り続いている。予報によると夜には雪になるらしい。

　今日は部活動もない。終業式を終えたほとんどの生徒たちや教師たちも、早々に引き上げて鳥のモモ肉やケーキの待つ自宅やパーティへ行ってしまった。

　午後十八時、クレマチス高校校舎の正面玄関前――。薄うす暗くら闇やみに包まれた左右のステップに影が集まっていた。

「たったこれだけかあ……」

　両手に白い息を吹きつけながら、オレは呟つぶやいた。

　予想された人間だけがそこにはいた。早はや見み、真田さなださん、高たか山やま、オレ、要よう垣が内うち、結衣、浦うら乃の、そしてちとせ先輩の八人だ。

「たった、はないだろう。ボクや真田くんは屋敷で行う盛大なパーティをキャンセルして来たんだぜ？　もしそうなら六人だったんだ」

　早見が不満そうに腕うでを組んだ。

「すまん。いや、感かん謝しやはしているんだ。ただ、アンタは来てくれると思っていたから」

「信用されるのは悪くないが、正直なところ、相当、迷った。本当なら今いま頃ごろ、沢たく山さんのメイドたちに踏まれながら、ジョニィ・ビー・グッドを歌っていたところだ」

「いや、ホントにすまん」

　オレは拝おがむように手を合わせた。実際、ありがたい戦力だ。

「もう誰だれも来てくれなさそうですね……」

　ステップに座ったちとせ先せん輩ぱい（中）が鼻はなをグスンといわせた。

　元々、過剰に期待はしていない。あのバッシングだったし、おまけにイブだし。それでももうちょっと集まるかな、とは思っていた。

「仕方がないよ。あんまり時間がなかったから。でも、たぶん、ちゃんと二人の声はみんなに届いたと思うよ」

　結ゆ衣いがちとせ先輩の肩に手をのせる。

「神楽かぐらのもですよ」

　ちとせ先輩が微笑ほほえむと、結衣は照れくさそうに手元のツンテールを上げ下げさせた。

「生徒会長はもう、『外の人スーツ』は着ないの？」

「ええ。ちとせはもう『外の人スーツ』は着ません」

「でも、栗くり林ばやし家に狙ねらわれていることを考えると、『外の人スーツ』を着ていた方がいいんじゃない？　とっさの時に戦えそうだし」

「ええ、分かってます。でもちとせ、終業式を最後に着ないって決めましたから」

「そっか」

　もしかしたら今日がクレマチス高校にいられる最後かもしれないから、とちとせ先輩はオレに打ち明けていた。

「真田さなださんは、いつその格かつ好こうに着替えられたんですか？」

　オレは真田さんの方を向いた。黒いワンピースに白いエプロン、カチューシャ。久しぶりのメイド服姿の真田さん。やっぱ、制服姿よりも板についている。

「終業式の後。戦闘が行われる可能性があると聞いて、戦闘スーツを持ってきてました」

「それ、戦闘スーツ……なんですか」

　戦闘スーツといえば浦うら乃のの方も、いつか見た体にピッタリフィットする黒い服に身を包んでいる。手には革手袋。準備万端という感じだ。

「おっ、集まっているな」

　正面玄関から白衣を翻ひるがえしてちなつが現れた。割とスタイルには気を使うちなつにしては珍しく、乱れた前まえ髪がみ。終業式の後、オレたちですら出入り禁止した物理部教室に引きこもって、攻防戦の準備をしていた。

　全員を見渡す。

「なんだ、少ないな」

「すまん……」

「一応、今日、ちとせのために集まってくれた理由を聞かせてもらおうか」

　うな垂だれるオレを無視して、ちなつは一人一人の顔を真剣な表情で見ていく。本当に一緒に戦える仲間なのか、見極めようとしているかのようだった。

「ボクはまあ、素顔を出した生徒会長、いえ、元生徒会長が学校内の危機をどうやって乗り越えていくか興味があるだけですよ」

　早はや見みは前まえ髪がみをかき上げた。

「私は翔しよう太た郎ろうさまと行動を共にするだけです」

　真田さなださんはうっすらと微笑ほほえむ。

「最後に星ほし野のくんたちの力になりたい」

　コクリと頷うなずく浦うら乃の。

「ボクはちなつ先生に直々に指名されちゃったしね」

　結ゆ衣いは気持ちよさそうにノビをした。

「私は前生徒会長にどこまでもついていく所存ですわ」

　と高たか山やま。

「拙せつはもちろん、『中の人』命ですから」

　そういえばさっきから、要よう垣が内うちはちとせ先せん輩ぱい（中）に熱い視線を送っているな。

「少年、お前はどうなんだ？」

　ちなつはオレを見た。

「オ、オレ？」

「あ？　お前だけはこれから帰るのか？」

「なわけないだろ！」

「じゃあ、ここにいる理由があるのだろ？」

「オレは……」

　チラっとちとせ先輩を見る。なんだか期待するように目を大きく開いていた。

「オ、オレが今まで頑がん張ばってきたのは、ちとせ先輩が『外の人スーツ』を脱いで残りの学校生活を送るためなんだ。今更、他人にちとせ先輩を取られてたまるか」

「おっ、今のは熱かったね」

　早見にヒュ――って茶々を入れられた。

「っま、いいだろう」

　ちなつはにんまりと笑うと、親指で校舎を指差した。

「さあ、物理部に来てくれ。クリスマスパーティの準備だ！」



　ちなつが宿直の人を帰らせて、完全に無人になった校舎。その中を、非常用電灯だけを頼りに歩く。

　ただでさえ気温が低いのに、人がいない不安もあって一層寒さむく感じる。床の冷たさが上履きを通して足の裏に伝わってきた。

　三階の物理階段教室の前まで来る。

　ちなつが教室の扉とびらを開いた瞬間、オレは思わず「おおっ」と声を上げた。黒板の前に上半身の開いた等身大の人形のようなものが並べられていた。『外の人スーツ』だ。その数、ざっと三十体ぐらい。

「よく、今までこんなものをそれもこんなに沢たく山さん、学校に隠かくせたな」

「これ全部使われるくらい、人が集まると思っていたんだが」

「悪かったな。オレのカリスマが足りなくて」

「ほんとに、悪い」

「これ、生徒会長の『外の人スーツ』とちょっと違ちがいますね」

　結ゆ衣いの言葉通り、並べられた『外の人スーツ』は今までに見たことのないタイプだった。顔の部分が完全に隠れてなくて、代わりに背筋から繋つながったヘルメットみたいなもので頭部を守る構造らしい。

　そして、最大の違いは、スーツの色。赤やら青やら、なぜかどれも派手な色。表面はちとせ先せん輩ぱいのような肌のような質感じゃなくて、なんだかビニールの着ぐるみというか……。

「こ、これって……」

　結衣がまさかって顔をした。

「マジカルピピンの戦闘員の服でござるな」

　指摘したのはやっぱり要よう垣が内うちだった。

「わ――――」

　ちとせ先輩が無む邪じや気きな歓声を上げる。

「ちとせを喜ばせようと思ってこのようなデザインにしたのだ」

「お前、本気でちとせ先輩を守る気あるんだろうな？」

　オレは耳の後ろをかきながら、色とりどりの『外の人スーツ』に不ふ審しんの目を向けた。

「素人はすぐ見てくれに騙だまされる。メモリー機能や制御機能は劣るが、反応速度、スピード、最高出力だけならちとせの『外の人スーツ』を超える性能を誇るぞ」

「でも、このフルカウルじゃない感じが、なんか不安なんだが……」

「廉れん価か版ばんとはそういうものだ」

「やっぱり廉価なのかよ！」

「とにかくこれを着れば、素人のお前たちはそれなりに動けるはずだ。弾丸を跳ね返し、強く、おまけに速い。さらに、訓練された人間が乗れば最強戦士になるはずだ」

　訓練された、というのは浦うら乃のや真田さなださんたちのことだな。確かに元から桁けた外れの力を持つあの二人が着れば、特殊部隊だろうがＳＡＳの教官だろうが簡単にやっつけられそうだ。

「作戦を話す。集まってくれ」

　ちなつが教卓の上に地図を広げた。学校の見取り図だ。

　何箇所かに○と×がついている。

「目的は敵をここに誘いこみ、戦力を削ぎ、分断させ、その隙すきをついてちとせを学校から脱出させることにある」

　全員が頷うなずく。

「敵はこちらの戦力を掴つかんでおらず、ちとせの居場所も正確には分からないだろう。ただし、校舎の見取り図ぐらいは入手しているだろうから、私が講師をしている物理部を目標にすることは想像にかたくない。作戦はいかにセーフルームに匿かくまったちとせを発見させず、迎げい撃げきするかにかかっている。ちなみにセーフルームはここにある」

　一度、廊下に出ると、壁かべの電灯のスイッチに手を伸ばした。スイッチをオフの状態から、さらにオフ側に押す。するとただの壁だと思っていたところが左右に開き、小さな空洞が現れた。階段教室の、階段の下側の空間を利用した構造だ。

「こんなものをいつのまに！」

　中を覗のぞきこみながら、オレは呆あきれた声を出す。

「夏休み中に造っておいた」

　たぶん学校の誰だれもこんなところにシェルターがあることに気がついてはいないだろう。

　ちなつが再び電灯のスイッチを押す。音もなく扉とびらが閉じて元の壁に戻った。

「この扉は一度閉じると、私か、中のちとせしか開けられない。壁の強度は硬く容易には開かない。中にちとせがいれば火薬も使えまい。だから万が一、ここを発見されても、すぐにはちとせがさらわれることはない。だが、早期に学校から脱出するためには、できればここより以前で敵を叩たたく必要ある」

　再び教室の見取り図に戻る。

「物理部のある三階に来るには、三つあるどれかの階段を上る必要がある。本当なら階段を二つ破壊して、侵入路を絞らせるのがもっとも効率的な戦い方だが、仮にも教職の身として学び舎やを破壊するのは忍びない」

「当たり前だ」

「そこで三つすべての階段に防衛線をはる。まず、第三階段から上がってきた部隊は、二階の踊り場、ポイントＡで第一部隊の四名によって防衛する。早はや見み、真田さなだ、要よう垣が内うち、高たか山やまがこれにあたれ。そして、第一と第二から上がってきた敵は三階のポイントＢで撃退する」

　ちなつは第一階段側の三階踊り場を指差した。

「ここで第一階段を上がってきた敵と、第二階段側を上り廊下を通ってきた敵を迎え撃て。ここは第二部隊の四名で迎撃にあたる。星ほし野の、浦うら乃の、神楽かぐらがついてくれ」

「四名ってことは、アンタも加わるのか？」

「いや、私は物理教師室のオペレーションルームで学校に仕掛けた隠かくしカメラの情報を元に、指示を行う」

「じゃあ、誰だよもう一人って」

「ふっふっふ」

　開け広げられた物理部部室の扉の奥から、不敵な笑い声が聞こえてきた。

「こ、この声は？」

　キラリッ、とサーチライトの明かりが照らされはしなかったが、暗くら闇やみに長身の人影が浮かびあがる。揺れる明るい色の長い髪かみをハラリとやりながら現れるその姿は……。

「ち、ちとせ先せん輩ぱい？」

　いや、違ちがう。

「ちとせ自律型!!」

「じ、自律型!?」

　他ほかのみんなが一いつ斉せいに驚きの声を上げた。そうだよなあ。知らない人が見たら、完全に普通のちとせ先輩に見えるものなあ。

「あの人は『外の人スーツ』をちとせ先輩そっくりのＡＩで動かしている、完全なロボットのちとせ先輩……」

　オレの説明が終わるよりも先に、ちとせ（自律型）がこっちに向かって走ってきた。

「ロボットじゃなく、アンドロイド！」

　眉まゆを吊つり上げた怖こわい顔で睨にらまれた。ちなみに制服姿ではなく、真っ白なハイネックのセーターにジーンズというカジュアルな格かつ好こうだ。服のチョイスを誰だれがやっているのか分からないが、ちとせ（自律型）によく似に合あっていた。

「そ、そうだったね」

「そんなことよりも、純すみ人と、あなた、なにか私に言わなきゃいけないことない？」

「え？　なんですか？」

「以前、あなたと一緒に行動を共にした時、オチビちゃんをこの体の中に入れる代わりに約束したよね」

「約束？　なんて……あっ」

　そういえば一緒に遊ぶ約束をしたっけ？

「あっ！　じゃないわよ」

　ちとせ（自律型）はものすごい力でオレを腰から抱きすくめた。

「ぎゃあ―――」

　肋ろつ骨こつがギシギシ軋きしむほどのダメージを与えられつつ、一方で顔がちとせ先輩の豊満な胸むねに埋もれて幸せという状態。まさに天国と地獄。ただ一つ言えることは、このままでは腰痛持ちのオレの腰がすぐに破壊されてしまう、ということだ。

「ちょっと、やめなさいよ。星ほし野のくんが壊れちゃうでしょう？」

「そうです。壊さないでください」

　結ゆ衣いとちとせ先輩がやってきて、ちとせ（自律型）をオレから引き離そうとする。

　意外にもちとせ（自律型）は大人おとなしく腕うでを離した。でも、腕を組むと、オレにツーンとこれ見よがしにそっぽを向いた。

「ゴ、ゴメン。ほんと、色々あって。別に忘れていたわけじゃないんだけど、全然、チャンスがなくて。でも、必ず近いうちに計画するから」

「一回じゃ許さない」

「じゃあ二回」

「分かったわ。絶対、一ヶ月以内に二回よ」

「なんだか条件、厳しくなってる！」

「当然でしょ。約束破ったら、普通に厳しくなるもんなんだから」

　別に二回でも三回でも会うのはやぶさかではない。ただ、結ゆ衣いとちとせ先せん輩ぱいの目が冷たいのが気になった。

　ちなつが咳せき払ばらいをする。

「続きを説明するぞ。ポイントＢは星ほし野の、浦うら乃の、神楽かぐらに自律型ちとせを加えた四名で迎げい撃げきする。各員の『外の人スーツ』には通信装置がついていて、互いに連絡を取り合えるようになっているので、こまめに連絡を取り合うこと。なにか質問は？」

　浦乃がスッと挙きよ手しゆした。

「迎撃で、敵方にはどの程度のダメージを与えてよい？」

「どの程度とは？」

「殺しはオッケー？」

「オッケーじゃない。捕虜もとるな。あくまで専守防衛に専念しろ」

「少なくとも戦闘不能にしない限り、敵の攻撃力をそげない」

「こちらは『外の人スーツ』を着ているが、向こうは生身の人間だ。いつかは疲労のピークになるだろう。そこをつく」

「……分かった」

　そう答えつつ、浦乃はあまり納得できていない感じだ。オレもやや腑ふに落ちない。

　浦乃をボロボロにしたあのちなつの口から専守防衛なんて言葉が出てくるとは。ちなつならガンガン殺せ、お前たちなら少年Ａで済む、ぐらいは言いそうなのに。

「そろそろパーティにお客さんを迎える時間だ。各員『外の人スーツ』を着ろ」

　腕うで時計に目をやっていたちなつが顔を上げた。

「ラジャー」

　ちとせ先輩を除く七人は、思い思いの色の『外の人スーツ』に乗りこんでいく。

　オレはモスグリーンを選んだ。乗りこんでヘルメットを被かぶる。シャーって耳に音がして、一いつ瞬しゆん、視界が途切れる。スーツとシンクロしたらしい。

　手足を動かしてみる。ちとせ先輩のスーツを着た時にも感じたが、いつもの十倍体が軽かった。

　ひょこひょことちとせ先輩（中）がやってきた。

「どうですか、その『外の人スーツ』は？」

「顔が隠かくれていないのが、逆に開放的でいいですね。体の中に入った感じがしませんし」

　ちなつが横から口を挟んでくる。

「その通り。それがこの新しい『外の人スーツ』の特徴だ。これなら、ちょっとした強化スーツとしても使いやすい。リハビリや足腰の弱った老人の補助にもピッタリだ」

「いや、これはすごいですね。たぶん、結けつ構こう、売れると思いますよ。うちの会社で扱わせてくれませんか？」

　早はや見みがのん気なことをいう。戦いの前だというのに、みんなあまり緊きん張ちよう感がなかった。ピンク色のスーツの結ゆ衣いは、陸上部の癖なのかストレッチを始めている。

「それを着ていたら、ものすごいタイム出るんじゃないか？」

　からかい半分で言うと、結衣は結けつ構こうまじめな顔で頷うなずいた。

「たぶんね。一度計測してみたいなあ」

「九秒きれるかもな」

「九秒かあ。その世界、一度味わってみたいな」

　結構、本気で言ってるみたいだ。

「これが終わったら、ちなつに言って貸してもらおうよ。浦うら乃のはどう？」

「戦闘力三倍……」

　短いその言葉が心強い。

「よし、じゃあ各員、持ち場につけ」

「ラジャー」

　セーフルームに入っていくちとせ先せん輩ぱいに向かって、オレはビシッと手をコメカミに当てて敬礼する。

「星ほし野の隊員。戦地に行ってまいります」

「御武運をお祈りしますです」

　閉じられていくセーフルームの扉とびらの向こうで、ちとせ先輩がお祈りするように手を組む。

「行け、ピピンの戦士たち！」

　後ろで要よう垣が内うちがボソボソッと呟つぶやいている。

『外の人スーツ』のデザインのせいなのか、はたまた押しつぶされそうな強い緊張のせいなのか、オレたちは異い様ように高すぎるテンションで物理部階段教室を飛び出していった。



　　　＊



　十九時三十分をまわった。

　オレたちは三階の中央階段の踊り場と廊下の間ぐらいで、浦乃の指示に従って壁かべに張りつくようにして待機していた。

　緊張して暗くら闇やみに包まれた階段にジッと目をやる。

「ねえ」

　隣となりからちとせ（自律型）が話しかけてきた。なんとなく展開が予想できたので、オレはこれを無視。

「ねえったら」

　フウフウと耳に息を吹きかけられた。

　それでも完全に無視。

「ちょっと、なにシカトしてんのよ!!」

　ついにオレの首を絞め始めた。『外の人スーツ』越しでも、めちゃ痛い。

　仕方なく振り向いた。

「何ですか？」

「なんだかこうして薄暗い闇やみの中に二人でいると、恋人同士みた……」

「はい、ストップ。それ、前にも聞きました」

「恋する想おもいは何度でもリフレインするのよ」

「何を言ってるんですかこんな時に」

「こんな時だからこそよ!!」

「いや、そんな熱血されても……」

「私はただ、極限下に置かれた男女は恋に落ちやすいと言おうとしていただけよ」

「オレたちが置かれた状じよう況きよう、分かってます？　この学校は今、特殊部隊に取り囲まれていて、いつ攻めこんでくるのか分からないんですよ？」

「だから緊きん張ちようのあまりアドレナリンがどんどん分泌されて恋に落ちやすいのよ。それぐらい分かってるわ」

「いや、そんな状況の端の端だけ分かられても困るんですよ。というか、そんなに体を密着させないでくださいって」

「どうして？　アドレナリンが暴走しちゃうから？」

「いや、そうじゃなくて！」

「なにやってるのよ、二人とも！」

　反対側の壁かべ際ぎわに立っていた結ゆ衣いがやってきて、オレの前に仁王立ちになった。逆三角形に尖とがらせた怖こわい目で睨にらみつける。

「この新キャラは純すみ人とのお友達？」

　ちとせ（自律型）が囁ささやく。どうでもいいが、耳元で囁くのはやめてほしい。

　結衣のコメカミにピシッと皺しわが寄る。

「新キャラじゃありません。私は星ほし野のくんとは十年来のつきあいです。幼おさな馴な染じみなんです。毎朝起こしにいってるくらい」

「ふ――ん。だから？」

「あーあ、せっかく生徒会長はいい人になったのに、今度はまた変なのがでてくるし」

　結衣は唇くちびるを尖らせた。

「ちっこいのが『外の人スーツ』を着なくなった今、姫ひめ宮みやちとせ（外）の正当な後継者はこの私がなるのよ」

　ちとせ（自律型）は胸むねを張った。

「大体なに？　幼馴染みがそんなに偉いわけ？」

「いや、そんなことは誰だれも言ってないような」

「幼稚園の時に、お嫁さんになる約束をしたとか、そんな感じ？」

「あったっけ？」

　結ゆ衣いがオレの方を向く。

「いやオレに聞かれても」

「あらぁ、ないの？　駄だ目めじゃない。幼おさな馴な染じみなら幼い頃ころにフラグの一本でも立ててないと」

　ちとせ（自律型）がバカにした顔になる。なんでこのＡＩはこう、妙みような文化に詳くわしいんだ？

「べ、別にそんなの関係ないのよ。大事なのは今でしょ、今！」

「ふーん、今、そんなに進んでるんだ。それでどこまでいってるわけ？」

「近くの神社？」

「そういうベタな返事はやめなさい！　なに、キスもしたことないの？」

「あっ！」

　結衣の顔が真まっ赤かになった。鼻はなと耳からシューって湯気を出して、ヘナヘナと力が抜けたように座りこむ。

「お、おい、結衣！」

「うぶねえ」

「どうしてくれるんだよ。貴重な戦力なのに」

　その時――。

「来た」

　反対側の壁かべで腕うでを組んでいた浦うら乃のが身を構えた。

『いつまでバカやっているんだ。連中が校庭内に侵入したぞ！』

　ヘルメットの中にちなつの声が響き渡る。

　オレたちは持ち場に戻り、壁に張りついた。

『敵は校舎前に集結しつつある。数は五十から百。一気に来るかもしれない』

（いよいよか）

　ゾクゾクするような緊きん張ちよう感が体中を走る。スーツに包まれた手を開いたり閉じたりする。本当に『外の人スーツ』があれば特殊部隊と戦うことができるのか？　ちとせ先せん輩ぱい（外）の圧倒的な身体能力を知っていてもやはり不安だ。



　ヒュルヒュル―――。



　遠くから何かが飛んでくるような音が聞こえた。

　直後、耳をつんざく爆発音が、校舎中から立て続けに起こる。

「ち、ちなつ！　一体、何が!?」

『来るぞ。各員……げい……き（ジャ――）』

　ちなつからの通信にノイズが乗って声が聞き取れなくなる。

「なんだこれ？　こんな時に故障か!?」

「ジャミング」

　浦うら乃のの前まえ髪がみの向こうの瞳ひとみが猫のように煌きらめく。

　ジャミングって映画に出てくるあれか？　通信できないようにするアレだよな？

「ＥＡ電子的攻撃。遠距離から打ちこんだ爆発物から妨害素子ジヤマーをばら撒まかれ、校舎内のあらゆる通信手段が遮断された」

「あらゆる通信手段って……」

　慌あわてて携帯電話のディスプレイを見る。圏けん外がいになっていた。

「これでは、ちなつからの指示を受けられない」

「どうする!?　一度、ちなつのところに戻るか？」

「その時間はない。各防衛線で判断する」

　言うや、浦乃はその場にしゃがみこみ、床に耳を押しつけた。目を糸のように細める。

「五十人くらいの部隊が一階に侵入した」

「そんなこと、分かるのかよ!?」

　これだからエージェントってやつは。

「二手に分かれた。第一階段側に約十名と第二階段に残り。恐らくこちらが本隊」

　通信妨害と連動して侵入。こちらが混乱している間に、ちとせ先せん輩ぱいを確保するつもりか。

「で、どうするわけ？」

　ちとせ（自律型）が指をポキポキと鳴らした。

「相手が部隊を分けた以上、こちらも二つに分ける」

　浦乃が立ち上がり、みんなを見渡した。

「どう分かれる？」

「戦力の少ない方を星ほし野のくんと神楽かぐらさんが担当して、多い方を私とちとせで迎げい撃げきする」

「うん、いいんじゃない。シンプルで」

　ちとせ（自律型）が賛成するように頷うなずいた。

「しかし少数側とはいえ星野くんたちが二人だけで対応できる？」

「スーツさえ着ていればどうにかなる！　ただ……」

　結ゆ衣いの方を向く。やっぱ心配だよなあ。

「ボクなら大丈夫。いざとなったら逃げればいいし」

　結衣は力こぶをつくってみせた。

「本当に大丈夫？」

「うん」

「じゃあ……、それでいこう」

　まだちょっと不安だが、今更、女の子だからどうとか言える状じよう況きようじゃない。

「向こうはこちらの戦力を知らない。我々が抵抗すれば一時的に撤退する。ある程度追い返したら、深追いはせずにここへ再集結」

「了解」

　四人で頷うなずきあうと、オレたちは二つに分かれた。浦うら乃のとちとせ（自律型）を廊下に残して、オレと結ゆ衣いは第一階段の近くまで移動する。

　吸いこまれそうに感じるほど、漆しつ黒こくの闇やみに包まれた階段を凝視する。

　息を止めて気配をうかがう。まだ何も聞こえない。

　さっきまでは、浦乃とちとせ（自律型）が近くにいたから安心感があった。でも今は結衣と二人だけ。やはり不安だ。緊きん張ちようによる動どう悸きが、体を通って鼓膜まで伝わってくる。

「……怖こわくない？」

　すぐ横の結衣に、囁ささやくように言った。

「怖くないよ。『外の人スーツ』があるし、星ほし野のくんもいるしね」

「オレの方はめちゃこわ――」

　言葉を途中で止めて、真っ暗の階段を凝視する。

　暗くら闇やみの中で気配のようなものを感じたのだ。

　スーツのポケットから、十円玉のような形の金属製チップを取り出す。ちなつに渡されたＬＥＤ照明弾。それを暗闇の階段に向かって指で弾はじく。

　キ――ンって高周波の音がした後、強い白い光が四方に放たれる。

　光は階段の踊り場にいる黒装束の忍者のような格かつ好こうをした、男たちを浮き上がらせた。

　人数は――。

　冷静に数えている時間的余裕はなかった。

　先頭の黒装束が床を蹴けって高々と跳躍すると、一気にオレたちの目の前まで跳んできた。

　結衣に掴つかみかかろうとする黒装束。

「キャッ！」

　結衣が小さな悲ひ鳴めいを上げて、黒装束の手を払う。

　軽く叩たたいた、そんな感じだったが、実際にはハンマーか何かで骨を直接叩いたような音が上がった。黒装束が空に浮きあがり、体を二、三回捻ひねらせながら階下に飛んでいった。そして派手な激突音。

「へっ……？」

　自分の手を見てポカンとする結衣。オレを含めて、その場にいた全員が同じような顔をしていた。

「ウオオオ！」

　さらに新たな黒装束が雄たけびを上げながら階段を上がってきた。

　防御する間もなく腹はらを殴なぐられる。拳こぶしがめりこむぐらい強烈なやつだ。

　でも全然、痛くない。衝撃は全部、スーツ側に吸収されてしまったようだ。

「すごいな、これ」

『外の人スーツ』の防御性能に感心しながら、目が点になった黒装束の肩に手を伸ばす。

　軽く小突くぐらいのつもりだった。

　しかし、肩に手が触れた瞬間、黒装束の体が吹っ飛んだ。階段脇わきの壁かべに背せ中なかから激突し、ヘナヘナと倒れこむ。

　オレも結ゆ衣いがやったように、自分の手をしげしげと見た。

　すごい、すごすぎるぜ『外の人スーツ』。ちとせ先せん輩ぱいの万まん力りきみたいな力の源はこれか。

　黒装束たちに小さな動揺が走る。

（どうする？）

　結衣が目配せする。

（う――――ん）

　ちなつの言ってた通り、『外の人スーツ』さえ着れば、敵の特殊部隊と十分渡り合える、それどころかやっつけられることも分かった。この戦力差なら結衣と二人だけで、敵を全滅させることだってできるかもしれない。

（とりあえずこの部隊を追い返して、浦うら乃のたちの方へまた合流しよう）

（了解）

　結衣と肩を寄せ合い、ゆっくりと階段を下りていく。

　黒装束たちも体をこちらに向けたまま、ジリジリと後退していく。一人がオレに吹っ飛ばされノビた奴を担ぎ上げていた。

　睨にらみ合いの格かつ好こうのまま、階段を下りていく。

（どうせなら、ささっと退却してくれればいいのに）

　隣となりで結衣が唇くちびるを尖とがらせた。

　黒装束たちが意外に冷静なのが気になる。オレたちの戦力が想定外だったはずなのに、秩序ある行動を続けている。オレなら大おお慌あわてで逃げてしまうけどな。

　そのまま一階まで下りる。ＬＥＤ照明弾の光はここまで届かず、非常用の緑色の電灯だけが光源になっていた。

　黒装束たちはさらに一階の廊下を後退し始めた。

　オレたちも追跡を続ける。

（このまま追いかけていて、いいのかな？）

　結衣が心配気な声音で囁ささやく。確かに、このまま追い続けても埒らちがあかない。とはいえ、ここで敵に背を見せて戻るわけにもいかないし。浦乃が本隊と言っていた別働隊は、既すでに浦乃たちと接触しているのか？　それにしては、階段から物音とか聞こえてこないが……。

　黒装束たちの後退が止まった。

（なんだ？）

　オレたちも進むのをやめて連中を凝視する。

　黒装束たちが左右に分かれて、その間から巨体のシルエットが現れた。他ほかの奴らと同じ、黒装束だが、ガタイがやけにいい。アメフトでもやってそうな感じだ。

　たぶん連中のボス格だ。ここまで撤退したのは、こいつと合流するためか。

「佐さ々さ木き様の伝言だ。お嬢様の居場所を話せば、危害を加えるようなことはしない」

　異い様ようなぐらい淡々とした、機械的な声だった。

「残念だったな。オレたちもちとせ先せん輩ぱいの居場所は知らないんだ」

　肩をすくめてみせた。

　大男を睨にらみつけながら、オレは結ゆ衣いににじり寄る。

（結衣、方針変更。こいつら片付けて浦うら乃のたちと合流しよう。なんか嫌いやな予感がする）

（うん、いいよ。じゃあ、一緒にいく？）

（いや、さっきの感じ、オレ一人で十分だよ）

（分かった。でも気をつけてよ）

（おう）

「ならばまずお前たちを確保する」

　大男がこちらを指差す。やはり人間味のない声。妙みように頭の中に響く。

「やれるもんなら、やってみなっ！」

　啖たん呵かを切って駆け出した。

　いくらボス格で、ガタイがよかろうが、所しよ詮せん、生身の人間だ。『外の人スーツ』を着たオレをどうこうできるわけがない。

「うおおおおお」

　走りながら拳こぶしを伸ばす。

　大男がゆっくりと構えをとる。

　どんな構えをしようが関係ない。軽く小突く。それだけで吹っ飛ばせるはず。

　黒衣に包まれた大男が目の前に迫ってくる。

　ニヤリ――。

　頭ず巾きんの中の顔が笑った気がした。

　――止まれ！　頭から全身に発せられる警告サイン。

　しかし、もう止まらない。

　伸ばした拳を大男の胸むねに叩たたきつけた。『外の人スーツ』の力を借りねば、オレには到底不可能な鋭するどい突き。

　ガシッ――。

　拳が胸を捉とらえた音ではない。腕うでを掴つかまれた音だ。無論、オレの腕が。

「ぐわあぁぁ！」

　肘ひじから肩口へ激痛が走った。オレ自身の腕からなのかスーツからなのか分からないが、ミシミシッて嫌な音が上がる。

　大男に掴まれた腕を振りほどこうとする。

　ビクともしない。この力、もしかして。

　やにわに振りかえった。

「逃げろ、結衣！　こいつ、『外の人スーツ』だ！」

「えっ？」

『外の人スーツ』は市販されている。佐さ々さ木きたちはこっちの『外の人スーツ』の装備を予想して、用意していたとしても全然不思議じゃなかった。

　目の前の黒装束がオレを掴つかんだ腕うでを高く上げた。床から足が浮き上がる。

　ちとせ先せん輩ぱいの『外の人スーツ』は百キロ以上あった。廉れん価か版ばんだって軽くはないだろう。それを片手で持ち上げるなんて。

「結ゆ衣いったら、早く、逃げろって！」

　結衣は目を見開いたままこちらを見ている。オレは黒装束の体を蹴け飛とばしながら、引き離そうとするがビクともしない。

「結衣ったら！」

「うん、分かった！」

　結衣は強い決意の篭こもった瞳ひとみで頷うなずく。

　走り出した。

　ただし、階段の方向ではなくて、こっちに向かって。

「うおおおおおおお！」

　雄たけびを上げながら走ってくると、一メートルくらい手前で床を蹴り、オレを掴む黒装束の顔にめいっぱい慣性のついた膝ひざを食らわせた。

　金属と金属が衝突する音。黒装束の体がグラッとよれて、オレを掴む手を離した。

「朝あさ練れんのお陰で、脚力には自信があるんだから！」

　さすが結衣ウィズ『外の人スーツ』。百メートルを九秒（予想）で走る女。

「星ほし野のくん、逃げるわよ」

　結衣に手を掴まれる。返事を待たずして、その手を引いて全力で走り出した。

「逃げるってどこに！」

「どこでもいいから！」

「どこでもいいってなあ」

「普通のプロなら『外の人スーツ』で対抗できるけど、『外の人スーツ』に入ったプロには、ボクたちじゃ勝てっこないよ」

「それはその通りかもしれないけど……だが、しかし」

　振りかえる。黒装束たちが追いかけてきていた。

「早く、霞かすみちゃんたちと合流しないと……。向こうの方は最初からスーツ装備をした敵がいたかもしれないよ」

　ありえる。もしそうだとしたら、浦うら乃のやちとせ（自律型）たちは危ない。

　階段の下まで戻る。しかし階段の途中で進路を遮断するように、二階から下りてきた黒装束たちが立ち塞ふさがっている。

　結衣は階段の前を素通りして、そのまま廊下を走り続けた。

「上から下りてきたことは、霞ちゃんたち突破されたってこと？」

「あの二人が簡単にやられるとは思えないけど……」

「ここは戦略的撤退だよ。あそこを突破されてもすぐに生徒会長を確保されるわけじゃないんだからまだチャンスはあるよ。とにかく、ここで捕まったら最悪だよ」

「おう」

　結ゆ衣いの言う通りだ。

　オレは結衣に手を離してもらうと、その背せ中なかを必死で追いかけた。



　　　☆



「どうよ？」

「駄だ目め。結けつ構こう、ウロウロしてる」

「そっか」

　真まっ暗くら闇やみの中に囁ささやき声だけが響く。一階の掃除道具保管室。以前、浦うら乃のに閉じこめられたあの場所の階違ちがいに、オレと結衣は身を潜ませていた。

「ふう」

　収納庫の入口の扉とびらから外をうかがってきた結衣が、ため息いきをつきながら横に座った。

「まっずいな。他ほかの連中とは連絡とれないし、完全にこの辺は制圧されているし」

「向こう側の『外の人スーツ』って、何体あるんだろう」

「さあね。とにかく困るのは外見からじゃどっちか分からないことだよな」

　スーツに乗ってさらに黒装束に身を纏まとわれると、まったく区別がつかない。

「で、どうしようか」

「う――ん」

　二人揃そろって腕うでを組む。

「ボクたちがこれからやらなきゃいけないことって、なんだろう？」

「二人だけでちなつに接触して次の指示をもらうか、先に他の仲間と合流してそれからちなつに接触するか、どちらかじゃないかな。携帯、まだ繋つながらない？」

「駄目。きっと完全に撤退するまではジャミングのままだよ」

「じゃあ、どっちにしても、ここを脱出するしかないってことか……」

　今もちなつが物理階段教室にいるとは思えない。脱出できてもみんなに会える保証はない。あてもなく学校内を彷徨さまようのは危険だ。しかし、ずっとこんなところにいたら、ちとせ先せん輩ぱいが見つかって連れていかれるのを待つだけになる。

　八はつ方ぽう塞ふさがり。オレも結衣も黙りこんでしまった。

　ヒュルル――と、高い笛のような音と一緒に、掃除道具保管室へどこからか隙すき間ま風が入ってくる。

　結衣のピンク色のスーツがブルブルと震ふるえた。

「星ほし野のくん……、寒さむくない？」

「ここに隠かくれた時から、ずっと寒いよ」

　何しろ『外の人スーツ』の下は普通に制服だけ。さすがに寒い。

「ええっと……よしっ」

　結ゆ衣いがほんのり頬ほおを染めながら、オレをまじまじと見る。

「なに？」

「温あたためあいながら考えようよ」

「あ、温めあう!?」

　思わず声が上ずった。

「声、大きいって」

「ゴメン。でも温めあうって、どうやって？」

「おしくら饅頭まんじゆうとか？」

「ああ、おしくら饅頭ね」

「あー、変なこと考えていたでしょ。駄だ目めだよ。ボクの目の黒いうちは許さないんだから」

「何を？　何を目の黒いうちは許してくれないの？」

「いいから、とにかく背せ中なかをくっつけよう」

　モスグリーンとピンクの背中を合わせる。

「なんだかあんまり、温かくならないね」

　感じるのは化繊の『外の人スーツ』が擦こすれあう感触だけ。

「スーツと服が邪じや魔まなのかな。脱いじゃおうか」

「ええっ？　ぬ、脱ぐってなにを!?」

　また声が裏返った。

「もう、また変な想像したでしょう？　駄目だよ。こんなところで裸になれないよ」

「いや死ぬよ。この寒さむさで裸になっていたら凍え死んじゃうよ。だいたい、服を脱いで温めあうのって、濡ぬれた時とかだよ普通」

　そんなお喋しやべりをしているうちに、だんだんと背中が温かくなってきた。

「きたきた、星ほし野のくんの体温、やってきたよ」

「こっちにも、ちょっときたかな」

　ホンノリとした結衣の温ぬくもりを感じながら、薄うす暗くら闇やみの宙に目を泳がす。二人でこのままここにずっといたいなって気持ちが、一いつ瞬しゆん、脳裏を掠かすめた。

「ああっ」

　唐突に結衣が小さな叫び声を上げた。

「どうしたの？」

「今、デジャブ感じた」

「デジャブ？」

「うん。星野くんは感じない？」

「感じないけど」

「じゃあいいや」

「なんだよ。そこまで言ってそれはヒドイよ」

「なんとでも言いなさい。教えないったら教えない」

「ヒドイよ。鬼、悪魔。これじゃ、生殺しだよ。なんのデジャブなの？」

「ホントに分からない？」

　結ゆ衣いがふり返った。携帯電話の液晶の明かりで照らされた顔は、呆あきれた、というよりは、ちょっと悲しいような目をしている。

「せめてヒントだけでもくれ」

「星ほし野のくんの一つ前の台詞せりふにヒント、隠かくれていたよ」

「え？」

　思い返してみる。

「あっ」

　分かった。ようやく分かった。

「あれだろ。小さい時、神社でやった鬼ごっこ」

「正解！」

　結衣は嬉うれしそうにオレを指差した。

「あの時も、こんな暗い場所に身を寄せ合って隠れていたし、外には鬼がいたし」

「でも今回はごっこじゃないよ」

　実は、オレは鬼ごっこの時のことをよく覚えてない。一緒に鬼から隠れたことがあったことも、結衣から説明されるまで忘れていたぐらいだ。

「デジャブを感じちゃったってことは、あの時も同じくらい緊きん張ちようしてたってことかあ。……あっ、なんだか体がポカポカしてきて元気がでてきた」

　結衣は両手に握にぎりこぶしをつくってみせた。

　目を細める。元気な結衣を見ていると、なんだかオレまで元気になってくる。

（もしかして、ずっと昔からそうだったのかな）

　幼稚園の時も、小学校の時も、オレは元気な結衣を見てきた気がする。その鬼ごっこの時も、オレは結衣に元気をもらって、鬼の前に飛び出したのだろうか。

　オレにとって結衣って……。

「あのさあ、結衣」

「なに？」

「その……。あれの返事――」

　言いかけた時、ツ――ツ――って。耳の中で音がした。『外の人スーツ』の耳の通信用のイヤホンからだ。

「ジャミングが終わった？」

「でも、なんでいきなり？」

『あ――』

　人の声が聞こえてきた。聞き覚えのある男の声。

『あ――、たぶん、この声を聞いていると思うみなさん。私は栗くり林ばやし家の親衛隊の部隊長を務めています佐さ々さ木きです』

　結ゆ衣いと顔を見合う。

　どうしてインカムに佐々木の声が？　オペレーションルームまで制圧されたのか？

『我々は既すでにちとせお嬢様を確保しており、これから撤退準備に入ります。これ以上の抵抗は無む意い味みです。戦闘を続けている方や隠かくれている方は、無む駄だな抵抗をやめて投降してください。繰り返します。無駄な抵抗はやめて、大人おとなしく投降してきてください。以上――』

　それだけ言うと、ブチッと切れた。

　どういうこった？　既に確保？　ちとせ先せん輩ぱい、もう捕まっちゃってるってことか？

「……助けにいかないと」

　立ち上がった。

「でも、ちょっとおかしいよ。向こうの目的は生徒会長の確保だけでしょう？　どうしてボクたちに投降を求めるの？」

「分からないよ。オレたちも一緒に連れていくと、命令がおりているのかもしれないし」

「そんなことってあるかな？」

「本当に連れていかれたのなら次の手を打たないと。まず本当かどうか確認しなきゃ」

　外へ行こうとするオレの手を、結衣に掴つかまれた。

「ちょっと待って。星ほし野のくん、冷静に考えて、今、行っても、捕まっちゃうだけだよ」

「それはそうだけど、このままここにいても仕方がないよ」

　結衣の手を振りほどこうとする。

「結衣！」

「どうしてそんなに生徒会長のことになるとムキになるの？　生徒会長が栗くり林ばやし家に行くのがそんなに駄だ目め？　三月まで生徒会長が『中の人』として残るのがそんなに大事なこと？」

「……大事だよ。めちゃ大事」

「どうして？」

「どうしてって……。何度も言ったように、オレはちとせ先輩が『中の人』の姿で学校に通うために今までやってきたわけだから……」

「でも、それが本当に、生徒会長にとって幸せだって保証はあるの？　今日だって結局、生徒会長のために誰だれも来なかったじゃない」

「それでも、ちとせ先輩は『中の人』の姿で学校に通いたいと思ってるよ。だから、オレはその希望を叶かなえるために戦っているの。結衣だってそう言っていたじゃないか」

「違ちがうよ。ボクがここにいる一番の理由は、星野くんがいるから」

　出かかっていた言葉を飲みこんだ。結衣は真剣な目でまっすぐオレを見ていた。

「あと――、理由は本当にそれだけ？　生徒会長を栗林家に行かせたくないわけって」

「それだけって？」

「……」

　結衣は唇くちびるを噛かんで俯うつむいてしまった。

　その沈黙の意味をオレはなんとなく分かる。結ゆ衣いの不安の理由……。でも今は、彼女へのフォローよりも、ちとせ先せん輩ぱいが心配な気持ちが勝っていた。

「とにかく、オレは今、ちとせ先輩の安否を確認したい。ただそれだけ」

　結衣の肩に優しく触れる。結衣はハッとしたように顔を上げて、それからゆっくり頷うなずく。

「ゴメン。ボクちょっとおかしかったね」

　気き恥はずかしそうにテヘヘと笑った。

「オッケー、じゃあ、セーフルームに行って、本当に生徒会長がいないかどうか調べよう」

　結衣は今まで行くのを阻んでいた手を今度はグイグイ引っ張って、オレを掃除道具保管庫の扉とびらまで連れていった。

　扉から小さく首を出して外を見る。

　いる。すぐ横の階段に四、五人が固めている。どうやって、奴らに気づかれないようにここを脱出するか……。

　唇くちびるを噛かんで考えていると、

「これ、渡しておくね」

　結衣が『外の人スーツ』のポケットから、小さなペットボトルを取り出した。毒々しい真まっ赤かな液体で満たされている。

「なにこれ？」

「ファイナルユイスペシャル。一時的に身体能力を三×三の九倍に高めるドリンク」

「九倍！」

「ただし、味も今まで作った中で一番、味が濃いから、耐えられないとたぶんその場で気絶しちゃう。だから本当にピンチのピンチの時にだけ使って」

「う、うん」

　結衣の真剣すぎる表情に、オレは緊きん張ちようしながら受け取った。

「じゃあ、ボクがおとりになってひきつけるから、そのすきに星ほし野のくんが出ていく。名づけて、“〝今度はボクが無む理りしちゃって”〟作戦」

「いや、ちょっと。それはできないって」

「どうして？」

「いや、だってそれって結衣が危険じゃん」

「大丈夫、逃げきれるよ。ボク一人ならもっと早く走れるから。きっと廊下で神が見える」

「でも、なんか女の子にそういう危険なことさせるっていうのは……」

「今更、なにを言ってるのよ。星野くん。どうしても、生徒会長が無ぶ事じか、確認したいんだよね？　さっきそう言ってたよね？」

「うっ……」

「だったら、これでいくしかないよ。いいよね？」

　オレは勢いに飲みこまれるまま、うんと頷いてしまった。

「あの時、鬼から助けてくれたお礼。今度はボクが正義の味方の番だよ」

「いや、昔から結ゆ衣いは正義の味方だったよ」

　そう。たぶん、オレにとって結衣はずっとそういう存在だったんだ。

　いきなり――。ギュッて抱きしめられた。

　そしてチュッ――。

「な、な、なっ、なにを!?」

　オレは頬ほおを押さえて後ずさった。

「ジャスティスキス」

「ジャ、ジャスティスキス!?」

「行ってきます」

　結衣は真まっ赤かな顔で小さく手を開けると、扉とびらを開けて廊下に飛び出した。

「や――や――や――。遠からんものは音に聞け、近くば寄って目にも見よ！　ここにいるのは神楽かぐらの結衣ちゃんなり！」

　なんだかすごいテンションだ。

　ザワメク音。なにか、怒声のような声と共に、足音が集まってくる。

「神楽の神速、捕まえられるものなら捕まえてみよ―――!!」

　叫びながら走り出す。その後を黒装束が追いかけていった。

　オレは入れ違ちがうように廊下に出ると、反対方向へ走り出す。もぬけの殻の階段を上って三階へ急ぐ。



    

  
    
      



    

  
    
      　結ゆ衣いは廊下で神が見えただろうか？　なぜかそんなことが妙みように気になった。



　三階まで一気に上る。

　壁かべに張りつきながら、渡り廊下を見通す。物理部室は今いる場所から校舎の反対側だ。

　誰だれもいない。一階にいた見張りのような黒装束の姿もない。

「ちとせ先せん輩ぱい、もう、連れていかれた後なんじゃ」

　佐さ々さ木きのことだ。ちとせ先輩を連れ出した後にあの放送をいれた可能性だってある。

　壁沿いに慎重に歩いていく。

　人のいる気配がしない。この廊下にいたはずの、浦うら乃のやちとせ（自律型）の姿もない。

（まさか、二人も連れていかれたってことはないよな……）

　何事もなく、物理階段教室の前まで来た。

　扉とびらは開け広げられたまま、中は荒らされている。余っていた『外の人スーツ』が消えていた。ちなつが事前に隠かくしたか、佐々木たちが持っていったのか。

　辺りを警戒しながら、セーフルームの扉のある壁に近づいた。

　壁をトントンと叩たたく。

「ちとせ先輩？　いますか？」

　返事がない。もう一度同じことをする。が、やはり反応は同じだ。

　いない？　本当に連れていかれた後なのか？

　――と。

「純すみ人と……ですか？」

　壁の向こうから声が聞こえた。

「ちとせ先輩！」

「本当に純人ですか？」

「ボクですよ。星ほし野の純人です」

「純人の声のそっくりさんじゃないですか？」

「そんな人いませんって」

「じゃあちとせのスリーサイズを言ってください」

「いや知りませんよ、スリーサイズなんて。というか、もともとスリーサイズを議論するような体型じゃあ……」

「あっ、酷ひどいんだ。ちとせだってありますよ、スリーサイズ」

「そりゃありますよ。生まれたての赤ちゃんだってありますよ」

「なんですか？　ちとせが生まれたての赤ちゃんなみの体つきだって言いたいですか？　それはかなりプンプンですよ」

「いや、ごめんなさい。とにかく、開けてくださいよ、お願いします」

「そんなヒドイことを言うのは純人だけですから、いいですよ」

　ウイーンって音がして扉が開く。

　ちとせ先せん輩ぱいだった。正真正銘、本物の。見た瞬間、安あん堵どで全身から力が抜けて、目から涙が出そうになった。

「どうしたんですか？　ちとせの顔に何かついてます？　非常食のクッキー、食べてましたけど」

「いや、そんなことはないんですけど、何かなかったですか？　ちなつもいませんけど」

「姉ピョンは随ずい分ぶん前にどこかへ行っちゃいました。なんか、嬉うれしそうな声を上げて」

「持ち場を離れるなんて、どういう指揮官だよ……」

　おまけにその後、連絡してこようともしないし。

「ここに佐さ々さ木きの部下たちは来ましたか？」

「階段教室で暴あばれていたみたいですけど、ここは見つからずにどこかに行っちゃいました」

「そうかよかった……」

　どういうこった？　ちとせ先輩を確保したというのは、やっぱり佐々木のはったりか？　でもなんのために。オレたちに降伏させるためか？　それにしては妙みようだが……。

「それより……」

　急にちとせ先輩のオレを見る顔が険しくなった。

　ジーッとこっちをやぶ睨にらみする。

「どうしたんですか？　なんかオレの顔についてますか？」

　オレはクッキーは食べていないが。

「ちとせがここにいる間になにしてたんですか？」

「なにって、黒装束たちと死闘を演じていましたけど」

「本当にぃ？」

「本当ですって」

「……ついてますよ」

「なにが？」

「頬ほおにリップクリームの跡がちょこっと残ってますよ」

「げえっ！」

　慌あわててゴシゴシと頬を拭ふいた。

「ちとせがいない間に、なにやってたんですか？」

　ちとせ先輩はプイッと横を向いてしまった。

「いや、これは、戦っているうちに、ぶつかったりなんかして、たまたまついたんですよ。ほんと、たまたま」

「ふ―――ん」

　あっ、全然、信じてない。実際、嘘うそなんだけど。

「そ、それよりも!!」

　話題を変えるように、オレはパンと手を叩たたいた。

「戦線が壊滅状態なんです。向こうも『外の人スーツ』を投入したりして。浦うら乃のたち他ほかの部隊ともはぐれちゃって。本当にちなつはどこに行っちゃったんですか？」

「知りませんよお。ちとせはずっとこの中にいて、全然外のこと分からないんですからあ」

「そうですよね……。って、あっ！」

　ちょっと待て。

　ちとせ先せん輩ぱいを捕まえたって、はったりをかます理由。一つあるじゃないか。もし、捕まえたって言えば必ず誰だれかが確認にいく。佐さ々さ木きの狙ねらいは……。

「早くっ！　ちとせ先輩、セーフルームに戻ってくださ――！」

　ほぼ同時だった。

　周囲の四方から眩まぶしいライトが照らされ、天井から黒い塊が次々と落ちてきた。それが体を猫のように丸くした黒装束たちだと気がついた瞬間、オレはちとせ先輩に走った。

　キョトンと立ち尽くしたちとせ先輩をラグビーのボールのように脇わきに抱えると、パスを出すように放ほうり投げた。ゴロゴロ転がりながらセーフルームの中に見事カップインする。

　目前の黒装束の横をすり抜けて、壁かべへダッシュする。

　黒スーツの男がオレの進路を遮さえぎるように走ってきた。佐々木だ。

　タッチの差でオレは壁の照明のスイッチに手を伸ばす。

「くそっ！」

　スイッチに指が届いた瞬間、罵ののしりながら駆けてきた佐々木に殴なぐりつけられた。

『外の人スーツ』の上からでも伝わる衝撃。体が宙に浮き、吹っ飛ばされる。

　床に叩たたきつけられながらも聞こえる鼓膜をつく金属音。セーフルームの扉とびらが閉まる音だ。

「ちっ」

　佐々木は閉じられた扉を見て舌した打ちすると、こちらに近づいてくる。

「姫ひめ宮みやちなつの居場所を聞き出そうと欲を出したのが失敗でしたね」

　そうか、佐々木たちもちなつの居場所を掴つかめてないのか。

「まあ、お嬢様の隠かくれ場所が特定できただけでもよしとしましょう」

「その扉はそう簡単には開かないぞ」

　地面に尻しり餅もちをついたまま、オレは佐々木を睨にらみつけた。

「天岩戸を、力をもって開ける愚ぐ者しやはいませんよ」

「ちとせ先輩が開けるわけないだろ」

「そうですよ。ちとせは開けません！」

　壁の向こうから、ちとせ先輩の声が聞こえた。

「声はよく聞こえるみたいですね。これは幸運だ」

　佐々木は例の貼はりついたような薄ら笑いを浮かべたまま、嫌いや味みたっぷりに言った。

「お嬢様、あなたは栗くり林ばやし家の人間です。こんなところでかくれんぼをするようなお方じゃない」

「なんと言われようと、ちとせはここを出ませんよ」

「そうやってまた閉じこもるおつもりですが？　十五年間、スーツの中に隠れていたように。やれやれ、どこまでも手のかかるお方だ」

　佐さ々さ木きは糸目をさらに細くして、セーフルームの入口の壁かべにもたれるように立った。

「お嬢様に駆け引きというものをお教えいたしましょう。栗くり林ばやし家の人間として、必ず必要になるものです」

「栗林家の人間になる気はないんですから、教えてもらう必要ないです」

「とにかく、聞いてみてください。ただ聞くだけでも一興ですよ」

　含みのある笑みを、オレに送ってきた。

「お嬢様は穴の中に隠かくれている。私たちはこれを開けることができない。開ける手段を持っていない。こんな時、どうやって開けるか？　それは交渉です」

「交渉なんてしないです」

「そうお答えになると思っていました。正解です。そうでしょうね。普通に考えたら、交渉に応じるはずがない。だから、こちらはカードを用意する必要があるんですよ。相手を交渉のテーブルにつかせるための」

　佐々木が指を鳴らすと、大柄な黒装束がオレに近づいてきた。

「何する気だよ」

　オレは逃れようと、思いっきり地面を蹴けって顔を殴なぐりつけた。

　黒装束はわずかによろけただけ。

（こいつも『外の人スーツ』か！）

　追加攻撃を加えようと上げた腕うでを違ちがう黒装束に掴つかまれる。さらに反対側の腕を新手にロックされてしまった。

　オレは両腕を持たれたまま、持ち上げられた。

「うぬう、三対一とは卑ひ怯きような！」

「一対一の真剣勝負をやっているわけじゃないんですから。数的優位をつくるのは当然。にもかかわらず、あなた方は二度も戦力分散しましたね」

　オレは黒装束たちに両腕を抱えられたまま、佐々木の前まで連れてこられた。

「純すみ人と？　純人？　どうなってるんですか？」

　心配するちとせ先せん輩ぱいの声。

「純人くんなら今、私の部下に羽交い絞めにされています。これが私のカードです」

　佐々木が何をしようとしているのかなんとなく分かるような気がして、寒気がした。

「純人？　本当に捕まったですか？」

「…………」

　無視だ。オレが逃亡したと思ってくれれば、ちとせ先輩は出ようとしない。

「なかなか君は賢いですね」

　佐々木が糸目をオレに向ける。

「でも、それが何を意味するか、分かっていますよね」

　氷のように冷たい声。背筋がゾクッとした。

「ボクは親衛隊に入る前は特殊部隊に属していましてね。こういうのは得意なんですよ」

　自分の顔から血が引くのが分かる。テレビや本で見た、拷ごう問もんシーンが頭に浮かんだ。吊つるされたまま木刀で叩たたかれたり、千枚通しを爪つめの内側に挿さされたり……。

「ふふふ」

　佐さ々さ木きは不適な笑い声を上げて、懐から道具を取りだそうとする。

　千枚通しか、それとも鞭むちか？

「じゃん」

　妙みように子供っぽい擬音と一緒に現れたのは、大きな樹脂性のマジックハンドだった。

　オレはいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。

「痛みなど、痛覚を麻ま痺ひさせられる者には効かないし、逆に打たれ弱い者はすぐに気絶する。もっとも効果的な拷問はくすぐりだ」

　マジかよっ！　とツッコミたくなったが、すんでのところで思いとどまった。

　佐々木がマジックハンドの根元についたスイッチを入れる。モーター音と共に、ハンドの指先がウネウネと卑ひ猥わいな動きを始めた。

「これをされたらどんな人間でも、どんな情報でも暴ゲ露ロしてしまう」

　うっ……。たしかに相当、苦しそうだ。

「じゃあ、始めようか」

　佐々木がサディスティックな表情で、ウネウネと動くマジックハンドを近づけてきた。

　ウネウネハンドが両手で持たれて無防備な脇わきの下に向けられる。

　指先が触れた瞬間――。

　電流が走ったかのような、強烈なくすぐり感覚が全身を突き抜けた。

「ぐぶうぶぶうう」

　思いっきり笑い出しそうになる。それを必死で我慢した。

　こ、これは。笑いの神様が強制召還されてしまうほどの、恐ろしい拷問器具だ。脇の下でコチョコチョと動く人工の指先。頭が真っ白になる。意識が朦もう朧ろうとなる。というか死ぬ。

　オレは舌したを噛かみ締め、痛覚によって笑いの神様への抵抗を試みた。

「ぐぐ、ぐぐぐぐぐ」

「なかなか我慢強いですね。じゃあ、少し、出力をあげますよ」

　ウネウネが高速になった。全身を貫くくすぐり感覚の波の感覚が短くなる。

「ぐぐぐぐっぐうぐぐぐぐぐうううぐぐ、うぐう！」

　舌を噛む程度の痛覚では、もう我慢できそうにない。

　瞼まぶたの裏に、笑いの神様が映る――。

　最後は。防波堤がくずれるような感じだった。

「ははははあはは、はは、がははははあっははｈｈ！」

　噴出した。あとからあとから笑いがこみ上げてきて止まらない。

「純すみ人と？　なに笑っているですか？」

　不思議がるちとせ先せん輩ぱいの声。状じよう況きようを説明する余裕は全然なかった。

　佐さ々さ木きがさらにマジックハンドの出力をあげてくる。

　もう駄だ目めだ。

「死ぬ。やめてくれ、ガハハハ、もう、本当に、駄目、いや死ぬから、マジデ」

「純すみ人と？　死ぬって、何されているですか？　純人、純人、純人！！！」

「ほらほら。お嬢様に早く開けて、と助けを請いたまえ」

「がははは、絶対、そんなこと、はは、しないぞ。がははは。ちとせ先輩！　ぜったいに、絶対に開けちゃ……がははは、駄目ですよ。オレが死んでも、絶対に開け、グハハ」

「純人!?　死ぬですか？　何をされているですか？」

　笑いの神様はオレの体を蹂じゆう躙りんして、すでにもうくすぐったいのか、痛いんだか、よく分からない。とにかく電気信号が頭の中を支配していて、とにかく笑いがいつまでもで続ける。それでも、オレは最後の力を振り絞って叫ぶ。

「はははは、ちとせ先輩！　ははっ、絶対に、がああ、開けちゃ駄目です!!」

「強情ですね」

　佐々木はマジックハンドの動きを止める。

「ぐはあぁ」

　笑いが止まると、むさぼるように息を吸いこんだ。笑いすぎで酸欠になっていた。

　佐々木がやれやれと首を振る。

「できれば犠牲者は君、一人に留めておきたかったのですが、仕方がありません。他ほかのご学友にも手伝ってもらいましょうか」

「ご、ご学友？」

「君の強情がいけないんですよ」

　佐々木が再びパチンと指を鳴らすと、廊下に整列していた黒装束たちの間から、オレと同じように両りよう腕うでを掴つかまれた、ピンク色の格かつ好こうの女の子が連れてこられた。

「ゆ、結ゆ衣い！」

「あはっ、捕まっちゃった。面目ない」

　おでこをテンと叩たたく。

「結衣をどうする気だ！」

　佐々木を睨にらみつける。

　そんなこと決まってるじゃないですか、と言わんばかりに鼻はなを鳴らし、佐々木はマジックハンドを結衣に近づけて行った。

　結衣の顔が真っ青になった。

「やめろぉ！　そんなことをしたら!!」

　オレは必死で叫ぶ。

　幼おさな馴な染じみだからよく知っている。

　結衣は――！

「結ゆ衣いはくすぐりに弱いんだぞ！！！」

　オレの叫び声と同時に、ウネウネ動く指先が結衣の脇わきの下に当てられる。

「アアッ!!」

　艶なまかしい悲ひ鳴めいが上がった。笑いの神様が結衣に乗り移ったのが見えた気がした。

「や、やめて。ちょっと、ハハハ、もう、駄だ目め、だって、ああああ」

　真まっ赤かな顔に、涙目になって嬌きよう声せいを上げる結衣。しかしマジックハンドの指先は、結衣の脇の下を執しつ拗ように攻め立てた。

「だから、もう、駄目だって。死ぬって、ハハハ」

「結衣――――!!」

「何が起きてるんですか？　神楽かぐらに何が!?」

　ちとせ先せん輩ぱいの混乱したような声。

「アハッ…ハハハ……ハハッハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハあああああああ」

　結衣はどこまでも笑い続ける。顔を真っ赤にして苦しそうなのだけど、どこか幸福そうな表情を浮かべて。

「あは……はははは」

　だんだん結衣の笑い声から元気がなくなってくる。意識が朦もう朧ろうとしているようだ。

「ゆ、結衣！」



    

  
    
      



    

  
    
      「アハハッ……ゴメン、星ほし野のくん。もう、ボク、駄だ目め……」

　もんどりを打つと、結ゆ衣いはパタッと笑うのをやめてしまった。死んだ魚のような目で虚空を睨にらみ、パックリ開いた口からはヨダレが垂たれていた。

　佐さ々さ木きが舌した打ちしながら、ようやくマジックハンドのスイッチを切る。

「神楽かぐらは！　神楽はどうなったんですか？」

　セーフルームからはちとせ先せん輩ぱいの声が聞こえ続いていた。

「純すみ人と！　神楽は――？」

「結衣は……死にました」

　オレは肩を震ふるわせながら佐々木を睨みつけた。

「くそうっ、佐々木！　お前の血の色は何色だぁぁぁ!?」

　佐々木はオレの叫びなど完全無視して、セーフルームの扉とびらを叩たたいた。

「お嬢様。そろそろ開けていただけませんか？　そうしないと、彼女に続いて第二、第三の犠牲者が出ますよ。もうお嬢様の味方に勝ち目なんてありません」

「ちとせ先輩、諦あきらめちゃ駄目です！　まだ浦うら乃のや真田さなださんたちだっていますから！」

「ハァ。本当に諦めの悪い人ですねぇ。その人たちも既すでに捕獲は時間の問題です」

「どうせまたはったりだ！」

「いえいえ、今度は違ちがいます。お嬢さん。彼女と同じ目にあわせたくなかったら出てきてください。そうしないと、今度こそ星野くんに痛い目を見ていただくことになります」

　最後のところだけ声色が違った。

　生なま唾つばを飲みこむ。次はマジでやるって分かった。

「ち、ちとせ先輩！　オレのことはいいですから。ぜ、ぜ絶対、出ちゃ駄目ですから！」

「君、声が震えてるよ」

「うるせえ！　い、言っておくが、オレは痛みに弱いぞ。結衣のくすぐりよりも、ずっと弱いからな。ちょっとでも痛いことしてみろ。すぐに気絶するからな！」

「ああは言っているけど、彼もビビッているのですよ。お嬢様。ご決断ください」

「ちとせ先輩。オレなら大丈夫だから――」

「分かったです！」

　ちとせ先輩の一際大きな声が飛んできた。

「ちとせ先輩？」

「お嬢様？」

　短い間の後――。

「出ます。出ますですよ。自分のせいでみんなが大変な目にあっているのに、ちとせだけこんなところに閉じこもっていていいわけないですから」

「ちとせ先輩！」

「純人、ゴメンなさい。でも、これはちとせが決めたことです」

　うっ、とオレは言いかけた言葉を飲みこむ。ちとせ先輩の声に強い意志が篭こもっていたから。『中の人』の頃ころだったちとせ先せん輩ぱいからは、恐らく聞けなかったくらいの。

「その代わり、ちとせが出たら、他ほかのみんなにはもう手出ししないと約束してください」

「それは約束できませんね。仮にここで私が、それを認めたとしても、お嬢様が約束を守られる保証はありません。条件に出す意味がないと思いますが」

「もしそうなれば、ちとせが栗くり林ばやし家に行っても、何の協力もしません。ちとせを手に入れるだけでよいのなら、好きなだけ約束を破ればいいです」

　佐さ々さ木きは少し驚いたような、しかしどこか嬉うれしそうに目を大きくした。

「今のはそこそこ交渉でしたね。分かりました、いいでしょう。もしお嬢様が出てきてくださったら彼らは解放します」

「約束ですよ？」

「ええ、約束します」

「分かりました。じゃあ出ます」

「ちとせ先輩――」

　ただ、名前だけを呼んだ。やめた方がいい、とは言えない。実際、もう手詰まりだし、なによりちとせ先輩が決めたことだ。

「大丈夫ですよお。別にとって食われるわけじゃないですから」

　なんだか慰められた。本当に、ちとせ先輩、強くなったよなあ。

　シュ――って、『外の人スーツ』が開くような音と共に、扉とびらが開かれた。

　トコトコ、っとちとせ先輩が現れる。

「純すみ人と、神楽かぐら……」

　黒装束に捕らえられたオレと結ゆ衣いを見て、ちとせ先輩は悲しそうな顔をした。片や疲れきっていて、片や完全に昇しよう天てんしているし。

「すみません。身辺をお騒がせしまして」

「そういうのはいいですから、約束通り、純人たちを離してください」

　ちとせ先輩は眉まゆ根ねを寄せて、跪ひざまずいた佐々木を見下ろす。

「ええ。ちとせ様をお屋敷にお連れしましたら、お離しいたします」

「ちょっと、それ、話が違ちがうですよ!!」

「そういうもんです。これが交渉というものですよ」

　佐々木は口を三日月型に広げた笑みを浮かべる。

「ってか、それ交渉じゃなくて、単なる詐欺だろ」

「駆け引きというものです」

　こいつ、しゃあしゃあと。

「ちとせ、戻ります」

　ちとせ先輩が回れ右する。黒装束たちがセーフルームの扉の前に立ちはだかる。

「どいてください」

「すみません。もうお戻りになられることはなりません」

「ウソツキ！」

「そうです。私はウソツキですよ」

　佐さ々さ木きはお腹なかをポカポカと殴なぐろうとするちとせ先せん輩ぱいの腕うでを掴つかみ、「失礼」と軽々抱き上げた。それもお姫さま抱っこスタイル。なんか非常にムカつくんですけど。

「ち、ちとせ先輩をどうするつもりだ！」

「どうするって、屋敷に連れ戻します」

「それから!?」

「さあ。それは御ご前ぜんに聞いてもらわないと」

　肩をすくめて惚とぼける。

「グスン、純すみ人とぉぉ。助けてくださいぃ」

　お姫様抱っこされたちとせ先輩が、今にも泣き出しそうな顔でオレを見る。

「ちとせ先輩――。くそっ、離せよ」

　腕を掴む黒装束の体を何度も蹴け飛とばす。

　しかし『外の人スーツ』を着た黒装束の体はビクともしない。結ゆ衣いも頭の周りに天使が回ってる状態だし、周りは黒装束たちに取り囲まれているし……。

　もう、どうしようもない。

「さあ、みなさん。お嬢様を保護した以上、長居は無用です。未いまだに抵抗している者は放ほうっておいて、かまいません。速やかに撤収しましょう」

　佐々木が手を上げた。

　万ばん事じ休す――。ここまでか。その時――。



　ズドドドドドドド――。



　地鳴りのような音が遠くで聞こえた。

　その音は真まっ暗くら闇やみの廊下の向こうからどんどん近づいてくる。

「な、なんだ？」

　佐々木の顔色が変わる。

　黒装束も全員、暗闇に目を凝こらす。

　人の足音。ものすごい大人数の集団が、こちらに走って迫っているのだ。

　集団の先頭が見えた。

　中央をちなつが走り、その両りよう脇わきに浦うら乃のとちとせ（自律型）。

　そしてその後ろの集団。

「まじか！」

　オレは悲ひ鳴めいのような歓声を上げた。

　クレマチス高校の生徒だ。

　前の方はちなつの用意していた『外の人スーツ』を着た生徒たちが固め、その後ろを部活動のユニフォームを着た生徒たちが追いかけていた。

　竹刀を持った剣道着の人間や、バットを持った野球部の生徒、柔道着の人間、その他ほか、私服のヤツも。何百名ものクレマチス高校のみんなが、こっちへ走ってきているのだ。

「げ、迎げい撃げき態勢を！」

　佐さ々さ木きの声は集団が叫び散らす雄たけびによってかき消される。

「たぜ―――――に、ぶぜ―――――――い!!」

　先頭を走るちなつが、オレを掴つかむ黒装束に向かって腕うでを構えた。

　シュシュシュシュ―――。

　後方に火炎を噴射しながら、鎖のついた腕が飛んでくる。

　出た、ロケットパンチ！

　パンチは黒装束の顎あごに激突。金属が破断する音と共に、黒装束の体がグラリと揺らぐ。

　同時にオレを掴む手の力が緩む。黒装束を蹴けっ飛とばして、飛び降りた。

　そこにちとせたち、クレマチス高校の軍団がなだれこんできて、佐々木を守るように構築された壁かべに激突する。

　黒装束とクレマチス高校の生徒、入り乱れての乱戦が始まった。

　運動部の連中は黒装束を複数で取り囲み、竹刀やラケットで殴なぐりつける。

「星ほし野の！　オレも生徒会長のために戦いにきたぜ！」

　唖あ然ぜんと立ち尽くしていると、同じクラスの卓球部のヤツが腕を絡めてきた。

「な、なんで、今いま頃ごろ!?」

「いや、今頃って。お前、夜に来てくれとしか言わなかったからさあ、何時に集まればいいのか分かんなくてさあ」

「げげえ！」

　確かに、オレ、時間をはっきり言うの忘れてた。

「だから夜っていうから、とりあえず二十一時ぐらいかな、とメーリングリストに流れて」

「メーリングリスト？　一体誰だれから……」

「……送ったのは私です」

　後ろで控えめな声がした。振りかえると、視線を下に向けた前まえ髪がみをアップにさせた女の子が、小さく俯うつむいていた。井いの上うえさんだ。

「こんなに人が集まったのは井上のお陰だぜ。井上が生徒会を一人一人説得したんだ。生徒会長が今までオレたちにしてくれたことを言って」

「で、生徒会がクラス毎ごとに召集をかけたってわけだ」

　横にいた生徒会のメンバーたちが口々に説明する。

「ゴメンなさい。本当は終業式の時にみんなに声をかけられたらよかったのに、勇気がなくて。特殊スーツを着た生徒会長に助けてもらった私は、もっと最初から生徒会長の味方をしなきゃいけなかったのに……」

　井上さんは心苦しそうに目を伏せる。

「そんなことないですよ。むしろ、ありがとうございます！」

　終業式の時、井いの上うえさんは一度立ち上がろうとして、途中でやめた。でも、式の後、また立ち上がってくれたんだ。

「でも、君が最初から時間を言ってたら、苦労しなかったんじゃないか？」

　殺到する生徒たちを掻かき分けて早はや見みが現れる。真田さなださんや浦うら乃の、高たか山やまと要よう垣が内うちも一緒だ。

「お前だって今まで、何をしていたんだよ」

「何をって。要垣内くんたちと一緒にバラバラになって戦っていたよ。ちなつ先生から援軍の到達を伝えられ、戦力を集中させたんだ」

　横で浦乃も頷うなずいている。

「むしろ君は何をしていたんだ？」

「オレだって結ゆ衣いと一緒に……、そ、そうだ。結衣は!?」

　キョロキョロと顔を動かす。

　結衣も捕まえられていた黒装束から既すでに解放されていた。しかし、まだヨダレを垂たらし、焦点の定まらぬ目で立ち尽くしている。

「結衣！」

「ひょ、ひょしのくん。ピンク色のウサギがあたみゃのうえを――」

「しっかりしろ」

　肩を持って揺さぶる。

　結衣はハッと我に返ると、大きな瞳ひとみに涙を浮かべて泣き出した。

「ボク、よごされちゃったよぉ、星ほし野のくん」

「いや、どこも汚れてない。自分のよだれで制服は汚れてるけど」

「くぅぅ。こんな目にあわせるなんて許せない！　あの変態黒スーツに鉄てつ槌ついを！」

　握にぎり締めた拳こぶしを震ふるわせる。なんて立ち直りの早さだ。でも、佐さ々さ木きにリベンジしたいのはオレも同感。

「で、佐々木はどこに行ったんだ？」

　最前線を見る。そこはさながら、農民一いつ揆きか、市民革命の様相を呈していた。バリケードのような防衛線をつくった黒装束たちが次し第だいに廊下を後退している。一人一人の戦闘能力は黒装束が上だが、五倍以上いる若さと体力に溢あふれた高校生たちの数の暴力には無力だ。

　しかし、ちとせ先せん輩ぱいを抱っこした佐々木の姿はどこにも見えない。黒装束たちのバリケードの向こうか？　この混乱のドサクサに紛れて逃げられでもしたら、せっかく形勢が逆転してもこっちの負けだ。

「結衣！」

「なに？」

「オレにちとせＣＪＳＡをやってくれ」

「ゴメン。専門用語すぎてよく分からない」

「ちとせジェットストリームアタック。オレをあいつらの向こう側に放ほうり投げてくれ！」

「いいけど、ボク、ノーコンだよ」

「壁かべに激突しない程度で頼む！」

「分かった！」

　結ゆ衣いが両手を広げたオレを腰から軽々と持ち上げた。逆タイタニックの格かつ好こうだ。

「じゃあ投げるよ」

「オッケー」

　いち、にい、と反動をつけ、さんでオレの体はタイタニックのポーズのまま空を舞った。

「ブ―――ン！」

　どんどん接近してくる最前線の黒装束のバリケード。一番先頭の肩を踏みつけて、オレはバリケードの向こうに降り立つ。

「オレを踏み台にした！」

　背後で聞こえたうめき声を無視して、オレは廊下を走りぬける。

「離せです！　この変態！　ロリコン！」

　ちとせ先せん輩ぱいの声が階段から聞こえた。

　踊り場から階段を覗のぞく。暴あばれるちとせ先輩をお姫さま抱っこして階段を下っていく佐さ々さ木きが見えた。

　迷わず手すりから身を翻ひるがえす。重力を受けながら加速し、途中の踊り場に降り立つ。

　佐々木の目の前に。

「つ―――っ！」

　足から衝撃が伝わってくる。『外の人スーツ』を着てなかったら、絶対に骨折だ。

「ちとせ先輩を返せ！」

　オレはＰＫ戦のゴールキーパーのように両手を大きく広げた。

「純すみ人と！」

　佐々木の腕うでの中で、ちとせ先輩が顔を皺しわくちゃにして叫ぶ。

「ああ、また君か。しつこいな。ほんとにしつこい」

　佐々木がイライラと首を振る。

「そこをどきなさい。言っておきますが、そんな被かぶり物で私をどうこうできると思わない方がいいですよ」

「はんっ！　ちとせ先輩を抱っこしたまま、オレを殴なぐれるか？」

「片足一本あればおつりがきますね」

「なめんな。確かにオレは、短足だけどよお!!」

　階段を駆け上がって、佐々木に体当たりをかけようとする。

　喧けん嘩かはからっきしで三級品のオレには、これが最強のはずだ。

　佐々木はちとせ先輩の抱いたまま、バックステップで階段を戻り、足を振り上げた。

　ビュン――って風が切れる音がする。

　体当たりの足を止めてしまったくらい鋭するどい蹴けり。佐々木はさらに、上げた足の軌動を変えて、横よこ蹴げりを階段の手すりに決めた。

　金属製のスリットの一部が吹っ飛んだ。

（こ、こいつ本当に人間かよ！）

『外の人スーツ』越しでも、頭部に食らえばグロッキーになるかもしれない。本当に、片足一本で負けそうな気さえする。

　佐さ々さ木きは足をゆっくり下ろすと、「ほらね」と微び笑しようを浮かべた。

「さあ、痛い目を見たくなかったら、大人おとなしくそこをどきなさい」

「ぐっ」

　両手を広げながら、後退するオレ。

「早く。そこをどきなさいっ！」

　佐々木は両手を広げたオレにつっこんでくると、右足を蹴り上げた、

　顔を引いて避けた――つもりだった。

　足の軌道が途中で変わり、爪つま先さきがオレの顎あごの先を捉とらえた。

　グラリと脳のう髄ずいが揺れて、オレは後ろに崩れる。

　その横を、ちとせ先せん輩ぱいを抱っこした佐々木がすり抜けていく。

　突破された。

　オレはそのまま倒れたが、すぐ、立ち上がる。佐々木は既すでに二階の踊り場から、一階へ向かっている。

　行かせたら駄だ目めだ！

　とっさにポケットに手をつっこむ。小さなペットボトル。結ゆ衣いからもらった、ファイナルユイスペシャル。毒々しい真まっ赤かな液体が詰まったあれだ。

　考える間はない。

　オレはファイナルユイスペシャルを高らかに掲げ――。

　佐々木に向かって投げつけた。

　空気を切る鋭するどい音と共に、『外の人スーツ』の腕力で加速されたペットボトルが一直線に飛んでいく。佐々木へ向かって……、いや、腕うでの中のちとせ先輩に向かって。

「しまっ……」

　オレが結衣以上にノーコンということを忘れていた。

　佐々木が飛んでくるペットボトルの方を見る。蹴りで撃墜するには遅すぎるタイミング。

　激突する、ちとせ先輩に！

　その瞬間――。

　佐々木がペットボトルの軌道に自分の顔面を持っていった。

　とっさの動き。たしかにそれ以外に、劣化ウラン弾、いやペットボトルからちとせ先輩を守る手段はなかった。栗くり林ばやし家に仕える者としての本能が、佐々木にそうさせたのだ。



　バコンッ！　グシャ！



　ペットボトルが砕け、真まっ赤かな液体が飛散した。

　階段中に四散する異臭。ドクダミを十倍濃縮して、ミキサーしたクサヤを加えたような臭においだ。

　速度のついたペットボトルが激突した衝撃によるためか、はたまた異臭の爆心地にいたためか分からないが、佐さ々さ木きの体がゆらりと揺れた。

　ちとせ先せん輩ぱいをお姫様抱っこしたまま、後ろに倒れる。

　ガツ――ン――。

　後頭部をしたたかに階段に打ちつけた音が響き渡った。

「ちとせ先輩！」

　叫びながらオレは階段を下りる。

　倒れた佐々木の胸むねの上にペタンと座っていたちとせ先輩が顔を上げた。

「ナイスピッチングです！」

　オレは笑って親指を立てた。本当は投手であるオレの暴投を、体を張って止めた佐々木のファインプレイだったのだが言わないでおいた。

「きっと、純すみ人とが助けにきてくれるって信じてましたよ」

　ちとせ先輩は嬉うれしそうに瞳ひとみを細める。

「姉ピョンに閉じこめられていた時も、夏休みのピンチの時も、文化祭の時も……、純人はちとせのところに来てくれましたから」

　うっすらと微笑ほほえむ桃色の唇くちびる。ほんのり湿った長い睫毛まつげが妙みように色っぽく見えた。

「オ、オレは、ちとせ先輩が『中の人』の姿で学校に通えるようになるためにできることを、しているだけであって……」

　妙に気き恥はずかしくなったので、視線をずらしながらちとせ先輩に手を差し伸べる。

　ちとせ先輩はオレの手をギュッて掴つかむと、ニッコリ笑って、立ち上がった。

「これ、死んだでしょうか？」

　ちとせ先輩が、半目になって倒れた佐々木を見下ろした。

「あの程度で死ぬような奴じゃないと思いますけど」

　ちとせ先輩を庇かばって自爆したことで、オレの中で佐々木の株がほんの少し上がっていた。

「まあ、意識を取り戻されたらやっかいですから、とりあえず縛っておきますか」

　佐々木の着ているジャケットを使って、『外の人スーツ』の腕力できつく縛り上げた。

　その時、三階から大きな歓声と拍手が上がるのが聞こえた。

「向こうも終わったみたいですね。佐々木はみんなに任せて、ちとせ先輩はとりあえず安全な場所に行きましょう」

「はいです」

「そうそう、上のみんなを集めてくれたの、井いの上うえさんのお陰みたいですよ……」

「そうなんですか!?」

（アッ……）

　一緒に階段を上りながら、ちとせ先せん輩ぱいとまだ手を繋つないだままであることに気がつく。

『外の人スーツ』越しでも分かる、ちとせ先輩のすべすべの手。

　離そうと思ったが、やっぱりやめる。

　せめてこの階段を上りきるまでの間は、ちとせ先輩と手を繋いでいよう――。

　そういう気持ちになっていたのだ。



　　　☆



　再び三階の廊下。手足を縛られ胡坐あぐらで座らされた佐さ々さ木きや黒装束たちを、クレマチス高校の生徒が十と重え二十重はたえに囲んでいた。

　黒装束たちは暑苦しい黒マスクを脱いで、全員疲れきった顔を晒さらしていた。既すでにすっかり戦意喪失のようだ。

　そんな中、一人佐々木だけは笑みを浮かべていた。

「私たちは負けたわけじゃない」

　挑発的な視線で、オレやちなつを見る。

「我々を捕らえようと、ちとせお嬢様を栗くり林ばやし家にお迎えする方針が変わることはない。むしろ、栗林家は面子メンツを傷つけられたと、より本気になるだろう。お嬢様を保護するため、海外の特殊部隊を投入するかもしれない。武器の使用も認められる可能性もある。お嬢様は本来おられるべき場所へ戻ることになる」

「勝手に、生徒会長の本来いる場所を決めるな！」

「生徒会長はクレマチス高校にこそいるべき人だ！」

　取り囲む生徒たちの中から怒声が上がる。

　佐々木が嘲あざけるように笑った。

「君たちの言う、その生徒会長とは誰だれのことかね？　そこにいる人形か？　それとも、君たちが騙だましたと咎めていた、お嬢様のことかね？」

　ちとせ（自律型）とちとせ先輩を順々に見る。

　みんながざわつく。みんな生徒会長のために、と集まったわけだが、はっきりとそこのジレンマを解決させたかどうか……。みんなにとっての生徒会長とは、未いまだに『外の人スーツ』を着たちとせ先輩ではないのか？

「もちろん、クレマチス高校の生徒会長は一人だよ」

　結ゆ衣いがちとせ先輩の両肩に手をのせる。

「少なくとも、私じゃないわね」

　ちとせ（自律型）が肩をすくめる。

　みんなの視線が、ちとせ先輩とちとせ（自律型）の間を往復する。

　誰かが言った。

「オレたちも、終業式で生徒会長から『中の人』が出てくるのを実際見て、『中の人』と新会長の話を聞いて……それから考えて分かったんだ。確かに本当の生徒会長は外見も、性格も全然違ちがう女の子だ……。しかし、生徒会長は学校では被かぶり物を被った姿で、生徒会長としての職務を完かん璧ぺきにこなしてきた。オレたちのために頑がん張ばってきてくれた。だったらそれでいいじゃないかって」

「私たちにとって、生徒会長が姫ひめ宮みや先せん輩ぱいであることに変わりはないわ」

　みんなが、各々、頷うなずいている。

　終業式、スピーチの後の沈黙。あれは呆あつ気けにとられた沈黙ではなくて、ちとせ先輩の真の姿を見て、話を聞いて、その事実をどう理解するか考えるための沈黙だったのだ。

「なるほど。しかし君たちがどんな風に考えようとも、お嬢様は栗くり林ばやし家にお戻りになることに変わりはないでしょう」

　佐さ々さ木きがみんなに現実をつきつけるように大きな声で言った。

「それは、そうだろうな」

　腕うでを組んでいたちなつが頷いた。

「って、おま、簡単に認めるのかよ」

「敵は強大だ。今回はなんとか防げたが、何度も防衛できるとは思えない」

「そうかもしれないけどよお」

　わざわざ集まってくれたみんなに申し訳が立たないじゃないか。

「もともと私はちとせを未来永えい劫ごう、栗林の敷居をまたがせない、というつもりはない。ただ、三月まではこの学校に通いたいという、ちとせの望みを叶かなえさせたいだけだ。ここにいる人間の希望も同じはず。ちとせがこの学校の生徒であるのは、三月までなのだからな」

　そうだった。三月になればちとせ先輩は卒業する。オレやみんなが、ちとせ先輩にクレマチス高校にいてほしいのは、そのたった三ヶ月弱の期間なんだ。

「お前たちの作戦が失敗し、お前を虜とりこにすれば栗林とそれぐらいの交渉はできるだろう？」

　ちなつはニヤリと笑って、長い真っ黒な前まえ髪がみをかきあげた。そこまで考えていたのか。

「さあ、それはどうでしょうね。私はただの雇われ人に過ぎません。私が捕まったところで、時間稼ぎにもならないと思いますが……」

　佐々木が自じ嘲ちよう気味に言う。

「そんなことはない」

　しわがれた、しかし朗々とした声がどこからか聞こえてきた。

「その程度のことなら人質の有う無むに関係なく乗ってやってもいいよ」

　モーゼが紅海を渡るように、クレマチス高校の生徒の取り巻きが左右に分かれ、その中央から老人が歩いてきた。

　小柄な体たい躯くに紋もん付つきの羽織に袴はかま、西洋帽子。長い白髪に、顎あごに立派な髭ひげ。右手には杖つえ。漫画にでも出てきそうな出いで立たちの老人だった。

　佐々木の糸目が大きく見開かれる。

「ご、御ご前ぜん!?」

　声が上ずっていた。他ほかの黒装束の男たちと同時に、うやうやしく頭を垂たれる。

「御前？」

「栗くり林ばやし家、現当主。栗林竜りゆう太た郎ろう……」

　ちなつが憎々しげに呟つぶやく。

「当主！　あれが！」

　佐さ々さ木きなどとは違ちがい敵意や冷笑などを含まない、しかし強い意志を持つ威い厳げんのある表情。確かに大ボスに相応ふさわしい風格が小柄な体から感じられる。

「ど、どうして御前がこちらに？」

　佐々木の疑問に、竜太郎が足を止める。

「ここにちとせがいる、と聞いたでの」

　佐々木たちには目もくれずそう答え、オレとちとせ先せん輩ぱいの前に近づいてきた。首を伸ばし、険しい顔をちとせ先輩へ近づける。

　ちとせ先輩がギュッとオレの腕うでを掴つかんだ。

「な、なんでしょうか？」

　ちとせ先輩が震ふるえる声を絞り出した。

「お前が……ちとせか？」

「は、はいです」

「ふむ」

　目をさらに鋭するどくさせて、ちとせ先輩を見続ける。

　と――。急に破は顔がんした。

　張り詰めていた顔を皺しわくちゃにして、目をトロンと優しそうに細めた。

「お母さんに面影が本当によう似ておる」

　ちとせ先輩の頭を優しく撫なでる。

「お母さん？」

「お前の母親……、栗林ちとせ一世。あの子にそっくりじゃ」

「ちとせは……お母さんのことを見たことないから、よく知らないです」

「うむ。お前のお母さんは美人だった」

　オレはやや唖あ然ぜんとしながら見守っていた。

　……意外に栗林家の人間って、いい人じゃんか。ちなつの話から、勝手に悪い印象を持っていたが。

　ちなつの方を見ると、未いまだに苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしている。いくらなんでも、嫌いすぎなんじゃないか？

　竜太郎がちとせ先輩の頭を撫でるのをやめて、まじめな目になった。

「ちとせ……。栗林に来る気はないか？」

　ちとせ先輩は大きな瞳ひとみにほんのり涙を浮かべていた。

（ちとせ先せん輩ぱい……）

　ちとせ先輩は家族の温ぬくもりを求めている。もしかしたら、竜りゆう太た郎ろうの誘いにあっさり、乗るかもしれない。

「今は待ってくださいです」

　小さな声で。しかし、はっきりと、ちとせ先輩は言った。

「今、とな？」

「はい。ちとせは今はまだ、姫ひめ宮みやちとせとして生きていきたいです」

「なぜかね？　栗くり林ばやしは嫌いかね？」

　竜太郎はさほどショックを受けた様子もなく淡々と尋たずねた。

「いえ、そんなことはないです。でも、ちとせは今まで姫宮ちとせとして生きてきました。そして、その半分以上の時間を、本当とは違ちがう姿で過ごしてきました。だから、まだ、ちとせは姫宮ちとせにまとめというか、結論というか、そういうものをつけられてないんです」

　ちとせ先輩は決意の篭こもった瞳ひとみで、竜太郎を見返していた。

「だから、まだ栗林ちとせにはなれません。それがお母さんの意思だと思いますし」

「うむ。なるほど」

　竜太郎は白い顎あご鬚ひげを撫なでた。

　それから頷うなずく。

「よかろう。それをお前が望むのであれば、お前の自由にさせよう」

「おじいちゃん！」

　ちとせ先輩は竜太郎に抱きついた。腕うでを絡ませ、髭ひげも引っ張る。

　クレマチス高校のみんなからも歓声が上がった。

「どうせまだ、わしはくたばるつもりはない。すぐに栗林家に入らないといっても、時々、来てくれはするのであろう？」

「もちろんです」

「じゃあ、その間にゆっくり決めてくれればいい」

　竜太郎は愛いとおしそうに抱きついたちとせ先輩の髪かみを撫でた。

「ちょっ、ちょっ、ちょっ！　ちょっと待った！」

　思わず叫んでしまう。

「それはつまり、ちとせ先輩が今まで通り、この学校に通っていいってことっすか？」

「そうだが？　おぬしは何か不満でもあるのか？」

　ギロリって竜太郎氏がこっちを見た。ちとせ先輩を見る目と全然違う、怖こわい目で。

「いや、不満は全然ないが、こんな特殊部隊まで投入してちとせ先輩を拉ら致ちろうとしていたくせに、あっさり納得しすぎじゃないかと……」

「別にわしはここにいる者たちに連れて帰るように命じたわけではない」

　竜太郎はしゃあしゃあと言ってのけた。

「わしは、一目、孫のちとせを見たい。そう言っただけじゃ」

「そ、そんな、御ご前ぜん……」

　佐さ々さ木きが情けない声を出す。

　そういえば聞いたことがある。マフィアの大ボスは暗殺の指令を決して直接出さない。ナンバーツーの前で、なんとなくそれっぽいことを匂におわせるだけらしい。

「いやでも、しかしっ！」

「それよりも、おぬしは誰だれじゃ？　ちとせとはどういう関係じゃ？」

　竜りゆう太た郎ろう氏が半眼になって睨にらんできた。

「いや、ちとせ先せん輩ぱいの友達というかなんというか……」

「友達？　友達じゃとお？」

　ステッキをオレに突きつけた。

「ちとせの自由にさせる。じゃが、お前と話すことだけは許さん！」

「なんでだよ。なんでいきなりそうなるんだよ」

「お前には悪い虫の匂いがする」

「どんな匂いだよっ！」

「お前のお母さんもいい子だったが、男を見る目はなかった」

「たしか、『外の人スーツ』を着て女装癖にはまって逃げ出した男とかいう……」

　竜太郎が半眼になってオレを睨みつける。

「そういうことだ。とにかく、おぬしはわしのちとせに近づくことはまかりならん」

「ちょっ……」

　反論しようとしていたオレの横をちなつがすり抜けて、竜太郎の前に腕うでを組んで立った。

「そういう言い方をするから、栗くり林ばやしちとせが家を出たがっていた、娘むすめのちとせを栗林から匿かくまおうとした、そうとは思わないのか？」

「ぐっ」

　竜太郎は下を向いてしまう。

「それは……そうかもしれん」

　ポツリと。

「ちとせは昔から自じ由ゆう奔ほん放ぽうな性格で、栗林の家風に合わなかった。だから海外に出たがっていた。バカな男に騙だまされたのも、米人の自由な精神に憧あこがれたからかもしれん……」

　みんなからバカバカと酷ひどい扱いだな、ちとせ先輩のパパも。

「もう少し、ちとせのやりたい通りにやらせてやればよかったのかもしれん、そう思うこともある。そうすれば、こういうことにはならなかったのかもしれんな」

　寂さびしそうに顔の皺しわを深めた。

　そこには一人の娘を失ったただの老人の姿があった。たぶん、母ちとせのことを、本当に好きだったんだ。

（この爺じいさんも、苦悩はしたみたいだな……）

「本当に……そう思うか？」

　ちなつが険しい顔を竜りゆう太た郎ろうに向けたまま問う。

「ああ思う。もし、やり直しがきくなら、そうしたい」

　その時だった――。

「……やり直し……、ききますよ」

　突然、ちなつの声色が変わった。オレは驚いて彼女を凝視する。次の瞬間――。

　プッシュ――。ちなつの背せ中なかから蒸気がモクモクと上がる。

「おいっ。嘘うそだろ？」

　この音、この煙は！

　パカッと。後方に倒れた。そう。ちなつの体がだ。

　中には……。

「あ、あんたっ！」

　大きな瞳ひとみにツインテールに大きなリボン。ちとせ先せん輩ぱいの『中の人』に瓜二つの妙齢の女性。それなのに体はちとせ先輩よりずっと大きくてほんの少しグラマラス。幼い雰ふん囲い気きとグラマラスの融合体。その正体は……！

「お、お母さん!?」

　ちとせ先輩が目を大きく見開いて叫んだ。

「大正解!!」

　ちとせ（ママ）はニッコリと微笑ほほえんだ。

　クレマチス高校の生徒のギャラリーからどよめきが起こる。何がどうなってんだ？　と聞いてくる奴もいた。

　オレに聞くな。オレだって状じよう況きようが掴つかめてないんだから。

　ちなつの『外の人スーツ』から出てきた女性は、以前、佐さ々さ木きから見せられたちとせ（ママ）の写真と同じ人物に見える。でもなんでだ？　死んだはずのちとせ（ママ）が、どうしてちなつの中から出てくるんだ？

「なにがどうなってるんだよ。だって、ちとせ先輩のお母さんは不治の病で死んだって」

　オレはちとせ先輩とちとせ（ママ）の間に割って入る。

「誰だれも死んだとは言ってません」

　ちとせ（ママ）はお茶目に人差し指を桃色の唇くちびるに当てた。

「まじかよ」

「不治の病にかかったとは言いましたけど、誰も死んだとは」

「いや、しかし！」

　あの話の展開だと誰だって死んだと思うだろ。ＪＡＲＯだか公正取引委員会だかに改かい善ぜん要求されても仕方ないぞ。

「じゃあ姫ひめ宮みやちなつはどこにいるんだよ。最初からいなかったのか？　いや、違ちがうな。オレ写真見たぞ」

「私ならここにいるが」

「げえっ」

　廊下の向こうから白衣のちなつがゆるりと現れた。ちとせ（ママ）とハイタッチする。

「い、いつ入れ替わっただよ」

「秋に海外に行った時があっただろう？　ちとせの療養場所に行っていたのさ。娘むすめの危機を話したら、どうしても行きたいというから。入れ替わった」

「秋？　ああ、じゃあっ！」

　文化祭でちなつに会った時、オレはなーんか違ちがうと思った。具体的には、その、ほんの少しだが、元から豊満なバストに磨きがかかったような気がした。

　見比べる。たしかにちなつと『外の人スーツ』で体型に差がある。

「なに、『外の人スーツ』で体型のサバ読んでるんだよ！」

　ちなつは答えず、耳の裏をかいていた。

「いや、でも、どうして今までちとせに連絡くれなかったですか？」

　ちとせ先せん輩ぱいがちょっと泣きそうな顔で訴うつたえるように言った。

「ママはずっとオーストリアの病院に入院しているの。不治の病なのは本当。だから『外の人スーツ』なしで、日本の汚い空気の中にいると体の調子が……」

　言ってるそばから咳せきこんだ。

「ゲホゲホッ。ごめんなさい、もう大丈夫よ」

「って、ちょっと、なんか口から赤いものが垂たれてますけど！　赤いものが！」

「大丈夫、これぐらい。よくあることだから」

「いやちっとも大丈夫には見えませんって！」

「ちとせ……」

　ちとせママはオレのツッコミを無視してちとせ先輩を愛いとおしげな瞳ひとみで見つめた。

「黙っていて、ゴメン。でも私はちとせを育てられるほど健康でないの」

　それは見れば分かる。

「ちなつのスーツを借りて日本に来たことは何度もあるのよ。ちなつの格かつ好こうをして間近で見ていたことも。でも、もうちとせは姫ひめ宮みやちなつの妹、姫宮ちとせとして自分の生活をしていた。だからなかなか言い出せなかったのよ」

「ママ……」

　ちとせ先輩の目から涙が溢あふれ出してきた。ちとせ（ママ）の前に立って、大きく手を広げる。ワッと抱きしめあった。

「なあ、ちなつ……」

　オレは細めた目をちとせ親子の抱擁シーンに向けながら、呟つぶやいた。

「なんだ」

「最初にオレの家に来たのは、本物の姫宮ちなつでいいんだよな」

「さあな。ミリ単位でバストを計測できるお前なら、分かるんじゃないのか」

「いや、そんなスカウターはついてない」

「まあ、どっちでもいいじゃないか。めでたしめでたしだろ？」

「そうか？」

　めでたしめでたし、だろうか？　まあそうかもしれん。ちとせ先せん輩ぱいもちとせ（ママ）も幸せそうな顔をしているし、よく事情が分かっていないであろうクレマチス高校の女子たちも、なぜかハンカチで目頭を押さえているし。

　ちとせ（ママ）がやさしく、ちとせ先輩の体を離す。魂たましいが抜かれたような顔で突っ立った竜りゆう太た郎ろうの方を向いた。

「お久しゅうございます。竜太郎お父さま」

「本当にちとせ……なのか」

　ちとせ（ママ）は「はい」と頷うなずいた。

「さきほどの、ちとせの意思を尊重してくれるというお父さまの言葉。もし、約束してくださるのでしたら、日本の病院に行くことを考えます。栗くり林ばやし家を継ぐことも考えましょう」

「もちろんじゃ。帰ってきてくれるのなら、お前の言う通りにしてやろう。約束じゃ」

「分かりました。でももしその約束を裏切る時が来ましたら、今度は娘むすめを連れて出奔させていただきます」

「竜太郎の言葉に二言はない」

「信じますわ」

　険しい目で見つめあう竜太郎とちとせ（ママ）。今、二人の間には、恐らくまだ一緒に生活してきた過去の時間と記憶が行きかっているのだろう。

　栗林家に行けば地獄……、とちなつの格かつ好こうをしたちとせ（ママ）は言っていた。でも本当にそんな嫌いやな記憶ばっかりだったのだろうか。もしそうなら、ちとせ先輩のためとはいえ、あのタイミングでちとせ（ママ）が『外の人スーツ』を脱ぐことはなかったのではないか。

　どちらから、というわけではなかった。ほとんど同時に、ちとせ（ママ）と竜太郎は両手を広げ、抱擁していた。

「お父さま」

「ちとせ」

　その中にちとせ先輩も加わる。祖父、母、娘、栗林家の三世代がスクラムを組むように抱きしめあった。十八年分の年月を取り戻すように。

　嗚お咽えつを漏らす黒装束たち。佐さ々さ木きですら肩を震ふるわせていた。

　めでたしめでたし……、なのかな？

　いや、うん。めでたしめでたしでいいじゃないか。



　　　☆



　ちなつの『外の人スーツ』に再び戻ったちとせ（ママ）とちなつ、竜りゆう太た郎ろう氏、佐さ々さ木き、そして黒装束たちがゾロゾロと引き上げていく。ちとせ（ママ）は今夜、栗くり林ばやし家で夜を過ごす。ちなつは一応の見張りということらしい。

「これから、ちとせ、どうなっちゃうんでしょうか？」

　栗林家ゆかりの者で、唯一、一緒に行かなかったちとせ先せん輩ぱいがちょっと心配そうに呟つぶやいた。ついていこうとしたのだが、まだ安心できないとちなつに止められたのだ。

「ちとせ先輩は大丈夫でしょう。クレマチス高校を出るまで姫ひめ宮みやちとせでいられますし、卒業した後も望めば姫宮ちとせとしていられると思います」

「純すみ人とは……どちらがいいですか？」

　ちょっとだけ考えてから、

「オレは……。栗林ちとせでも姫宮ちとせでも、近くにちとせ先輩がいればそれで……」

　そう答えようとした時、クレマチス高校のみんながちとせ先輩の周りに集まってきた。

「ちとせ、みんなにお礼を言わないと……」

「あ、そうですね」

　ちとせ先輩はみんなに向かってペコリと頭を下げた。

「ありがとうですう。お陰で、三月までいることができました」

　うおおおお――。生徒たちから歓声が上がった。

「どんな姿になっても、オレたちはちとせ先輩の味方ですよ」

「ボクは同じ姫宮先輩でも断然、『中の人』派ですよ」

「私も可愛かわいいと思う」

「ねえ」

　そんな声が聞こえた。

　意外に、ちとせ先輩（中の人）が学校に溶けこむのは早いかもしれない。図らずも、ちとせ先輩の物語の顛てん末まつを共有してしまったからだ。

「でもさあ、クリスマスイブの夜にこんなところにいるなんてみんな寂さびしいよな」

「どうせなら、ここでパーティしないか？」

「賛成！」

「お、じゃあ、オレ、買い出し行ってくんぞ」

　ものすごい勢いでそんな話がまとまった。みんなぞろぞろと物理階段教室へ入っていき、そこをクリスマス会場にしてしまう。

　校歌を歌いだすもの。ピザの宅配を頼むもの。戦いの後の高揚感のせいか、みんなナチュラルハイテンションだ。

　ちとせ先輩は一番前の席に座らされて、みんなの質問攻めを受けた。

「ちとせ先輩はもう『外の人スーツ』は着ないんですか？」

「着ませんよー」

「残念だなあ。オレ、今まで黙っていましたが、ちとせ先輩のこと好きだったんです」

「オレも、オレも」

「だったら私がみんな愛してあげるわ」

　ちとせ（自律型）もノリノリだ。

　オレが蚊帳の外、扉とびらの近くでボーっと誰だれかが買ってきたジュースを飲んでいると、

「星ほし野のくん」

『外の人スーツ』を脱いだ結ゆ衣いが浦うら乃のを伴って現れた。

「ボクたちは帰るわ」

「え？　でも……」

「ううん。ボク、もう体力の限界だから」

　本当に疲れたように言う。きっと佐さ々さ木きのくすぐり攻撃のせいだ。

「浦乃も帰っちゃうの？」

「引っ越しの準備……あるから」

「あっ、そうか」

　浦乃の調査期間は明日、ノエルまでだ。年内には京都の教会に戻ってしまう。

「引っ越しとか、何か手伝えることがある？」

　フリフリと浦乃は首を振る。

「出発の時間、伝えてくれ。見送りに行くから」

　今度は強く、浦乃は頷うなずいた。

「じゃあ、また。今日はお疲れさま」

「お疲れさま」

　ハイタッチして二人は去っていった。

　さてオレはどうしたものか。

　そう思っていると、下の方からズボンの裾すそをひっぱられた。

　床をはいつくばったちとせ先せん輩ぱいだった。

　思わず叫びそうになったの、ちとせ先輩が口に指を当てるのを見て思い留まる。

（な、なにをやっているんですか？）

（ちょっとだけ休憩です。外に出ませんか？）

（いいですけど？）

　こっそり物理部室を抜け出す。

　廊下を渡り、中央階段を上がっていって屋上に出た。

「うわっ、さむっ」

　凍えるような寒風が頬ほおに触れる。さすがに制服だけだと痛いぐらいに寒さむい。

　星一つない真っ黒な空を見上げると、白いものが降り始めていた。

「寒いはずです。雪ですよ」

「わあ、すごい。ちとせ、初めてですよ。ホワイトクリスマスなんて」

　ちとせ先輩が雪を受け止めるように両手を広げた。

　オレも初めてかもしれない。ホワイトクリスマスって実在するんだ。

「これで、ぜ――んぶ、終わりですね」

「そうですね」

　二人で手すりから真っ暗な夜の町を見ていた。地方なのでビルのイルミネーションなんてものはない。ただ、闇やみの中にポツポツと明かりのついた民家が浮かび上がっていた。

「ちとせ先せん輩ぱいは『外の人スーツ』を脱げました。学校のみんなだって受け入れてくれると思います。あとは今の姿で三月まで学校に通って、卒業式を迎えるだけです」

「でも、本当に全部終わったですか？　純すみ人とにとっても」

「終わりました。だって、オレ、それだけが目的だったですし」

「そうですか？　本当に全部、ぜ――んぶですか？」

　ちとせ先輩はしつこく聞いてくる。

「ええっと、なんかありましたっけ？」

「ぶう。純人って本当に全然駄だ目め、ですね」

「と言いますと……」

「神楽かぐらの告白への返事。どうなったですか？」

「うわっ」

　そうだった……。そっちが全然終わってない。

「ほらあ。全然、解決してないじゃないですか。いつ答えを出すですか？」

「いや、それは、その……」

「まったく、もう。純人は優柔不断です」

「はい、ごめんなさい……」

　思わず謝ってしまう。

「でも、それが純人らしいと思いますけどね」

　ちとせ先輩はクスリッと笑った。

「……」

　その気持ちを抱くのは何度目だろう。ちとせ先輩の外の人に憧あこがれて、その正体を知って、最初は戸と惑まどっていたけど、少しずつ『中の人』が本当にちとせ先輩だと思うようになって……。その頃ころからなのかな。

　ちとせ先輩の笑った顔が可愛かわいいって思うようになったのは。

「純人に会えたお陰で、ちとせはだいぶ、変わることができたです」

「そうですね。ちとせ先輩は本当に変わりましたよ。最初に会った時は、オレの顔をまともに見ることもできなかったのに」

「本当にそうですね」

　外見も、中身も、ちとせ先輩は変わった。自惚うぬぼれているわけじゃないけど、その一端に自分が関かかわったことができたのは、ちょっと、いやかなり嬉うれしい。

「……まだ純人に言っていませんでしたね」

「へっ？　なんですか？」

「ちとせ、生徒会長執務室で『中の人』の姿を見られた時よりも前から、純すみ人とのことを知っていたんですよ」

「ほ、本当ですか？」

　もちろんオレはちとせ先せん輩ぱいを知っていたわけだけど、それは生徒会長だからだ。

「いや、名前まで知っていたわけじゃありませんですよ。ただ、一年生にボサボサ頭のちっこい男子がいることは分かってました」

「チビで悪かったですね」

　唇くちびるを尖とがらせるオレ。でも沢たく山さんいる一年男子の中で、どうやってオレのことを知ったのだろう。部活動も委員会活動もせず、できるだけ目立たない学校生活を送っていたのに。

　そんなオレを見て、ちとせ先輩がフッフッフと笑った。

「入学式で壇だん上じように上がった時、純人、ちとせと目があいましたです」

「ええっ？　あれを覚えていたんですか？」

「そりゃあもう。ちとせを見る目、誰だれよりも熱くてキラキラと輝いていたですから」

　恥はずかしくて顔が火ほ照てった。実際あの時、オレの目はたぶん輝いていただろう。地上にこんな綺き麗れいな人がいるなんて、と思ったほどだ。

「それで思ったです。あの男子はちとせに恋をしてしまった。なんて罪作りなちとせ、と」

　オレの反応が楽しいのか、ちとせ先輩はノリノリな様子。

「いや、実際、恋しましたよ」

　真面目まじめな声で言った。思わぬ反撃に、ちとせ先輩は目を大きくして顔を赤らめる。

「で、でも、本当の姿を知って、その恋は消えちゃった……と」

「ええ。ちとせ先輩（外）への恋は」

　だけど……、と繋つなげることはできない。じゃあちとせ先輩（中）への気持ちは、ということになるから。不甲斐ないオレはまだ、自分の気持ちについての最終的な結論を出せそうにない。

　突然、ちとせ先輩がなんだか悪いことでも企むような顔になった。

「そういえば、ちとせもまだ、終わらせてないことがありました」

「なんですか、それは？」

「それはですね……」

　言いそうになりながら、ちとせ先輩はハッとしたような顔になると、テテテテーと屋上に繋がる扉とびらの方に行って、扉の向こう側を確認して、帰ってきた。

「なにしてるんですか？」

「いや、だって、こういう時っていつも神楽かぐらが現れるじゃないですか。だからちょっと確認してきました」

「大丈夫ですよ。結ゆ衣いならさっき帰りました。たぶん笑いすぎの筋肉痛で……」

「そんなにくすぐりに弱いですか？　ふっふっふ。それはいいことを知ったです」

　ちとせ先せん輩ぱいが不敵に笑う。やべえ。また変な火種をつくってしまったかもしれない。

「そ、それよりも、やり残したことって？」

「それはちょっと耳を近づけてください？」

　オレはしゃがんでちとせ先輩の顔に顔を近づける。

「それはですねえ」

　ちとせ先輩が顔を近づけてきた。

　ブチュッてやられた。

　マシュマロみたいな唇くちびるが頬ほおに当てられていた。偶然かもしれないけど、結ゆ衣いにやられた方の反対側だ。

「ええっと、あの」

「メリ――クリスマス!!」



    

  
    
      



    

  
    
      
エピローグ





　花の香りがする暖あたたかな風が教室に吹きこんでいた。

　真っ青な空には、一片の雲もない。

「ここから桜を見るのも今日で最後だね」

　窓から五分咲きの花弁を見つめていると、隣となりに結ゆ衣いが立った。

「うん、そうだね」

　ガヤガヤと小さな喧けん騒そうに包まれた一年Ｃ組の教室。三月最後の金曜日。今日はクレマチス高校の卒業式の日――。

「いや、だから、その件については、もう許してくれると言ったではないでござるか？」

「いいえ。文化祭の不備については、新生徒会の方でしっかり審議してもらいます」

　廊下から要よう垣が内うちと眼鏡めがねの上級生の女子が言い争う声が聞こえる。三学期になってから何度か要垣内に絡んでいるのを見かけた、文化委員の人だ。

　ふと横を見ると無人の机があった。

　浦うら乃のの席だ。冬休みを境に一度も座られていない。浦乃とはクリスマスの引っ越しの時に、アパートの前で会ったきり。最後はあまり話せなかった。一度だけ手紙を書いたのだけど返事なし。携帯電話も通じなかった。

「この教室に来るのも最後だね」

　結衣がほんの少しメランコリックな顔をする。

「そうだねえ」

「生徒会長と最近、会ってる？」

「それが春休みになってから一度も。栗くり林ばやし家やら、ちとせママやら、色々忙しいみたいで」

　春休みどころか年が明けてからでも、数えるほどしか会ってない。

「生徒会長って受験は？」

「うちの大等部に推すい薦せんであがるみたいだよ、たぶん」

「たぶんって……星ほし野のくん、それでいいの？」

「うん」

「それならいいんだけど」

　予鈴のベルが聞こえてくる。大講堂へ集合する合図だ。

「じゃあ、行こうか」

「おう」

　太陽の春の光が燦さん々さんと降り注ぐ前庭を抜けて、大講堂の入口から中に入る。

　パイプ椅い子すが整然と並べられた空間を見た時、なぜか入学式の時の光景が頭に浮かんだ。

　ここだよなあ。

　ここでボクはあの人に出会ったんだ。その人は今では姿を変えてしまっているけど、あの人に。あれがオレの高校生活の始まりだった。

　あれから一年経たったんだって、やっと実感できた。

　予定通り、きっかりの時間に卒業式は始まる。

　学園長の言葉に続いて、卒業証書が生徒一人一人に手渡されていく。

　そして――。

「学籍番号４２８０番。姫ひめ宮みやちとせ」

「はいっ！」

　ガタッという音がして、ちとせ先せん輩ぱいが立ち上がる。

　オレの横の通路を通る。

　長い髪かみから漂ってくるいい匂においはない。

　ホオっていうため息いきが伝でん播ぱしてくるわけでもない。でも、オレはちとせ先輩の小さな背せ中なかをジッと見つめていた。

　ちとせ先輩はそのまま壇だん上じように上がっていき、学園長の前に立った。

「おめでとう」

　学園長から卒業証書を手渡されながら、ちとせ先輩の肩が少し揺れていた。

　拍手したくなったのだが、ちょっと恥はずかしいのでやめていた。

　どこからか拍手が聞こえた。

　それがいきなり伝播していって、講堂中に広がる。

　ちとせ先輩がこっちを向いて、一礼した。オレも思いっきり強く手を叩たたいた。

　くそっ。

　オレが最初に手を叩けばよかった。





　卒業式が終わり、残り一週間の春休み。オレは鬼のような量の生徒会長の業務と春休みの宿題に追われた。

　結ゆ衣いには何度か宿題のことでお世話になった。

　ちとせ先輩とは。

　ちとせ先輩とは一度だけ、学校で会った。

　ちなつが物理部を引き上げる時に、ようやく連絡がとれて、ほんの短い間、話すことができたのだ。

　もちろん、オレは四月からのちとせ先輩について、新しい住所とか、栗くり林ばやし家にいつ行くのかとか、そういうことを聞いた。

「新しい住所ですかあ？　それはまだ焦らなくていいですう」

「いや、焦りますよ。あと一週間で新学期ですよ!?」

　しかし、ちとせ先輩は笑っているだけで何も言わない。ちなつ（本物）は研究所に戻った直後に海外出張とかで全然相手をしてくれなかった。

「あと、もう少しで分かりますから」

　別れ際にニコニコと笑うちとせ先せん輩ぱいの顔が妙みように印象的だった。



　で、その意味が分かる時がすぐきた……。



　はっきり言って、オレは朝が弱い。本当に弱い。だから、雪ゆきや最近は結ゆ衣いのアタックでようやく起きてきたわけだ。

　四月、入学式の日。

　その日の朝も、オレは五個の目覚まし時計をみんな止めて布団の中で丸まっていた。

「なに意地汚くいつまでも寝てるのよ。ほら起きなさい！」

　結衣のいつもより悪意に満ちた声と共に、カーテンが開けられて朝日が差しこんできた。続いて強烈なエルボーがみぞおちに決まり、オレの寝ぼけ頭は瞬またたく間に覚かく醒せいした。

　結衣の仕業であることは間ま違ちがいなかったが、今日のはいつになく痛かった。肋ろつ骨こつが折れたかと思ったぐらいだ。それに妙にベッドが傾いているし。

「結衣、今日は強烈だったよ」

　目を擦こすりながら上半身を起こす。不ふ機き嫌げんそうな結衣の顔が目に映る。しかし、映ったのはそれだけではなかった。

「!!」

「早く起きないと駄だ目めですよお」

「……」

「やっほー」

　頬ほおを膨ふくらませた結衣の横に、ニッコリ笑う顔、低血圧な顔、勝気な顔が並んでいた。

「ちとせ先輩！　それに浦うら乃のも！　あと君も。なんでここに!?」

「もちろん、純すみ人とを起こしにくるためですよ」

「……右に同じ」

「私も！」

　ちとせ先輩、浦乃、ちとせ（自律型）は口々に言った。

「それ本質的な答えになっていませんって!!」

　オレは悲ひ鳴めいのような声を上げた。

「だいたいちとせ先輩は大等部の入学式に出ているはずでしょう？　どうしてこんなところにいるんですか！」

「実はすごいことが発覚したのであります」

　ちとせ先輩が大げさに手を広げてみせた。

「すごいこと？」

「実はちとせ、高校卒業を取り消しにされたですよ」

「えええ―――――？？？！！　なんでまた？」

「だって、ちとせ、高校の出席日数と試験の大半を『外の人スーツ』で受けたじゃないですかあ。その出席が認められないって」

「まじっすか！」

「それでも、学校が用意してくれた試験に合格できればよかったんですけど、今まで散さん々ざんテストの時にスーツに頼ってきたから全然できなくて。えへへ」

「いつから分かっていたんですか！　オレ、全然、知らなかったですよ！」

「言おうと思ってたですけど、色々あって、時間がなくて。えへへ」

「いや、だから、えへへじゃないですって、もう！」

　隠かくしてた。絶対驚かそうと隠していたんだ！

「それで、どうなっちゃうんですか？　ちとせ先せん輩ぱい」

「最初は一年生からやり直しって話だったんですが、それじゃ可哀かわい想そうだってことで二年生からってことになったですよ」

「ま、まじですか？」

「今日から純すみ人とと同級生です。よろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げるちとせ先輩。その横で、結ゆ衣いが額ひたいに指を当てていた。

「ち、ちとせ先輩はともかく、なんで浦うら乃のまでここに？」

「ファーザーが……」

　浦乃がほんのり頬ほおを染めた。

「そのまま高校に通いたいって言ったら、いいよって」

「いや、あっさり認めすぎだろ！　いくらいい人だからって。監獄みたいな教会にずっと閉じこめられてたんじゃないの!?」

「またよろしく」

「ツッコミ無視かよ。もうちょっと説明しようよ！」

　浦乃が少しでも長い間、学校に通えるようにと願ったオレの気持ちはどうなるんだ。

「で……、なんで君までいるわけ？」

　オレはちとせ（自律型）を半目で眺めた。

「『人間とのコミュニケーションにおけるＡＩへの影響』に関する実証試験のために、生徒として入学させられることになったの」

「どこの家庭向けメイドロボの設定だよっ！」

「なによ、純人は不満なわけ？」

　ちとせ（自律型）がオレの首に手をかけて密着させてくる。

「だからそんな風に近づくなって、胸むねが――、だ――、耳に息を吹きつけるな!!」

「ちょっと、メガ!!　純人を離すですう」

「そうよ。ＡＩだからって学校の風紀を乱すようなことはボクが絶対に許さないんだから」

　ちとせ先輩と結衣がちとせ（自律型）からオレを引き離そうと、オレの反対側の腕うでをひっぱった。『外の人スーツ』と女の子二人に反対方向へ引かれて、体がミシミシと軋きしんだ。

　いや、オレ死ぬですよ。まじで。

「純すみ人と、これから、二年間の学校生活、また一緒に頑がん張ばろうね」

　耳元でちとせ（自律型）が囁ささやいた。

　二年間？　こんな調子で毎朝起こされるようなら、そんなにも体がもつ気がしない。

「ハーレムエンド」

　浦うら乃のがボソリと呟つぶやいた。禁欲的な教会暮らしのどこからそんな語ご彙いを仕入れてくるんだ。

「いいから、その手を離すですよ！」

「駄だ目めよ。これは試験のために必要なことなんだから」

「姉ピョンに言いつけますよ！」

「勝手にしたら」

　オレの体を分断しようとする力がさらに強まる。

　体中の各部位から軋きしみ音を発生させながら、オレは窓の外に目をやった。

　瞳ひとみを細める。隣となりの家の屋根で照り返す朝の日差しで、何もかもが真っ白に輝く世界。一年前、入学式の時にちとせ先せん輩ぱいに差していたあの光と同じに見えた。

（ハーレムかあ……）

　入学式の時に期待した高校生活とはちょっと違ちがうかもしれない。

　でも、これはこれでありなんじゃないかって。

　春の陽光に包まれながら、オレはそんな風に思うのだった。

姫ひめ宮みやさんの中の人（完）
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　月つき見みでございます。『姫ひめ宮みやさんの中の人』もついに最終巻。泣いても笑ってもこれでしまい。ちとせの過去、『外の人スーツ』の秘密、神楽かぐらの恋の行方……、みんなこの一冊でケリがつきます。たぶん。



　友人にハッピーエンドは大嫌いという人がいます。うそ臭い。ポジティブうざ――、とかいうんです。

　逆に月見は底抜けハッピーエンド万歳派。フランス映画、大嫌い。ハリウッドグッジョブ。創作物がうそ臭くて、何が悪いんじゃい。

　そんな月見の書いた「中の人」の最終回。もちろん底抜けハッピーっぷりを見せつけております。もし、こんなハッピー許せねえという方がおられましたらご一報を。思わず切なくなる欝エンドを送っちゃるけん（なぜか広島弁）。



　さて――。

　シリーズの最後を看取るのはこれが三回目。毎回この時期は達成感と脱力感、そしてちょっとした不安に頭の中が支配されます。果たして自分は、最初に定めた作品の目的を達成することができたのか？

　月見はどんな物を作り始める時でも、まず、一つの目的やコンセプトを設定します。「カルナ」執筆の時、それは「新人賞に応募して受賞する」こと。「きらほ」は分かりやすい「カルナ」を作ること。

　では「中の人」は？

　それは、ゆるくて、楽しくて、キャラクターが勝手に動くようなコメディを書くこと、だった気がします。

　その観点でシリーズを見返した時、月見はこう感じます。

　けっこう、コンセプト通りにいったんじゃない？

　まあオプティミストを自認する月見の感想だから、あてにはなりませんけどねえ。



　話は変わりまして……。

『中の人』シリーズに出てくるキャラクターの名前にルールがあるのはご存知ですか？　と言っても、主要キャラクターを除くサブキャラのみ。ヒントはタイトル。

「カルナ」や「きらほ」の時は「編集部」にネーミングの法則がバレちゃいましたが、今回はまだみたいです。というのも、とあるモブキャラの編集部提案の名称案に、担当さんの名前が挙がっていましたので……。結局、その名前は植うえ田ださんに決まっちゃいました。

「お姉さま！」。

　謝辞です。

　最後まで挿絵で作品を盛り上げてくださったＥｉｎさまにまず、感謝いたします。カラーからモノクロまで、すべての絵から力を感じました。本当にありがとうございます。

　担当のＨさま。レスポンスの早い仕事で何度も助けていただきました。「カルナ」からのお付き合いとなる、装丁のｂｌｕｅさまにも感謝。いつも原稿に鋭するどいツッコミを書かれる編集のＳさん、ボスのＭさんにも御礼申しあげます。ブログに毎日来てくださるレインさま、そして、本シリーズに最後までお付き合いくださった読者の皆様に、もう一度ありがとうの言葉を。



　最初に述べた通り、泣いても笑っても『姫ひめ宮みやさんの中の人』はこの巻でお別れです。皆様が笑顔で送ってくださることを心より願って……。





　また、いつかどこかで

月つき見み　草そう平へい



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　月見草平（つきみ・そうへい）

　　５月10日生まれ。牡羊座。広島は呉（にくじゃが発祥の地の片方）出身。『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　Ｅｉｎ（あいん）

　　挿絵から原画までこなすイラストレーター。主な仕事歴は、『シンシア～Sinecerely to You～』原画担当、『超鋼女セーラ』（ＨＪ文庫）挿絵、『ガジェットトライアル』キヤラクターデザインなど。



    

  
    
      姫宮さんの中の人⑤

～卒業・オラトリオ～と
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